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        １．木浦湊　現在

        　

        　

         　木浦湊きうらみなとは目の前の男が言った言葉を一度で理解できずに、思わず聞き返した。

        「え、隼也しゆんやさん、何言ってんの」

        　隼也しゆんやはあまり表情がない。今も色のない表情でこちらを見てきていた。

        「気持ち悪いなら、目隠しして貰っていいし、俺が自分で何とかするから」

        「え、いや、何で突然そんなこと……」

        「ごめん。湊みなとには色々迷惑かけてんのに、俺、何言ってんだろうな。ごめん、忘れてくれ」

        　そう言って隼也しゆんやは立ち上がると、自室に戻ってしまった。

        　一人残された湊みなとは、頭の中でもう一度隼也しゆんやの言った言葉を反復していた。

        『俺とセックスして』

        　確かに隼也しゆんやはそう言った。その意味を理解して、湊みなとは手で口元を覆う。顔が赤くなっていくのを感じた。

        　しかし、気になるのは何故そんなことを突然言い出したのかだ。自己表現があまり上手くない隼也しゆんやは、もしかすると自分の事が好きで、それをストレートに表現したのだろうかと湊みなとは思ったが、それは自分の願望であり、確率の低い話だとすぐに訂正した。

        　静かな部屋の中に、蝉せみの声が響く。うるさい。いつ夏になったのだ。梅雨はもう明けたのか。湊みなとはそんなことを漠然ばくぜんと考えたが、５月のまま捲めくられることのないカレンダーを見て、そうか、もう７月も終わりだった。あれから２ヶ月たつのだと、そう思った。

        　そうだ、まだ２ヶ月だ。悲しみは癒いえるどころか増している。自分も、勿論隼也しゆんやもそうであろう。それなのに、何故、今そんなことを言うのかと思った。冗談にしては悪趣味であるし、そもそも隼也しゆんやは、そんな冗談を言う男ではない。

        　湊みなとは立ち上がると、隼也しゆんやの部屋のドアをノックした。中から返事はない。

        「隼也しゆんやさん、開けて。さっきの話、きちんと話してよ」

        　しばらくそこに立っていたが、返事はない。湊みなとが諦めようかと思ったとき、ようやく部屋の扉が開く。そこには隼也しゆんやがうつむいて立っていた。

        　隼也しゆんやは部屋の中に湊みなとを入れると、ドアを閉めた。一人で暮らしているのだから、わざわざ隼也しゆんやの部屋で話すこともないだろうと思ったが、特に何か言うことはしなかった。

        　隼也しゆんやの部屋の中は、ほとんど物がない。ノートパソコンと、タブレットが床に置かれていて、ベッドと小さなラックが一つあるだけだ。

        　隼也しゆんやの弟の響平きようへいとは正反対であった。響平きようへいは色々な事に興味がある男で、部屋の中は色々な物で溢あふれていた。共同スペースであるリビングにまで物が溢あふれていて、それをよく隼也しゆんやが怒っていたのだ。

        　怒ると言っても、困ったような口調で片付けてと言うだけで、それも響平きようへいが隼也しゆんやに抱きついて、ちょっとくらい良いじゃんと言えば、それで許されてしまう。

        　響平きようへいの要領が良いのか、隼也しゆんやが優しいのか。多分その両方なのだろう。そしてそれをいつも苛正しい思いで見ながら、ちゃんと片せよ、隼也しゆんやさん、困ってるだろ、と言うのが湊みなとの役割であった。

        　湊みなとは床にあぐらをかいて座った隼也しゆんやの目の前に、同じようにあぐらをかいて座った。隼也しゆんやの表情は、長い前髪のせいでよく見えない。

        　そういえば響平きようへいがよく言っていたと思い出す。隼也しゆんや君は綺麗な顔をしているんだから、髪の毛、切れば良いのにとそう言って、隼也しゆんやの前髪を触っていた。それを傍目で見ながら、その髪の毛に触れてみたいと、いつも思っていたのだ。

        「何で、俺とセックスしたいんですか」

        　かすれた声で湊みなとが聞くと、隼也しゆんやは視線を合わせぬまま、小さな声で答えた。

        「響平きようへいが……」

        「キョウちゃん？」

        「響平きようへいが、望むから……」

        　湊みなとは顔をしかめた。隼也しゆんやは何を言い出すのだろうか。しかし、次に続く言葉はなかった。

        「何言ってんすか」

        「目隠ししていいから。見えなければ、女と変わらないだろ」

        　相変わらず視線を合わせぬまま、自分の足首を撫でながら隼也しゆんやは言った。

        「だから、何でですか」

        「女とアナルセックスしたことない？」

        「あるわけないでしょ」

        「そっか。でも、案外気持ちいいかもよ。見えなければ、女とアナルセックスしてるのと変わらないだろ。きちんと俺が勃たせるし、お前は何もしなくていいから」

        　湊はその言葉に、腹の底から怒りが湧わいてくるのを感じる。

        「だからっ……何なんだ。いい加減にしろよ！」

        　半ば怒鳴るように言うと、隼也しゆんやは体をびくりと揺らし、目をぎゅっと瞑つぶった。

        「あ、すいません、つい。でも、変なこと突然言い出すから」

        　自分は怒おこりっぽくはない。むしろ気が長い方であろう。隼也しゆんやに向けても、このように怒おこったことなど今までない。しかし、今の隼也の言葉はとても許せる物ではなかった。

        「何で突然こんなこと言い出すのか、きちんと話をしてください」

        　隼也はそれには答えず、じっと自分の足を見ている。やはりその顔には表情がない。何を考えているのかまるで分からず、ただ焦燥しようそうに駆かられる。

        　しかし考えてみれば、この男の表情はいつも静かであり、これは今に始まったことではない。その彫刻のような顔には何の特徴もないが、しかしその目は常に青く揺れており、白く透き通った陶器のような肌と、その目が何よりも人を惹きつける。それはまるで、自分だけが知っている秘め事を見つけたような、誰も知らぬ禁断の果実を手に入れたような、そんな気持ちにさせるのだ。

        「響平きようへいが、望んでるから」

        　抑揚よくようのない小さな声で囁かれたその言葉を湊は理解できず、再度怒るべきか、それとも問いただすべきか、迷いながら隼也の長い睫まつげを漠然ばくぜんと見つめた。

        「何言ってんですか。キョウちゃんがそんなの、望むわけないですよね」

        「望んだ」

        　いつも言葉が足りない隼也の不器用さが、湊は好きであった。しかし今は、それに苛立ち、声が荒あら立だつのを止とめることが出来なかった。

        「だから、いつ、何でそんなこと」

        「２週間前の夜」

        「は？」

        「２週間前の夜からずっと……」

        　湊はその言葉に、呆ぼう然ぜんとした。一体この男は何を言っているのだ。とうとう狂ったのかと思い、その顔をじっと見たが、相変わらず隼也は自分の足を見ている。

        「不思議だよね。全く似てないのに、足の指の形はそっくりだったんだ」

        　そう呟つぶやいた隼也の肩を掴むと、湊は言い聞かせるようにゆっくりと言った。

        「隼也さん、キョウちゃんは、死んだんだ」

        　言いながら、その言葉に自分自身が傷つくのを感じ、そんなことを言わせる隼也に怒いかりが湧いてくる。しかしそれと同時に、酷ひどく不ふ憫びんだと思った。

        「そうだね」

        「そうだよ」

        「でも、響平きようへい、近くにいるよ」

        「……」

        「俺のそばにいるんだ」

        　あぁやはり狂ってる。そう思いながら、それともこれは、この男の願望がそう言わせているのかとも思った。

        「でも、もしそうだとしても、キョウちゃんが何でそんなこと言うんです。あり得ないでしょ」

        「響平、湊のこと、好きだったんだって」

        「は？」

        「無念だって言ってた。だから、俺に、代わりに抱かれて欲しいって」

        　何馬鹿なことを言っているんだ。そう言いたかったが、呆あきれすぎて声が出ない。響平が自分を好きだった。それも、性の対象として好きだったと言うことだ。ありえない。幼なじみであり、よくつるんでいた響平は連れではあったが、お互いそういった対象ではないと言い切れる。

        「夜になると、響平が来るんだ。俺の体なら入れるって。叶えてやりたい」

        　隼也がようやく湊の顔を見た。黒い瞳の奥には、青く揺れる炎がある。ゆらゆらと揺れる青い光。それは綺麗で、もの悲しくて、いつも何かを訴えていたが、それが何かはわからない。いっそのこと、この目をくり抜いて、食べてしまえたらどんなにいいのかと思うのだ。

        　しかし、それが出来ないので仕方なく隼也の体を抱き寄せる。軽く抱きしめると、耳元でもう一度、囁ささやいた。

        「キョウちゃんは、死んだ」

        「そうだね。でも、響平が毎晩言うんだ。無念だって。俺に、最後のお願いだからって」

        　響平のお願いを、おそらく隼也は一度も退しりぞけたことがない。隼也はいつも響平のお願いを聞いてきた。小さな頃は、望まれるままおもちゃを与え、自分のおやつを分け与えていた。大人になれば、響平に言われるまま一人暮らしの家を引き払い、二人で住める部屋を借り、在宅で働き、響平と二人住んでいたのだ。おそらく隼也にとっては、響平は人生の全てであったのだろう。

        「だから湊も、俺のお願いを聞いて…」

        　泣くのだろうかと思ったが、しかし隼也はいつもと変わらぬ静かな佇たたずまいである。

        「もし、そのお願いを聞いたら、隼也さんはもう変なことをしない？」

        「あぁ……」

        「きちんと、生きてくれる？」

        　返事はなく、湊は隼也から体を離す。

        「きちんと、生きられる？」

        　訴えかけるように言うと、隼也は目を瞑つぶり、ゆっくりと頷うなずいた。

        　それに、湊は安あん堵どをする。たとえ頭がおかしくなっていようが、隼也が生きる意味を見つけたのなら、それでいいではないかと頭を切り替える。いや、そう切り替えることで、自分を納得させようとしていた。自分がこの男と関係を持つことは、卑怯なことではない。そう納得をしたかったのだ。

        　響平が死んだのは、二ヶ月前のことであった。歩道を歩いていた響平に車が突っ込んできたのだ。

        　一緒に歩いていた隼也は無事であった。響平が強く体を押したと言う。

        　しかし、無事と言って良いのか湊にはわからなかった。最初の一ヶ月はなんともなかった。いつもと変わらぬ、物静かで感情をまるで見せぬ隼也のままであった。そのため、それを行う前ぶりは何もなかった。少なくとも、湊は気がつかなかった。

        　しかしその日、湊は胸騒ぎとしか言い様のない奇妙な感覚を覚えた。何となく胸騒ぎがし、湊は隼也の住む家に向かったのだ。

        　隼也の家の鍵は持っていた。隼也を心配した隼也の母親から、鍵を預かっていたのだ。躊ちゆう躇ちよしながらも中に入るが、リビングに隼也の姿は見えなかった。しかし、靴はある。

        「隼也さん、ドア開けますよ」

        　隼也の部屋の外から声をかけるが返事はない。戸惑いながらも隼也の部屋の扉を開けたが、そこに隼也ははいなかった。

        　次に、響平の部屋に入る。そこには、首に細い麻糸をかけている隼也の姿があった。

        　麻糸の先は、クローゼットのノブにかかっている。湊の姿を捉えた隼也は、体の力を抜いて、前方に体重をかけようとした。響平は慌てて駆け寄ると、隼也の体を抱き止める。頸動脈を強く絞めれば、一瞬で死ぬだろう。あと少し遅ければ、確実に隼也は死んでいただろうと思った。

        「何やってんだ！」

        　怒鳴った湊の顔を見てくる隼也の表情は、普段と何ら変わらない。歩くように、話すように、今、死のうとしていたのだと思うと、体の底からぞっとした物が湧き出てきて、その体を強く抱きしめた。

        　そして隼也が裸なのに気がつき、酷ひどく動どう揺ようした。裸の体に、響平の毛布を掛けているだけだったのだ。

        　一度、死ぬ気をそがれてしまったせいか、その後、隼也が再度自死を試みることはなくなったようであった。しかし湊は、隼也から目を離せぬと思い、それ以来隼也の家に居座り続けている。

        　飯を作り、部屋の掃除をした。会話はほとんどなかったが、それでもなるべく同じ空間にいた。大学４年生で、就職も決まっており、大学には週２回ほど行けば良いというのも幸いした。

        　それに、隼也は何も言わない。何も言わず、いつもと変わらぬ様子で、湊を受け入れてくれていた。そしてたまに、ありがとうと感謝の意を伝えてきたのだが、それが、湊には嬉しかった。

        　湊はそれに、隼也が立ち直ろうとしているのだと思っていた。しかし違っていたのだと今にして気がつく。隼也は立ち直ろうとしていたのではなく、ただ静かに狂っていただけなのだ。

        　そもそも、隼也と響平の関係は、少し奇妙であった。少なくとも、湊の目にはそう映っていた。

        　初めて隼也に出会ったのは、湊と響平が小学校２年生の頃であった。三歳年上の隼也は、小学校５年生であったはずだ。

        　湊と響平は、関東の外れの県の、県庁所在地にある新興住宅地に住んでいた。湊は小学校に上がる前にそこに越してきた。聞けば、響平もそれより少し前に引っ越してきたと言う。

        　同じような新築の建て売りが３０件ほど並ぶその地区は綺麗であったが、少し奇妙な、そこだけ他と独立した街のような、そんな印象を与えた。

        　湊と同じ歳の響平とはすぐに意気投合し、毎日のように遊んだ。響平はカリスマ性があり、リーダーの気質をもっているような子どもで、破天荒であったが用心深く、無意識なのだろうが人の心を掴む術を知っているような、そんな子どもであった。

        　一方湊は、あまり細かいことを考えないような子どもであったが、また一方で意思が強く、響平が行うことでも嫌なことは嫌と言え、駄目なことは駄目と言える頑固さがあった。

        　響平はそんな湊を疎うとんじるどころか気に入っていたようで、性格のまるで違う二人であったが、お互いがお互いを親友だと思っていた。

        「俺に兄ちゃんが出来るんだ」

        　ある日、響平がそう言った。

        「従兄弟なんだけどさ、お父さんとお母さんが死んじゃったんだって。それでうちの子になるんだ」

        　そう言って笑った響平は、大好きなお兄ちゃんだから嬉しいと言った。

        　それから数日後、湊は初めて隼也に出会った。優しくて、格好いいお兄ちゃんなんだ。響平がそんなことを言うのだから、どんな子だろうかと期待をしたが、会ってみれば、陰気臭く、面白みの無さそうな子であった。

        　考えてみれば、両親を亡くしたばかりの子どもが明るく、元気なわけはなかったのだが、それでも湊は期待を裏切られたような気がしたのだ。

        　それからも響平はよく隼也の話をしたが、湊が隼也と話すことはほとんどなく、響平と別の高校に進学をしたことで、更に隼也と会う機会はなくなっていった。

        　再度隼也と交流を持ったのは湊が高校３年生の時であり、隼也の通っていたＤ大学が湊の第一志望であったことを知った響平が、湊を隼也の一人暮らしの家に誘ってくれたからだ。

        　隼也が一人暮らししていた家は、Ｄ大学からは電車で３駅の場所にあり、ワンルームと広くはなかったが、築浅の綺麗なアパートであった。その部屋で、大学の情報を色々と聞いたのだ。隼也は昔と変わらず物静かな男であったが、長い前髪から覗かせる目が、酷ひどく印象的であったのを覚えている。

        「新しい家、探すんだ」

        　隼也の作ってくれた鍋をつつきながら、たわいもない談笑をしていると、突然響平がそう言って笑った。

        「キョウちゃんが？」

        「そう。俺と、隼也君の家」

        「まだ大学決まってないのに、気が早いな」

        「でも、今から探さないと良い部屋なくなるからさ。一応俺の志望校とＤ大の中間地点を考えてるんだ。ね、隼也君」

        　響平がにっこりと笑って隼也の顔を見た。隼也も少しだけ笑うと、静かに頷うなずいた。

        「落ちたらどうすんだよ」

        「滑り止めも東京で探すし、全部落ちても、どっちみち高校卒業したらこっちに住むつもりだから」

        　こいつの家、そんなに裕福だったっけ、と思いながら、湊は隼也の作ってくれたおじやを口にした。

        「落ちたら浪人しないって事か。フリーターにでもなるのかよ」

        「浪人するにしても、こっちの予備校通う」

        「一人暮らしする金、出してくれるの？　親、大変じゃね」

        「大丈夫。隼也君が出してくれるから」

        　相変わらずにっこりと笑う響平に、冗談かと思って湊も苦笑いをする。

        　隼也には両親が亡くなった際の保険金やら賠償金やらなんやらで、かなりの遺産があるというのは聞いたことがある。親戚の間でそんな話が出たときに、響平が親戚に殴りかかったことがあるというのを、聞いたことがあったのだ。

        　まさかそれに頼るのかと思ったが、さすがの響平もそんなことはしないだろうと隼也の顔を見ると、隼也は気まずそうな顔をして、すっと視線をそらした。

        「兄弟で一緒に暮らすって、何か息苦しくないか。せっかくなら一人暮らしの方が羽伸ばせるし」

        　湊が言うと、響平は隼也の肩をぐいっと抱き寄せて、隼也の耳に唇を寄せた。

        「俺たち仲良しだもんね。それに、隼也君、俺がいないと駄目だから」

        　隼也が顔を赤くして顔を伏せた。湊はそれに、違和感を覚える。この二人は、こんな感じでなかったはずだと思ったが、何に違和感を覚えたのかは、はっきりとは言えなかった。

        「隼也君はそれでいいの？」

        　昔から、響平は少し強引なところがある。今回も大人しい隼也に我が儘を言っているだけではないかと思い聞いたが、隼也は頷くだけであった。

        「隼也さん」

        「は？」

        「隼也さん、だろ。ガキじゃねぇんだよ。年上だろ。お前は隼也君って呼ぶな」

        　えらく綺麗な顔でにっこりと笑う響平の目は、笑っていなかった。とにかく愛想が良く、年齢性別問わず人から好かれる男の笑顔は、常に人を魅了する。しかし、その笑顔はどこか不ふ遜そんであり、不気味さをはらんでいた。

        「こまけぇな。別に先輩を君付けで呼ぶこと、あるだろ」

        「でも、駄目」

        　そういえば響平は以前、隼也の事を兄ちゃんと呼んでいたと思いだし、いつの間にか隼也君と呼んでいることに気がついた。

        　再度隼也の顔を見るが、響平に腕を回されたままの隼也の顔は、嫌がっているのか、それとも喜んでいるのかは区別がつかなかった。

        　そしてそんな隼也を見て、心がざわりとしたのを感じた。その目をもっと見たい。もっとその目で見て欲しいと思ったのだ。

        　隼也と響平はその後、結局新居に二人で住むようになった。Ｄ大学に合格し一人暮らしを始めた湊の家とは、自転車で３０分程度だ。そのため、湊は頻ひん繁ぱんに二人の家に入り浸るようになる。

        　隼也は響平と二人きりになるのを嫌がっているように思えた。そのため、湊が来るのを言葉にこそしないが、歓迎してくれているようであった。

        　一年も付き合えば、湊にも表情のない隼也が何を考えているか分かるようになり、隼也も親しみを持つようになってくれたのか、もう一人の弟が出来たようだと言ってくれた事もあった。

        　湊と隼也との関係は、友人と言うほどには気安くもなく、兄弟と言うには遠く、しかし友人の兄と言う関係で済ませるほど、希薄でもなかった。

        　そして奇妙なのは、二人で住みたいと希望した響平さえも、隼也と二人でいるのを避けているように思えたのだ。

        　隼也と湊の関係を形にするのが難しいと言うのなら、隼也と響平の関係も同じく、どう言ったものか表現することが出来なかった。従兄弟と言うには近く、兄弟と言うには不自然だ。一番近くて一番遠い存在がこの二人だと思った。

        　そしていつからか、ある疑念が頭をもたげるようになってきた。しかし、それはあまりにも馬鹿らしくて、その考えが浮かぶたびにそれを否定した。しかし、響平が死に、その後の隼也の様子を見ていれば、あながちその疑念は過剰な妄想ではなく、真実ではないのかと思えた。

        　湊は、相変わらず静かな隼也の目を見て尋たずねる。

        「どうしますか？」

        　隼也の望みに、どう答えて良いのか分からずに、湊は馬鹿みたいな問いかけをした。

        「夜に」

        「はい」

        「夜になったら、部屋に来て。夜にしか、あいつ、来られないみたいだから」

        「はい」

        　返事はしたものの、湊は動くことが出来ずにそのまま隼也の部屋で座っていた。

        「出て行って」

        「あ、はい」

        　それでも何となく動けずにいると、隼也が立ち上がる。

        「出て行って。準備、色々としないと」

        「準備？」

        「セックスの準備」

        　それに湊は顔を赤くすると、慌てて立ち上がって隼也の部屋を出て行った。

        　部屋に来いって、どちらの部屋だろうか。湊は日中リビングで過ごしていたが、眠るときは隼也の部屋で寝る。隼也は、夜だけ響平の部屋に移動して寝る。言葉にこそ出さぬが、響平の部屋を湊に使われるのが嫌なようであった。

        　響平の部屋でセックスをするつもりか。それは死者への冒ぼう涜とくではないのか。いや、隼也は響平の望みであると言っている。それが真実なのかはわからないが、少なくとも隼也はそう思っているのだ。ならば冒ぼう涜とくであるなど、思ってもいないのだろう。

        　湊は、リビングにある二人がけの小さなソファに座り、先ほどまでの会話を頭の中で反芻し続ける。そして、セックスの準備って何だろうかと考えた。男同士でもコンドームは用意しないと駄目だよな。風呂だ。風呂も入らないと。女とする時は、フェラチオして貰うために必ず入っていた。フェラチオ、して貰うのか。隼也の口で、舐なめて貰う気か。いくら何でもそこまでは望みすぎだ。

        　そんなことを考えながら時計を見る。時間は十七時半だ。夜って何時を指して言うんだろうかと思いながら、風呂に入るのはまだ早い。取りあえず夕飯の準備でもするかと思って立ち上がる。鼓動が早くて、何かしていないと心臓が潰れそうだと思った。

        　冷蔵庫の中を見ると、茄な子すと玉たま葱ねぎくらいしかない。買い物に行くかと思ったが、今家から出て行くと隼也の気が変わるのではないかと思い、出て行くことが出来なかった。

        　質素な食事になるが、今日はあり合わせの食材で済まそうと思い、茄な子すと玉たま葱ねぎを刻み、スパムの缶詰とトマトの水煮缶を開けた。それらを炒めて、パスタのソースにする。

        　時間は十八時。夕飯には早すぎたなと思いながら、隼也の部屋の扉をノックした。返事は帰ってこない。

        「開けますよ」

        　湊は返事を待たずに扉を開ける。自殺未遂の一件があってから、ノックをして返事が返ってこなくても勝手に扉を開けることにしている。

        　部屋の中は電気が点いておらず薄暗かったため、湊は電気をつけると視線を部屋の中に巡らせ隼也を探した。

        　隼也はベッドの上にいた。そして湊と目が合った瞬間、泣きそう顔をしてタオルケットを自分の体にかけた。

        「ご、ごめん！」

        　湊は隼也が何をしていたかすぐに理解して、扉を閉めた。

        　隼也の下半身はむき出しであり、一瞬見えただけだが、ベッドにはセックストイが置かれていた。

        「準備って、そういう事かよ」

        　湊はソファに崩れるように座り込むと、右手で口元を覆おおい顔を赤くする。

        　アナルセックスは、女性と行う通常のセックスよりも準備が必要ということくらい、湊も知っていた。いや、勉強をしたと言う方が正しい。湊は隼也に惹かれており、そして、それがはっきりと情じよう欲よくを伴ともなう物だと気がついてから、何度か男同士のセックスについて調べた。いや、何度かではない。気持ちを自覚してから、毎晩のように男同士でのセックスについて調べ、毎晩狂ったようにマスターベーションをしたのだ。

        　新しい情報などないと分かっていても、毎晩インターネットを検索し、同じようなページに目を通し、隼也が湊の雄おすでよがり狂くるい喘あえぐ姿を想像した。それは二ヶ月前に終わりを告げたが、しかしだからといってその欲が無くなったわけではない。それなのに隼也のあられもない姿を見せられ、冷静でいられるわけはなかった。

        　あんなものをいつ買ってきたのだろうか。響平のためか。セックスのセの字も知りませんと言ったような男が、響平のためにあんな卑ひ猥わいな物を購入して、それを自らに挿入しようとしていたのか。それとも、以前から持っていたのか。もしそうだとしたら何のためにだ。そういう性せい癖へきがあったのか。

        　色々な事が頭の中を巡る。湊の下半身は興奮し、反応していた。

        　たまらず湊はトイレに行くと、己をかいて射精をした。隼也とセックスをする前にこんな事を行うなど情けないと思ったが、とても冷静ではいられなかった。

        　トイレから出てくると、ほぼ同時に隼也が部屋から出てきた。湊は平常を装って隼也に話しかける。

        「夕飯、簡単なもんでいいですか。まだ早いですかね」

        「うん、食べる。ありがと」

        　湊はパスタを茹でると、温めたソースにからめて、テーブルに置いた。湊がテーブルにつくと、隼也が頂きますと言って、パスタを食べ始める。

        　無言で食事をするのはいつものことであったが、それが今日はやけに居心地が悪い。湊はこのままでいるのは良くないと思い、隼也が食べ終わるのを確認すると、先ほどの疑問を口にした。

        「隼也さんは、男と寝たことあるんですか」

        　隼也は湊の顔を見てくると、表情を変えずに、あるよと言った。

        「あ……」

        　自分で聞いておきながら、いざその返事が返ってくると何を言って良いのか分からない。もしそれがこんな時でなければ、自分にもチャンスがあるのだと喜んだのだろうが、今はとても喜ぶ事が出来ない。

        「気持ち悪いよな」

        　隼也が呟く。

        「ごめん。今ままで黙ってて。俺、ゲイなんだ」

        　湊は隼也のその発言に対しても、何か気きの利きいたことを言うことは出来なかった。

        「無理だよな。気持ち悪いよな。いいよ、湊が無理だと思ったら……」

        　湊は隼也の顔をじっと見た。わかりにくいが、断られる事を恐れている顔ではないとは思った。この男の真意が分からない。一体この男は自分と寝たいのか寝たくないのか。

        「無理じゃないですよ。俺も、男の人好きになったことあるし」

        　隼也はその言葉に、湊の顔を見てきた。瞳の中で青い光が揺れる。これは、悲しんでいるのか、安あん堵どしているのか、そのどちらなのか、湊にはわからない。

        「でも、湊はいつも付き合うの女だったよな。男と寝たことあるの」

        「ないですけど、でも、気持ち悪いとかはない」

        「そっか」

        　微かに隼也が笑う。それは安あん堵どした顔であった。良かったと湊は思う。

        「響平は、知ってたんですか」

        　隼也はそれに頷うなずいた。

        「カミングアウト、したんですか」

        　湊は少し驚いた。響平は、差別主義者ではないが、そうかといって隼也がわざわざそんなことを言うとは思えなかったのだ。

        「ううん、ばれた」

        「ばれた？」

        「そう。一人暮らししていた頃付き合ってた人がいて、その人としてる所、見られたんだ」

        　隼也が手をぎゅっと握ったのが分かった。

        「響平、凄く怒って、俺の事、気持ち悪いって。今後、男と寝るのは勿論、付き合うことも許さないって言われた。もしそんな事したら、二度と会わないって。軽けい蔑べつするって、そう言われた」

        　少しだけ、隼也の声が震えていた。そんなことは珍しい。それだけ、響平の言葉に傷ついたのだろう。

        「だから、俺、経験はその人一人だけ」

        　隼也が少しだけ笑う。そんな理り不ふ尽じんな要望を、おそらく隼也は受け入れたのだろう。

        　響平は何故そんなことを言ったのだろか。性癖で人を差別する男ではないし、第一、隼也の事を気持ち悪いと言っておきながら、あんなにべったりしていたのは何なのだと思う。それに、この話には、大きな矛盾がある。

        「ゲイ嫌いの響平が、俺と寝たいって言ったの？」

        　言った瞬間、余計なことを言った。せっかくのチャンスを逃したのかもしれないと思ったが、聞かずにはいられなかった。

        「何でだろうな。もしかしたら自じ己こ嫌けん悪おからそう言ったのかもしれない。ゲイを嫌うゲイもいるし。それとも、男とか関係なく、湊という人間が好きだったのかもしれない。どっちにしろそんなこと、どうでも良いことだよ」

        　どうでも良いことなのか。湊は思うが、それ以上追求はしなかった。

        「あ、来た」

        　食器を洗い、風呂に入り歯を磨くと、隼也が呟つぶやいた。

        「響平が来た」

        　そう言って、隼也が笑う。響平が死んでから、初めて見せた満面の笑みに、湊は胸が痛むのを感じる。そして、もし虚きよ構こうの世界だとしても、この男がこんな風に笑うのならいいではないか。例え偽りだとしても、この男が望む物を与えても良いではないかと思う。

        「響平の部屋、行こうか」

        　そう言って、隼也は湊の手を握った。それに心臓がドクリと脈打ったのがわかった。

        　部屋の電気は隼也によって完全に消された。

        「これじゃ、全く見えませんよ」

        「いいよ、見えなくて。見えたら萎なえるだろ」

        「萎なえません」

        「それに、湊は俺とセックスするんじゃないから、見えない方が良い」

        　湊はそれに何か言い返そうとしたが、返す言葉は一つも見つからなかった。

        「寝て。俺が全部やる」

        「いや、俺が」

        「駄目」

        　そう言って隼也は、湊の体をベッドに横たえ、湊の服を脱がしていく。湊は、まるで自分が抱かれるようだと思った。

        　全ての服を脱がされると、隼也はゆっくりと湊の上半身に触れてくる。水泳で鍛えられた上半身は、服を脱ぐとどの女性も褒めてくれた。そして女性に必ず触ふれられた胸筋を、今日は隼也が撫でてくれていた。ゆっくりと、筋肉の感触を確かめるように撫で、腹筋まで指を滑らせていく。それは愛いとおしい人間の体を慈いつくしむような手つきであり、湊は錯覚をしそうになる。

        「綺麗だね。凄く、綺麗だ」

        　隼也は、うっとりとしたように呟くと、誰かに話しかけるように言った。

        「もういいの？　もう、入れたい？」

        　そう言った後、隼也はズボンと下着を脱いで、湊の股間に手を置いた。ゆったりとそこを撫でられると、すでに勃っていた自身が、更に堅くなっていくのを感じた。

        「あ……うっ」

        　隼也は自身の尻に手を伸ばすと、目を瞑つぶって小さく唸うなった。暗闇の中で目をこらすと、隼也が何かを手にして、それを床に投げたのが見える。

        「ずっと、入れてたの？」

        「変なの見せちゃってごめん。気持ち悪かったよな。でも、湊に痛い思いさせたくないから」

        　ちゃんと濡らして、拡張しておいたから、と湊の耳元で隼也が囁く。それに、更に自身が大きくなったように感じた。

        　隼也が湊のペニスにコンドームをかぶせると、ゆっくりとその上に腰を下ろしていく。

        「すげぇ、あったかい」

        　湊が思わず目を瞑つぶって呟く。想像していた以上だった。ただ、快楽が体を突き抜けていく。気持ちが良かった。どんな女に入れても感じることのなかった悦よろこびが、体を突き抜けたのが分かった。

        　ゆるりと隼也が動き始める。その動きはぎこちなく、一人しか経験が無いというのも頷うなずけた。

        「痛くない？」

        「うん、気持ちいい……」

        　切ない声が隼也の口から絞り出されるのに、たまらず湊は隼也の体を横たえ、上に覆おおい被かぶさった。

        「動きたい」

        「だ、だめ」

        　湊の言葉に、隼也が湊の胸元に手を当て制止してきたが、構わず湊は腰を動かした。

        「あ、や、あぁ……！」

        　隼也の口から嬌きよう声せいが漏れる。男とのセックスに慣れていない体だが、快楽は感じているようであった。誰かと体温を分かち合う事を禁止され、仕方なく、ずっと一人で慰めていたのか。そうでなければ、久しぶりの情交でこんなに気持ち良くなれるわけは無いと思った。

        「くそっ」

        　響平の傲ごう慢まんさに腹が立つ。隼也はその苛立ちをぶつけるように、奥まで深く抉えぐった。

        「やっ……あぁ！」

        　そして今まで誰かの手で与えられることの無かった快楽を自分が与えてやりたいと思い、隼也の胸元に指を這わせ、乳首を嬲なぶった。

        「だめ……やめろ」

        「何で、気持ちいいでしょ」

        「お願い、やめて。俺が感じたら、駄目だ」

        　何を言っているんだと思いながら、今度は隼也の股間に手を伸ばす。しかし、それも隼也に制止された。

        「だめ。響平が見てる。響平が、嫌だって。湊に触られるの、嫌だって」

        「でも俺、今、隼也さんの中に入ってるよ。そんなの、今更だろ」

        「でも、嫌だって」

        　湊は舌打ちをすると、仕方なく腰の動きを早めた。言っていることが滅茶苦茶だと思ったが、それでも沸き起こる快楽には勝てない。

        「あ、凄い、ダメ、イク、イクッ……あぁっ！」

        　隼也の中がうねるように蠕ぜん動どうしたのがわかった。そして一ひと際きわ締め付けを強めると、体を仰け反らせる。

        「ちょっ、きつ……」

        　それに引きずられるように、湊は精を吐き出した。あまりも早い終わりに、もし本当に響平が見ていたら早漏って笑われるな、と思いながら、ゆっくりと隼也から自身を抜いた。

        　湊は隼也の上に覆おおい被かぶさるようにドサリと横になると、思わず隼也の頬にキスをした。

        「良かった？　そう、なら俺も良かった」

        　隼也はそれに気がついていないかのように、独り言をブツブツと言っている。それに湊は、狂人が、と心の中で吐き捨てた。

        「もう一回、したい」

        　湊が言うと、隼也は首を振った。

        「でも、これじゃ、足りないです」

        「じゃあ舐めてあげる。でも今日はこれで終わり」

        「何で……」

        「響平が、今日は初めてだからこれで十分だって」

        　湊は舌打ちをすると、ベッドから起き上がり、脱ぎ捨てた服を手にした。

        　隼也に何も言葉をかけなかった。最低だとは思った。一晩限りの相手にさえ、終われば優しく髪を撫で、キスをした。しかし、一番望んだ相手には、それさえもして上げられない自分がいる。いや、そもそもそんなこと、隼也はさせてくれないだろう。

        　隼也とこれ以上いるのは辛い。死んだ男の影を追う男となど、やはり寝るのではなかった。

        「嫌だった？」

        　隼也が湊の背中に向けて、小さな声で呟く。湊はそれに答えなかった。

        「嫌じゃなかったら、明日も……」

        　ふざけるな。そう思った。

        「わかりました」

        　しかし湊の口から出たのは、同意の言葉であった。

        　

        ＊

        　

        　彼が来たのは、隼しゆん也やと関係を持ってから一週間後の夜であった。

        　眠っている体を揺さぶられて目を開けると、そこには隼也がいた。

        「どうしたんですか。眠れない？」

        　別の部屋で寝ている筈の隼也の訪問に湊みなとは驚き、寝ぼけた頭を瞬時に覚醒させて、体を起こした。

        「久しぶり」

        　そう言って、隼也は笑った。暗くて見えないが、笑ったことが湊には分かった。

        　湊が枕元にあるランプの明かりを点けると、隼也の顔が浮かび上がる。そこには、普段見せたことのない笑顔を浮かべる隼也がいた。

        　久しぶりってどういうことだ。訝いぶかしげな顔で隼也を見ると、隼也はベッドに乗り、あぐらをかいて湊に向かい合った。

        「俺だよ。響平きようへいだ」

        　何を言っているのだと思ってその顔を見ていると、再度隼也は畳みかけてくる。

        「隼也君に聞いただろ。俺、隼也君の体に入れるんだ」

        　隼也の表情は、いつもの隼也とかけ離れていた。確かにその表情は響平を思い起こさせる。しかし、そんな話を信じられるほど湊は夢想家ではない。隼也の顔をじっと見て、ストレスのあまり、隼也が他の人格を作り出したのではないかと思った。

        「信じない」

        　相変わらず笑っている隼也は、酷ひどく魅力的だ。それは、響平が周りを魅み了りようする時の笑顔そのままだ。屈くつ託たくがなく、しかし腹の底では何を考えているかわからない笑顔。それが響平であった。

        「お前の初恋、小学校２年生の時で、アヤカちゃんだったよな。初めての彼女は中学３年生の時、修学旅行で告白されたリカちゃん。初体験も彼女だったよな１分持たなかったんだっけ」

        「そんな話、キョウちゃんが隼也さんに話してるから知ってるだけかもしれないですよね。キョウちゃんと隼也さん、凄く仲が良かったから」

        　棘とげのある言い方をわざとすると、隼也は声をたてて笑った。

        「お前、疑り深いよな。じゃあさ、何で隼也君が自殺するってわかったんだよ」

        「わかったわけじゃない。何となく、胸騒ぎがしただけだ」

        「俺がお前に教えたんだよ。見えなくても、聞こえたんだろ。心の声ってやつ？　偶然胸騒ぎがして、なんてあるわけないだろ」

        「前日に隼也さんに会ってたから、そのときに知らずＳＯＳを感じ取ってたのかもしれない。隼也さんが本心では俺に助けを求めただけだ」

        　隼也はそれを鼻で笑う。人を馬鹿にするときの笑い方まで、響平そっくりだ。

        「やだね、理系の男は。頑固で、何でも理論的に話そうとする。どんなに無理がある話でもな」

        「幽霊よりもよっぽど真実味がある」

        　言いながら湊は、二重人格だとしても、響平が化けて出ているとしても、どちらにしろこの男は隼也ではない。何よりも、顔つきが隼也とはまるで違うと思った。

        「わかった。どっちにしろアンタは隼也さんじゃない。だったら取りあえず、キョウヘイってことにしとくよ」

        「まぁ、ちょっとは進歩だな」

        　キョウヘイはそう言うと、鼻の頭を撫でた後、笑った。それはまさしく響平の癖であった。

        「キョウヘイは、何で俺が好きだなんて嘘ついたんだよ」

        「嘘じゃないよ。俺、お前のこと、大好きだよ」

        　そう言ってキョウヘイは、不ふ遜そんな笑みを浮かべる。

        「でも、俺と寝たいなんて思ってないだろ」

        　キョウヘイはそれに答えず、やはり笑ったまま、湊の前髪をすっとすくい上げた。

        「大好きな隼也さんと寝れたんだ。良かっただろ」

        　湊はそれに、己が一瞬で激高したのが分かった。思わずその手を強く叩いたが、すぐにその手は隼也の手なのだと思い、気まずそうに顔をそらす。

        「いつまで、隼也さんを縛るんだ。死んだんだろ。さっさと成仏しろよ」

        「寂しいな。親友だろ」

        　全くそう思っていないかのような口調で言うキョウヘイに、やはりこの男は響平ではないと、そう思った。

        「ほんと、何のつもりだ。生きてるときも、死んでからも、隼也さんのセックスにまで口出して。ゲス過ぎる」

        「何言ってんの。俺、何も言ってないよ。ただ、湊と寝てくれって言っただけ」　湊は響平ではないと言っている一方で、まるでそれを認めるような事を言う自分に内心で戸惑った。しかしキョウヘイは特に追求してくることなくＴシャツを脱ぎ捨てて、自分の体に指を這わせた。

        「隼也君の体、滅茶苦茶やらしいよね。すぐに感じちゃうんだ」

        　そう言うと、キョウヘイは己のズボンの中に手を入れた。

        「前にさ、隼也君が男とセックスしてるとこ見つけたときさ、相手の男、すげぇボコってやったんだよ。鼻血めっちゃ出てて、あれ、多分鼻折れてたわ」

        　そう言って楽しそうに笑うキョウヘイは、ゆっくりと自身を擦り始めた。

        「やめろ……」

        「気持ち悪いって言ったんだよね。男に触さわられて喘あえぐなんてあり得えないだろ。俺そのとき、隼也君の体さ、皮がむける寸前まで洗ってやった」

        「お前、ふざけんな」

        「あまりにも俺が怒ってたから、隼也君、男に触さわられて気持ち良くなっているとこ、俺に見られたくないんだろ」

        　愉快そうに笑ったキョウヘイは、目を瞑つぶって懸命に自慰をしている。眉間にしわを寄せ、口を少し開けて吐息を吐く姿は艶なまめかしい。その姿は隼也の姿であり、湊は駄目だと思っているのに、自身が反応していくのを感じる。

        「違う。お前が俺を好きだって言うから、俺に触さわられることを遠慮してる。いい加減にしろ。やめろよ。その人を、弄もてあそぶな」

        「そうだ。そのどっちもだろうな。どっちにしろ、隼也君は俺のためにお前と寝てる」

        　そう言うと、キョウヘイは目を開けた。

        「あぁ、気持ちいいな。隼也君の体、凄く気持ちいい」

        　キョウヘイは体をブルリと震わせ、射精をしたようだった。

        「でも、俺はもう死んだ。もう、隼也君を守れない」

        　キョウヘイは手についた精液を湊の頬になすりつけると、それをベロリと舐めた。

        「キョウちゃんは、隼也君とデキてたのか」

        　キョウヘイはそれに笑った。それはいつもの笑顔とは違う。響平の笑顔は、人を惹きつける魅力があり、それでいて冷めている目で常に何かを企んでいるような、そんな笑顔だ。しかし今は、どこか寂しそうであった。

        「そんなわけないじゃん。俺たち兄弟だ」

        　それは真実なのだろう。湊には分かった。それだけは確信が持てる、そんな笑顔だった。

        「お前の未練って何だ。俺じゃないのは分かる。俺には、叶えることの出来なかった思いを、歪んだ形で叶えているだけにしか思えない」

        　言いながら、一体願いを叶えているのは、響平かそれとも隼也か、そのどちらか湊には分からないと思った。

        　目の前にいるこの男は、隼也の思いが具現化したものなのか、それとも響平の未練なのか、わからない。

        「俺、死んだんだよな」

        　キョウヘイはそう言うと、湊の顔に己の顔を近づけた。

        「俺は死んだ。だから、もう俺には隼也君を守ることが出来ない」

        　キョウヘイはもう一度そう言うと、湊の体を抱きしめた。

        「湊、好きだよ。俺は、お前が友達で良かった。お前は一番の友達だった。それは今でも変わらない。だからこそ、お願いがあるんだ」

        　細いその体は隼也の体に他ならない。しかしその体に、何故か隼也よりも一回り大きい響平を感じていた。

        「何だ、お願いって」

        　キョウヘイは湊から体を離すと、また笑う。やはり寂しそうであった。

        　その笑顔を見ながら、あの笑顔が見たい。響平の、あの笑顔がもう一度見たいと、湊はそう思った。　

        　

        


    

    
        ２．幸田響平　中学生

        　

        　

        　響平きようへいは、夕飯を食べ終わるなり、さっさと自室に戻る隼也の背中を見送ると、母の美み鈴すずの顔を見た。

        「最近、兄ちゃんいっつもあんな感じだね」

        　不機嫌そうに言うと、美み鈴すずは困ったように笑った。

        「そういう歳頃なのよ。仕方ないわ」

        　美み鈴すずは夕食の片付けをすると、コーヒーの入ったマグカップを手に、ソファに座った。

        「疲れた」

        　美み鈴すずが大きく息を吐いて言う。それは美み鈴すずの口癖だ。正社員としてフルタイムで働き、帰ってきたら家事をする。ゆっくりと座れるのは、子ども達の食事が終わった後だ。父の憲のり久ひさが帰ってくるのはいつも二十三時頃であるため、憲のり久ひさにはとても家のことをやる余裕はない。そのため家の事はほとんど美み鈴すずが行なっている。そんな美み鈴すずを、響平きようへいは尊敬をしていた。

        「夏の旅行、行けるわよね」

        　ソファに座ってテレビを見ている響平きようへいに、美み鈴すずが聞いてきた。

        「どこ行くの？」

        「京都、大阪」

        「ＵＳＪいく？」

        「そうね」

        「なら行く」

        　響平きようへいはそう答えた後、美み鈴すずの顔を見た。

        「兄ちゃんは」

        「行かないって」

        「そう」

        　なら、俺も行きたくないと言おうとしたが、それはぐっと我慢した。言ってしまえば、隼也が己を殺してまで守っているこの家のバランスが崩れてしまうと思ったのだ。

        「兄ちゃんが行きたいって言ったら、一緒に行くよね」

        「勿論よ。響平きようへいも、一人よりもシュン君がいた方が楽しいでしょ」

        　美み鈴すずの言葉は本心からだろう。それに安心すると、響平きようへいは風呂に入りに行った。

        　風呂から出ると、隼しゆん也やの部屋に行きドアをノックする。中から小さな返事が返ってきたため、ドアを開けた。

        「まだ起きてるの」

        「うん」

        　隼しゆん也やは机に向かい、勉強をしていた。響平はその後ろ姿を見ながら、ベッドに座る。

        「兄ちゃんさ」

        「うん」

        「旅行、行かないの」

        　隼しゆん也やはそれに、微かに頷うなずいた。響平はその返事に、居心地が悪くなり自分の膝を撫でた。

        　響平は物心付いたときから、従兄弟の隼也が好きであった。一人っ子の響平から見れば、３つ年上の隼也は憧れるのに十分な子どもであった。頭が良く、ミニバスケットボールでは花形のスターであった。大人しくて、目立たない子どもであったが、優しくて何でも教えてくれるお兄ちゃんであった。

        　そのため、響平が小学校２年生の時に隼也の両親が死に、隼也がこの家に来ると聞いたときは嬉しかった。そして隼也は、響平の望むままの兄でいてくれた。

        　母の変わりに宿題を見てくれ、勉強を教えてくれた。おやつが足りないと言えば自分のおやつを差し出し、おもちゃもテレビも、いつでも響平に譲ってくれた。それでも子どもは欲張りである。いくら与えられても、もっと欲しいと駄だ々だをこねる生き物だ。

        　響平もそうであった。響平は母の愛情が隼也にも与えられることに腹を立て、それを美鈴と隼也にぶつけた。その結果、隼也が引き取られた年の夏の旅行は、父と母と響平との三人だけで行くことに決まってしまった。

        　美鈴が隼也にお願いをしたのか、それとも隼也から言い出したのかはわからない。ただ、父と母と響平の三人で旅行に行くと決まった日の晩、布団の中で、隼也は肩を震わせて泣いていた。

        　自分よりもずっと大人だと思っていた隼也が、お父さん、お母さん、と呟いて泣いていた。声を殺し、一晩中泣いていたのだ。それに響平は、罪悪感を感じた。

        　それから毎年、隼也を置いて旅行に行ったが、隼也の泣いている姿を見たことを隼也に知られたくなくて、その話には特に触ふれなかった。しかし、もう響平は中学１年生である。あの時、まだ隼也は響平が思うほど大人ではなかったであろう事も分かるし、また、何故隼也が響平に優しかったのかの理由も分かる。この家で生きて行くにはそうするしかなかったのだろう。

        「俺、もう子どもじゃないから大丈夫だよ。いい加減、一緒に旅行に行こうよ」

        　響平の言葉に、隼也は振り返る事はせずに、小さな声で言った。

        「もう家族旅行に行く歳でもないよ」

        　隼也はそれだけ答えると、あとは無言であった。

        　最近隼也はいつもこうだ。響平と話をすることをしなくなった。美鈴はそういう年頃だと言うが、それにしてもと思う。優しい様子は以前のままだが、それでも響平と目を合わせることはしなくなった。

        　元々コミュニケーション能力が低く、誰かと目を合わせることが苦手な男であったが、響平にだけは違っていた。それなのに、今では他の人間にするのと同様、目を見てきてはくれない。それが響平には辛つらかった。

        「寂しいな」

        　響平はそう呟くと、ベッドに潜り込んで横になった。隼也がこの家に来てから、毎晩隼也の隣で眠っている。

        　響平は、隼也が来る前は美鈴と一緒に寝ていた。しかし隼也と一緒に住むのをきっかけに、別に寝なさいと美鈴に言われたが、初めから一人で寝るのは無理だろうからと、取りあえず隼也と一緒に寝ることとなったのだ。それから結局、一緒に寝るのが習慣になって、この歳になっても一緒に寝ている。セミダブルのベッドは二人で寝るのには狭かったが、それでも習慣とは恐ろしい物で、もう一人で寝ることは出来なくなっていた。

        「いい加減、自分の部屋で寝なよ。もう中学生になったんだし」

        　隼也が振り返って響平を見てきた。久しぶりにその目を見たと思って、じっと見返していると、隼也はふいっと目をそらした。

        　隼也の目は凄く綺麗だ。白目は青く澄んでおり、黒い瞳はいつも揺れている。隼也という男は存在感があまりなく、誰もその姿を気にとめないが、だからこそ、その目を自分だけが知っているのだという優越感が響平にはあった。その目は、自分だけの物だという独占欲もある。

        「えー、俺、兄ちゃんと一緒じゃなきゃ寝れない」

        　拗すねたように言うと、それに隼也の表情が少しだけ緩ゆるんだのが分かった。表情のない隼也が見せる些さ細さいな変化も、自分だけが気がつくものだ。他の誰も気がつかない。本当の隼也は感情豊かで、誰よりも綺麗なのだ。

        　隼也が喜んでいるのがわかる。それは幼い頃には気がつかなかった事だが、両親を亡くした隼也は、響也なんかよりもずっと、人の体温を求めているのだろう。

        「おやすみ。兄ちゃんも早く寝なよ」

        「あぁ、おやすみ」

        　隼也は響平の枕元まで来ると、響平の頭をそっと撫でてくれる。それに響平は、目を閉じた。

        　知らぬ間に寝てしまっていたのか、ベッドのきしみで目を覚ました時には電気が消えていた。背中越しには微かな体温を感じる。隼也がベッドに入ったのだろう。

        　冷房がきいていても、二人でベッドに眠るとやはり暑い。汗ばむ体には隼也の体温は少し気持ち悪かったが、それでも眠るときは必ず体の一部に触ふれてくる隼也を、拒むことは出来なかった。

        「今何時？」

        　響平が聞くと、隼也は驚いたように体をビクリとさせた。

        「ごめん。起こしちゃったな」

        「ううん。暑くて起きた。今、何時」

        「１時」

        「何してたの」

        「勉強」

        「好きだね」

        「好きだよ」

        　隼也は頭が良い。県内１の公立高校に通い、暇さえあれば勉強をしていた。特に数学や化学が好きだという。

        　一方響平は、特に勉強が好きでもなく、馬鹿ではないが、特別に頭が良いと言うこともなく、ちょうど真ん中あたりの成績であった。

        「塾に行けってお母さんがうるさい。兄ちゃんが勉強教えてよ」

        「俺が教えるよりも、きちんとしたところで教わった方が良いよ」

        「えー、俺兄ちゃんが良い。兄ちゃん、教えるの上手いじゃん」

        　そんなことないよ、と隼也が言う。お互い背中を向けて話しているためか、それとも寝ぼけているせいか、珍しく話が弾はずんだ。

        「俺、兄ちゃんが良い」

        「……分かった。美鈴さんに言ってみるよ」

        　それに響平は笑う。やはり隼也は変わらない。響平のお願いを、嫌と言うことなどほとんどない。それは隼也が家族の一員になるための努力であると分かっていたが、それでも隼也にお願いすることを、止やめることなど出来なかった。

        「兄ちゃん、大好き」

        　響平はそう言うと、隼也の方に体を向け、背中から抱きついた。

        「ねぇ、やっぱり一緒に旅行さ、行こうよ。ユニバーサルも行くって。兄ちゃん、行ったことないだろ」

        「あるよ」

        　胸に回された響平の手をぎゅっと掴むと、隼也はそう言った。

        「両親が死ぬ前の最後の旅行で行った」

        「そう」

        　そう言われてしまえば、それ以上何も言えなくなる。響平は隼也の肩に頬をつけて呟つぶやいた。

        「ごめん。今更旅行なんて。俺、酷いよね。俺も今年は行かないから」

        　隼也は響平の手を撫でると、首を振った。

        「酷ひどくないよ。美鈴さんは凄く良くしてくれてる。響平と俺を分わけ隔へだて無く育ててくれてんだ。感謝してるよ。ただ、理屈だけでは上手く行かないこともある。旅行の件は、まだ幼い響平のケアを怠おこたったって、そう反省してやっただけのことだ。俺にもそれは分かってる」

        「じゃあ、兄ちゃんのケアは誰がしたんだよ」

        　それに隼也の体が一瞬こわばったのがわかった。

        「馬鹿だな」

        　隼也が振り返って響平を見てきた。暗くてその瞳は見えない。それが残念だと思った。

        「響平のお兄ちゃんになれて、俺、本当に良かったって思ってる。お前の兄になったことが、何よりの癒いやしだよ」

        　隼也はそう言うと、再度背中を向けて、お休みと言った。響平は隼也の言葉をすぐに理解出来ずに放心したが、頭でそれを理解しすると、嬉しくてにやりと笑った。

        「俺も、兄ちゃんの弟になれて良かったよ」

        　隼也の耳元で囁くと、隼也は静かに頷うなずいた。

        「でも、最近、兄ちゃん凄く素そっ気けないから、俺、嫌われたのかと思ってたけど、でも、違うんだよね」

        「あぁ……」

        「何かあったの？」

        　その言葉に、再度隼也が体をこわばらせたのが分かった。

        「何もないよ」

        　隼也はそう言うと、響平がいくら話しかけても、もう何も話すことはしなかった。それに不安になりながらも、響平は再度眠りについた。

        　

        ＊

        　

        「やばい。携帯がない」

        　電車の中で、美み鈴すずは呟つぶやいた。

        「マジ？　さすがに旅行中はないとまずいんじゃない」

        　響平きようへいはそう言うと、時計を見た。

        「新幹線の時間、まだ余裕だよね」

        　父の憲のり久ひさは、時間に余裕を持って行動をする人間であったので、新幹線の出発時刻まで余裕があった。響平は携帯電話を取り出し、隼也しゆんやに電話をする。

        「駄目、出ない」

        「時間あるから戻ろうかしら」

        「俺が戻るよ。一人の方が電車賃もかからないし、その方が早い」

        　そう言って、響平は次の駅で降りた。ここからなら往復で１時間ほどか。ギリギリであるが、間に合うだろう。

        　最寄りの駅に着くと、小走りで家に向かう。少し息を切らせながら玄関のドアを開けると、そこに女物の靴があるのに気がついた。隼也の靴もある。まさか彼女でも連れ込んでいるのかと思い、響平は音を立てないように二階に上がった。

        　隼也の部屋のドアの前に立ち、耳を澄ませた。中からは女の声が聞こえてくるが何を言っているかは分からない。頑なに旅行に行かないと言っていたのは彼女を連れ込むためかと思い、響平は怒いかりが湧いてくるのを感じて、部屋の扉を勢いよく開けた。

        　そこには、上半身の服を脱ぎ下着でいる女と、ベッドに座って前を見ている隼也がいた。

        「きょ、響平……？」

        　扉が開かれたのに気がついた隼也が、こちらを見てくる。その顔には始め焦あせりの色が浮かび、そして次には絶望と表現するのがピッタリの表情が浮かんだ。

        「え、舞まいさん？」

        　そこにいた女は、憲のり久ひさの妹の舞であった。なぜ叔母が半裸でここにいるのか、響平には理解出来ない。沈黙が三人を包み込んだが、初めにその沈黙を破ったのは舞であった。

        「ばれちゃったね。隼也君と、付き合ってるの」

        　そう言って舞は服を着た。

        「は？　え……？」

        　隼也はため息をつくと、立ち上がって響平の所まで歩いてきた。隼也はまだ服を着たままだ。先ほど浮かべた表情はすでにそこにはなく、いつもの無表情で、しかし響平の目を見ることもないまま口を開けた。

        「どうした。何かトラブル？」

        「あ、うん。お母さんが携帯忘れて……」

        「あぁ、多分あそこだ」

        　そう言って隼也は階段を下りると、テレビの棚で充電されている携帯電話を響平に渡してきた。

        「あれ、本当？」

        　携帯電話を受け取った響平が聞くと、隼也はこくりと頷うなずいた。

        「……おかしい」

        　響平は呟く。

        「ババアじゃん。それに叔母だろ」

        「俺とは血、繋がってないから」

        　舞は３０歳を過ぎているはずだ。不細工だとは思わないが、では芸能人のように美しいかというと、そうでもない。何故あんな女と、と思うと、とにかく腹が立った。

        「もう行かないと新幹線、遅れるぞ」

        「いつから？」

        　それに隼也は答えない。

        　本気で好きなのか。いつからだ。こんなことばれたら、家族の関係はおかしくなる筈はずだ。そんな危険を冒してでも付き合うつもりなのか。家族よりも、弟よりも大事なのか。

        　第一、何がきっかけなのか。舞は兄の家であるこの家にはよく来ていた。あまり印象の良い人間ではない。よく美鈴に嫌味を言い、何か手伝うこともなく、美鈴の用意した食事を食べて、ゴロゴロして帰って行くだけだ。子ども好きという印象もない。

        　そうだ。あの女はとても隼也とは釣り合わない。そもそも、隼也と恋愛ということが結びつかず、何かの間違いではないかと思った。

        　そういえば、昔から隼也はおかしな人間に好かれることが多かった。小学生の頃、一緒に遊んでいたら、犬を探してくれと言って隼也だけ連れて行かれたことがあった。この家に来てからも、被害者として二回ほど警察のお世話になったのを知っている。大事には至いたらなかったらしいが、明らかに隼也はある種の人間を惹きつける要素をもっているのだ。舞はその種の人間ではないのだろうか。

        　隼也の様子がおかしくなったのはいつからであっただろうか。おそらくここ半年だ。そうだ。何かがおかしい。そう思いながら、響平はゆっくりと隼也の顔を見た。

        「何言われたの」

        「え？」

        「何言われたんだ、あいつに」

        　隼也は目を合わせないまま、何も言われていないと言った。

        「なに目そらしてんだよ。俺の目見ろよ。俺の目見て、それ言えよ」

        　隼也は何も言わずに目をそらしたままでいる。響平はそれに苛いら立だち、台所に行くと包丁を取り出した。

        「響平……？」

        　隼也が驚いて台所に来るが、響平がそれを己の腕の内側に当てると、隼也はその場に凍り付いたように動きを止めた。

        「何してんだ」

        「言えよ。言わないと、腕切る。血、凄い出るよね。父さんと母さん、どう思うだろう」

        　隼也は目を見開いて響平の顔を見てくる。それに響平は笑った。

        「嘘ついても分かるよ。言えよ」

        「う、嘘じゃない。彼女が好きだ」

        　響平は腕に包丁を引いた。薄く傷を付けたが、それでも鋭い痛みが走る。

        「やめろ」

        「早く言え！」

        　響平が怒鳴ると、隼也は体をびくりと震わせた。

        「俺の父親のこと……」

        「信しん吾ごおじさん？」

        「違う。本当の俺の父親のこと」

        「は？」

        　隼也は視線をそらしたまま、小さな声で言った。

        「俺の父親は、父さんじゃない。母さんをレイプして、それで俺が出来た」

        　響平は隼也の言っていることが分からずに、愕がく然ぜんとした。包丁を持っている手が震える。

        「レイプって、わかるか」

        　それには答えなかった。

        「そんなの、何で信じるんだよ」

        「信じるだけの、理由があった」

        「理由って、それって何？」

        　隼也は響平に手を差し伸べた。響平の目をしっかりと見てくるその目は、悲しそうに揺れている。ゆらゆらと揺れる青い光。こんな時なのに、それは凄く綺麗だ。そしてそれは、自分だけが知っているものなのだ。

        「それ、渡して。お願い」

        　響平は隼也に言われるまま、包丁を隼也に渡した。隼也はそれに、ほっとした顔をしてその場に座り込む。体が微かに震えていた。

        「だからって、何であんな奴と」

        「お前に、絶対にばれたくなかったんだ」

        　そう言って床に視線を落とした隼也は、もう響平の顔を見ることはなかった。

        「そんなこと……俺に何で。俺、そんなことで兄ちゃんのこと……」

        　後ろで床がきしむ音がした。振り返ると、階段を降りた舞が、こっそりと出て行こうとしている。

        　響平はそれを見た瞬間、頭の中が真っ白になり、舞の元まで走って行くと髪の毛を鷲わしづかみにして、その頭を殴りつけた。

        「きゃー！」

        　舞が悲鳴を上げるが、構わず今度は顔面を殴る。今までこんな風に人を殴ったことなどなかったので、どうやって殴って良いのか分からず、手が異常に痛んだ。

        「馬鹿！　響平」

        　すぐに隼也が響平の体を後ろから押さえつけてきた。響平は最近背が伸びてきたと言っても、高校１年生の隼也に比べれば大分小さい。力だって弱い。隼也の手をふりほどくことが出来なくて、大声で怒鳴った。

        「気持ちわりぃんだよ、このババア。死ね。今すぐ死ねよ！」

        「やめろ、響平」

        「死ねっ、死ねっ、殺してやる！」

        「ふざけんなっ、この糞ガキ！　やっぱりあの女の子どもだ。親が親なら子も子だ！」

        　舞が頬に手を当てながら怒鳴る。

        「知らない男の子どもを生んで、兄弟に引き取らせて、それでまた引き取るなんて、どんな神経してんだよ。汚いヤリマンが！」

        「黙れ！」

        　隼也の言っていることと、舞の言っていることは少し違っていた。どういうことだと考えていると、隼也が響平の後ろから怒鳴った。隼也のそんな声を聞いたのは、初めてであった。

        「陰いん気きで、気持ち悪い子どもの相手してやっただけだ。感謝されても良いくらいだ」

        　一瞬だけ、隼也の力が緩ゆるんだのが分かった。それを響平は見逃さずに、隼也の手から逃れると、舞の腹に蹴りを入れた。

        　後はもうぐちゃぐちゃであった。舞が家から逃げ出したため、それを追いかけようとしたが、座り込んで放心している隼也を置いていくことが出来なかった。

        　そして隼也の背中を撫でている内に、心配した親が家に帰ってきたため全てばれ、殴った拍子に折れた親指の治療のために病院に行った。旅行どころではなくなった。

        　その夜、憲のり久ひさと美み鈴すずと、そして隼也が何の話し合いをしたかはわからない。響平のいない場所で、三人話をしていたのは知っていたが、響平はその輪の中には入れて貰えなかった。寂しさよりも、何故隼也は自分に何も言わないのだという事だけが、頭を占めていた。

        「今日から、もう一緒に寝るのはなしだ」

        　隼也はその晩そう言うと、もう響平を自分のベッドに入れることはしてくれなかった。

        「何で……」

        「レイプ犯の血を引いている。何をするかわからない」

        「そんなの、関係ない。兄ちゃんは、凄く優しくて、そんなの関係ないよ」

        　そう呟くが、隼也は頑かたくなであった。

        「もう、俺のお願いは聞いてくれないの」

        「そんなことないよ。俺は、お前が甘えてくるのが嬉しい。家族だって気がするんだ。お前が甘えてくれたことで、俺はこの家の家族になれた」

        　でも、家族なんかじゃなかったんだよな、と隼也は呟つぶやいた。

        「家族だよ」

        「俺は、美鈴さんを傷つけた男の息子だ」

        　それだけ言うと、隼也は響平を部屋から追い出した。

        　あぁ、そう言うことか。まだ中学１年生の響平には、何故隼也がそこまでしてその秘密を響平から守ったのか理解出来ていなかったが、その言葉で初めて理解した。

        　それと同時に、そうだ、家族じゃない。隼也は母を、そして父を傷つけた男の息子なのだと思い、それに何故だか、体がブルリと震えた。そして胸が締め付けられるように痛みを感じ、同時に興奮した。隼也は、この家に贖しよく罪ざいをしなければいけないのだ。自分に、罪を償わつぐななければならない。そのためには、何もかもを差し出す必要があるのではないか。

        　響平は自分の部屋に帰ると、股間が硬くなっていることに気がつく。そこに手を当てて擦こすった。そこを擦こすると、気持ちが良くなると言うことは、先輩に聞いて知ってはいた。しかし、いつも隼也と一緒であったので、それをすることはなかった。今日、生まれ初めてオナニーをしたのだ。

        　響平は夢中でそこを擦こすった。とにかく興奮をした。目を瞑つぶって脳裏に映るのは、隼也の顔であり、その目だ。

        「兄ちゃん、兄ちゃん、気持ちいい……」

        　響平は手の中に射精をした。シーツには白い液体が飛び散っている。

        「兄ちゃん……」

        　響平はもう一度呟くと、再度自身に手を伸ばす。そして再度絶頂を迎えながら、隼也の体に触ふれたいと、そう思った。
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        　参考書の問題を解くと、その採点を隼しゆん也やがしてくれた。

        「ここ、間違ってる」

        「え？　どこ」

        「ここ」

        　問題を指しながら、隼しゆん也やが間違っているところを指摘し、正しい解に導いてくれる。それを響平きようへいは真剣に聞いていた。

        　舞との事件から二年がたった。その後も、隼也は相変わらずであった。父も母も変わらない。ただ響平きようへいは自身が変わったということには気がついていた。

        　隼也の後を追うようにして入ったバスケットボール部は事件後退部し、その代わりに空手を習い始め、体を鍛えるようになった。あのとき、隼也との力の差に愕がく然ぜんとし、もっと強くなりたいと思ったのだ。隼也を守れるほど、強くなりたい。響平はそう強く思った。

        「志望校、決まった？」

        　隼也が聞いてくるのに、響平は頷うなずいた。

        「さすがにＳ高は無理だから、Ｔ高が第一希望」

        　Ｓ高校は隼也が通っている高校だ。県下一の高校であり、響平の偏差値では届かない。

        「Ｔ高でも難しいかもって先生には言われてる」

        　響平が言うと、隼也は響平の頭を撫でてきた。

        「大丈夫。今凄く伸びてるから。塾に行かなくてもこんなに成績が上がったんだ。凄いよ。内申もいいし、ディスカッション能力もある。きっと、合格する」

        　隼也の優しく柔らかい声で言われると、それだけで響平は安心が出来た。

        「兄ちゃんの教え方が良いからだよ」

        「そんなことないよ。だけど成績ギリギリなら、冬期講習だけでも行った方が良いぞ」

        「兄さんよりも教えるのが上手い教師なんていない」

        　そう言うと、隼也が困ったように笑った。最近、隼也はそんな顔を良くする。以前は響平に必要とされることをただ喜んでいたはずなのに、最近では違うようだ。そんな笑顔を見るたびに、響平は奇妙な胸騒ぎを覚えるのだ。

        「そういえばさ、湊みなと、彼女出来たんだぜ」

        「へー、あの子モテそうだもんな」

        「この間、初体験したらしいよ。湊のくせに生意気」

        「お前は？」

        「え？」

        「お前は彼女、いないの？」

        　響也は隼也がどんな顔をしてそれを言っているか見たくてその顔を見るが、参考書に目を落としているために、表情はよくわからなかった。抑よく揚ようのない声だけでは、何を考えているのかわからない。

        「いないよ」

        「本当か。響平も女の子からモテるだろ。毎年バレンタインデー凄いチョコの量だし、こんなに可愛いんだ。背もいつの間にか俺よりもでかくなってる」

        「可愛いとか、やめろよ」

        　響平が言うと、隼也は少し声を上げて笑った。

        「可愛いなんて言われたことない」

        「俺は兄だからな。お前は可愛いよ」

        　可愛いなど、言われたくない。隼也にだけは言われたくない。そう思って唇をぎゅっと結んだ。

        「好きな子はいるの？」

        「いないよ」

        「何だよ。兄ちゃんには言ってくれても良いだろ。そういうのが一番楽しいお年頃じゃないの」

        「うん、そうだね。気になる人は、いるかもしれない」

        　隼也をじっと見るが、隼也は相変わらず参考書に目を落としている。問題を解いているふりをしているが、指でボールペンをクルクルと回しているということは、他の事を考えているのだろう。問題を解いているときは指先までじっと動かず集中をするのが隼也だ。なので、今は他の事を考えているはずだ。

        「そっか。どんな子？　同じクラスの子？」

        「ううん。年上」

        「じゃあもう卒業してるね。随分長い片思いだ」

        「うん。ずっと、長い。多分この先も、長い」

        　そう言って、隼也がクルクルと回しているペンを取り上げると、隼也が顔を上げた。

        　一瞬だけ目が合う。その目はいつもと同じように青く揺れていた。何を考えているのか、響平にはわからない。

        「告白してみればいいだろ。お前、可愛いっていうのは置いておいても、格好いいよ。背も高くて、顔もいい。歩いていても、大抵女の子はお前の顔見るじゃん」

        「そんなこと……」

        「格好いいよ。優しそうな顔で、いつもニコニコ笑ってて、王子様みたいだ」

        「何それ。キモい。少女漫画みたい」

        　隼也はそれに笑った。

        　響平は隼也の言葉を否定をしようと思って止めた。確かに隼也の言うとおりである。中学三年間で背はぐんぐんと伸び、今は１７５センチを超えるまでになった。幼くて女の子みたいだと言われた顔も、声変わりをした頃から男らしくなり、大人に近づいたと自分でも思っている。そして繁華街を歩けば、読者モデルにならないかと声をかけられることもあり、周りの視線が自分に向けられていることにも気がついていた。

        　もっともそれに気がついたのは、一緒に歩く隼也に視線を向ける者がいないからであった。周りからの隼也への視線を意識すればするほど、その視線が自分にあることに気がつく。響平はそれに気がつくと同時に、自分が目立てば目立つほど、隼也の事は誰も見ないことにも気がついた。親友の湊でさえ、隼也の存在などないように感じているのが分かる。

        　母の美鈴もそうなればいいと思う。誰もが自分を見るのであれば、いくらでもいい男になってやる。誰もが自分を見るようになれば、誰も隼也を見ない。誰も隼也を求めない。そしてもう一度、あの時のように泣けばいいのだ。孤独に苛さいなまれ、誰も自分を愛してはくれないと泣けば良い。そうなれば、自分が隼也を抱きしめることが出来る。あの時と違い、泣けば泣くだけ慰めることが出来る。自分以外、誰も隼也の存在に気がつかずに、自分だけが隼也を見れば良いのだ。

        「兄ちゃんは」

        「え？」

        「兄ちゃんは、恋人はいないよね。好きな人はいないの」

        　隼也は響平の手からペンを取り戻すと、再度参考書に視線を落とした。

        「お前な、最初っからいないって決めつけるって……」

        「いないでしょ」

        　それに隼也は一瞬だけ視線を上げるが、すぐに参考書に戻した。

        　響平は分かっていて聞いている。隼也は女性が苦手だ。それはおそらく、舞とのことがあったからであろう。舞のことは殺したいくらいに嫌いであったが、ただ一点だけ感謝している点がある。それは、隼也が女性嫌いになったことだ。隼也を傷つけたことは許せないが、それによって得た結果には満足していた。我ながらその矛盾が笑えると思っていたが、それも仕方が無いことだ。

        　それに、隼也は人と接するのが苦手だ。それは年々酷ひどくなっているようにも思える。まだバスケットボールをやっていた中学時代は、部活の仲間とはそれなりにやっていたようだが、高校に入って帰宅部になってからは、友人もおらず、家と学校との往復であることを知っている。それも多分、舞のせいだ。あの一件で傷ついたのだろう。いや、正しくは舞ではなく、自分の出自に傷つき、内へ内へとこもっていったのだ。それも響平にとっては、喜ばしいことであった。

        「いるよ」

        　隼也が響平の目を見て、そう言った。

        「はい？」

        「恋人はいないけど、好きな人は、いる」

        「は？」

        　響平は思いもかけない答えに、後頭部をガツンと殴られたような気分になった。

        「え、誰それ。嘘だろ。兄ちゃん、女嫌いじゃん。誰だよ」

        「嘘だよ。いないよ」

        　そう言って、隼也はどことなく悲しそうに笑った。その表情の意味することが分からず、そしてそれが本当か嘘か、響平にはわからなかった。

        「起きてる？」

        　美鈴の声がドアの向こうから聞こえてきた。

        「起きてる」

        「開けて。両手塞がってる」

        「やった。夜食だ」

        　響平はそう言って立ち上がると、ドアを開けた。美鈴が持っているお盆の上にはおにぎりが４つ置かれている。

        「またお兄ちゃんに教わってるの。いい加減にしなさい。お兄ちゃんは自分だって受験なのよ。大学受験は高校受験よりも大変なの」

        　美鈴が顔をしかめて言ってくる。また塾に行けと言われるのだろうなと思って、響平はうんざりとした顔をした。

        「大丈夫だよ。兄ちゃんの頭なら、Ｋ大学くらい余裕だろ」

        　県内にあるＫ大学は、県内一の難関大ではあったが、それでも隼也がＡ判定を貰っているのを知っている。

        「何言ってるの。お兄ちゃんはＤ大学志望よ。地方の国立とは違うわ。お兄ちゃんの成績なら余裕かもしれないけどね」

        「え、Ｄ大って、どこにあるの」

        「東京よ」

        「東京……？」

        　響平はお盆を受け取ると、扉を閉めて隼也の前に座った。隼也は視線をずらして、響平と目を合わせようとはしない。

        「何、東京って」

        「まだ言ってなかったっけ」

        「言ってないよ。この家、出て行くつもりか」

        　隼也はそれに頷うなずいた。

        「何で。一人暮らしなんて金かかるし、そんな余裕うちにないだろ。俺だって大学行きたいし、そんな金……」

        「実の子じゃないのに、俺にかける金が勿体ない？」

        「ち、違う」

        　ただ家から出て行って欲しくない。それだけであったが、わざと隼也が気にするであろう言葉を選んで言った。そしてそれを隼也も気がつくであろうことも、そして言ったことをお互い後悔することにも、気がついていた。

        「ただ俺は、兄ちゃんに出て行って欲しくないだけだ。兄ちゃんと離れたくないよ」

        「金なら大丈夫。親の遺産があるんだ。大学の費用も、一人暮らしの金もまかなえる」

        　それに響平は怒りが湧いてくるのを感じる。何を言っている。金を自分で出すと言うことは、もうこの家の家族ではないと、そう言いたいのか。

        　考えていることがぐちゃぐちゃとしていて、自分でも何を言いたいのかわからない。それでも響平は、何としても隼也をこの家に繋ぎ止めたいと思った。

        「何だよ、それ。自分だけ良ければいいのかよ。散々世話になっておいて。そんな金があるなら母さんに上げてよ。朝から晩まで働いて、疲れてる。でも俺たちのために頑張ってんだろ」

        「大丈夫だよ。その点はきちんとしてる。俺の養育費は適切にそこから払われてるから。勿論、金に換算できない物を美鈴さんから貰ってるって事も分かってる。だけど、それと同じだけ、お前に返しているつもりだ」

        「え？」

        　響平は隼也の顔を見た。隼也はこちらをじっと見てきている。瞳は揺れておらず、真っ直ぐであった。何かを決めたような、揺るぎのない目だ。。

        「それって、俺に優しくしてくれるのって、母さんへの恩返し？」

        　それに隼也は答えなかった。

        「前に、俺が甘えるのは嬉しいって言っただろ。俺が弟で良かったって、そう言ったよね」

        「言ったよ。お前が弟で良かった。お前が沢山甘えてくれて、色々とお願いしてくれて、それを叶えてやるたびに、俺は恩返しが出来ているってそう思うんだ」

        　響平はその言葉を理解するのと同時に、酷く胸が痛んだ。隼也が自分に優しくするのは、好きだからではなく母への恩返しなのか。あまりにもショックでしばらく口を開くことが出来なかったが、しかしそれだけでは無いはずだ。それは響平自身が身をもって感じている。

        「いいよ。別に、それでもいいよ。母さんのためにやってたって言うなら、それでもいい。でも、じゃあ、俺のお願い聞いてよ。ここから出て行くな。絶対に、そんなの嫌だ」

        　それに隼也は返事をしない。

        「いっつもそうだよな。都合が悪くなると黙り込む。本当に叶えて欲しいお願いは無視する。兄ちゃんがくれるのはどうでも良い物ばかりで、本当に俺が欲しいものは絶対にくれないだろ」

        　隼也はそれに困ったように笑う。またこの笑顔だ。そう思うと、怒りは更に増した。

        「そうだね。その通りだ」

        「そうだよ。俺のお願い、きいてくれるんだろ」

        「きくよ。響平のお願いなら、何でもきいてあげる」

        「じゃあ、きいてよ。この家から出て行くな」

        「その代わり、響平が俺の一番欲しいもの、俺にくれるなら、きいてあげる」

        　響平は隼也の言葉に顔をしかめる。

        「何、それ。兄ちゃんの一番欲しいものって、それ、何？」

        「響平はいっつも欲しがってばかりで、俺の欲しいものなんて考えたこと、なかっただろ」

        「そんなこと……」

        「そんなこと、あるだろ。でも、いいよ。俺はもう欲しいもの、お前から沢山貰ってる。だけど、一番欲しいものは、絶対に貰えない」

        　隼也の顔が、やけに大人びて見えた。昔から、隼也は自分よりも大人であった。それは、歳が三つ上だからだけではない。何かが、この男を必要以上に大人にさせている。その原因の一つは孤独であるとわかってはいたが、果たしてそれだけなのか、響平にはわからなかった。

        「あげるよ。どんな物でも、俺にあげられる物なら、兄ちゃんにあげる。だから……」

        　隼也は響平の頭を撫でると、おにぎりの入ってる皿を差し出してきた。

        「食べよう。せっかく、美鈴さんが作ってくれたんだ」

        「そんな気分じゃない」

        「そう。でも俺は食べるよ」

        　おにぎりを頬張る隼也は、どこまでも冷静であった。この話は終わりと言わんばかりに、自分の参考書に目を落としている。

        「やっぱり駄目だよ。兄ちゃん一人暮らしなんて、また変な奴に襲われたらどうすんだよ」

        　目立たず、誰も気にしない隼也だが、ごく一部の人間だけに執着をされることはあった。それは大抵変質者であったり、ストーカー気質の人間だったりする。高校に入ってから、車に押し込まれそうになったことは三回、レイプ未遂も三回、ストーカー被害が五回だ。響平が知らないだけで、露出魔に会ったことや、痴漢に会ったことはもっとあるのだろう。　

        「どこにいたって襲われるときは襲われるだろ。もう慣れたよ」

        「駄目。絶対に駄目」

        「でも、お前がいても、どうにもならない」

        　確かに、高校生と大学生では生活パターンが違うだろう。中学生と高校生でさえ、生活パターンは違うのだ。実際に、でかい口を叩いても、一度も隼也を守れたことはなかった。

        「それでも、今までは、休日一緒にいられたから、休日は変な目に遭わなかっただろ。これからはどうすんだよ」

        「お前がいなければ、出かけないよ。俺、インドアだから」

        　言葉に詰つまる。確かに、外に出かけるのは、大抵は響平の用事があるときであった。隼也から外に出ると言い出したことはほとんどない。必要な物はインターネットで購入できる時代に、外に出る用事などほとんどないと言うのが、隼也の意見であった。　

        「どうせ出て行ったら、もう帰ってくる気ないんだろ。母さん、悲しむ。今まで面倒見て貰っておきながら、親孝行なしか」

        　隼也は顔を上げると、もう一度皿を突き出してきた。

        「食え」

        「いらない」

        「そう」

        　隼也は再度皿を置くと、四つは食べられないな、と呟つぶやいた。

        「俺が出て行くことが、一番の親孝行だ」

        「何言って……」

        「響平はまだ子どもだから、分からないよ」

        「馬鹿にする……」

        　怒鳴ろうと思ったが、結局最後まで言葉を言うことは出来なかった。動かぬ瞳の奥で、青い光が揺らめいている。ゆらゆら、ゆらゆらと揺れるそれは、何よりも隼也の心を代弁していた。

        　隼也には、自分などに分からぬ苦しみや悲しみがある。それは知っていた。だからこそ、自分が必要なのだと自うぬ惚ぼれてもいた。しかし今、隼也は響平の手はなくてもいいのだと言っているのだ。ならば、響平はこれ以上何も言えぬと思い、無言で頷うなずいた。

        「じゃあ、俺が兄ちゃんのとこに行く」

        「え？」

        「俺、休みのたびに兄ちゃんの家に遊び行くよ。兄ちゃん、一人じゃ寂しいだろ。それで、俺が大人になったら迎えに行く。一緒に住もうよ」

        「何言ってんだ」

        　困ったように笑う隼也の手を、響平は握った。

        「そうだ。二人で一緒に住むんだ。ずっと、一緒にいようよ」

        「……そうだな」

        　隼也は響平の言葉など信じていない。それはわかったが、それでも隼也の表情は、少しだけ柔らかい。響平の言葉をたわいもない約束だと思いながらも、喜んでいるのだ。それに響平はほっとする。

        「まだ受かるって決まったわけじゃないから」

        　隼也の言葉に、受かるだろ、と響平は答える。

        「とにかく響平は、俺の事よりも自分のこと考えないと。もっと勉強しないとな」

        「兄ちゃんがもっと教えて」

        「おいおい、美鈴さんも言ってただろ。一応、俺も受験生だ」

        　落ちれば良い。そう思っていると顔に出ていたのだろう。隼也がため息をついた。

        「落ちれば良いって思ってるだろ。まったく。滑り止めも全部東京だから、どっちにしろ、来年にはここを出るよ」

        　響平は無言のまま、参考書を閉じると立ち上がる。

        「もう止やめるのか」

        「勉強する気、なくなった。お休み」

        　そう言って響平は隼也の部屋を出て行った。
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        　隼しゆん也やは呆あきれた顔をしているが、それでも嫌がっていない事は分かった。

        「毎週毎週、よくも飽きずに来るなぁ」

        　そしてそう言った後、隼しゆん也やは微かに笑った。それに響平きようへいは安あん堵どする。この会話は毎週交わすのだが、微かに隼しゆん也やが笑ってくれることが嬉しいのだ。

        　今日は土曜日の夜だ。響平きようへいはいつものように隼しゆん也やの一人暮らしの家を訪れていた。隼しゆん也やが大学に入学してから二年以上、ずっと、そうしている。

        　大抵が土曜日の昼頃に行き、一晩泊まって日曜日の夕方に帰る。片道で二時間程度電車に乗るが、時間よりも運賃の方が高校生の響平きようへいには辛い。往復で五千円円近くかかるのだ。

        　しかし、それは結局美鈴が出してくれていた。響平きようへいの家に行って勉強を教えて貰うことが多いため、家庭教師代の代わりに電車代を出してくれているのだ。

        「彼女とデートとか、いいのか」

        　昼飯として作ったカルボナーラを食べながら、隼也は聞いてくる。

        「いたら、毎週来ないよ」

        　そう言って笑うと、隼也が少しだけ安心したような顔をした。気のせいかもしれないが、そう感じたのだ。

        「受験、大丈夫なのか。夏休みに予備校行っただけだろ。もう十月だ。本格的に勉強しないと」

        「兄ちゃんだって予備校行かなかっただろ。俺は、毎週兄ちゃんに勉強教えて貰ってるから大丈夫」

        「俺と出来が違うだろ」

        「確かに、俺は兄ちゃんみたいに頭良くないですよ」

        　拗すねたように言うと、隼也がぐしゃりと頭を撫でてくれた。

        「志望校は決まったのか」

        「うん。Ｏ大」

        　それに隼也が少し驚いた顔をした。

        「随ずい分ぶん、上狙うんだな」

        「俺文系だから、ちゃんとした大学行かないと就職、厳しいかなって」

        「じゃあ、なおさら、予備校行った方が良いぞ」

        「今更通っても遅いって。一応模試ではＡ判定貰ってる」

        　それに隼也は少し驚いた顔をした。

        「何それ。驚いた顔、むかつく」

        「いや、偉そうな事言ったけど、実は俺よりも頭良いんだなって」

        「俺、要領いいし。受験科目文系だけだからね」

        　響平には言っていないが、家でもそれなりに勉強はしている。それは、東京の大学に行くためであり、きちんとしたところに就職をして、自分の力で生きていきたいという思いがあったからだ。

        「数学、結構出来てるから、理系でもいけそうだけどな」

        「数学は何とかなるけど、化学とか物理とか、もうわけわかんない。好きじゃないし、無理」

        　それに隼也は笑った。

        「英語と数学は教えられるけど、国語は無理だからな」

        「うん、大丈夫」

        　隼也がチラリと時計を見た。

        「もう三時か。食休みしたら、勉強、始めろよ」

        「わかった」

        　相変わらず真面目だなと思いながら、テーブルの上を片付ける。

        　広くはないワンルームには、小さな机と椅子が置かれている。それは隼也が、響平が勉強するためにと買ってくれた物だ。押し入れがないために片付けることが出来ない布団は隅に畳まれている。ならばベッドにすれば良いのにと思うのだが、そうすると響平が泊まりに来たときに、横に並んで眠ることが出来ない。一緒に住んでいた頃は別に寝ろと言った癖に、響平が泊まりに行くと、昔のように体の一部をくっつけて眠ることをするのだ。そんな隼也を可愛いと思うのと同時に、人の気持ちも知らないで、とも思う。

        　その他はノートパソコンと、タブレットとローテーブルがあるだけだ。細々とした物は、小さな棚にしまわれているが、あまり物を持たない隼也の部屋には、大して物はなかった。

        　響平が勉強をしている後ろで、隼也はパソコンをいじっている。何かレポートを書いているらしかった。

        「実験レポート？」

        　響平は、勉強の手を止めると、振り返って聞いた。

        「そう」

        「大学、楽しい？」

        「まぁ楽しいかな。単位とるの、結構大変だけどな。うちの大学、留年多いし」

        　そう言った隼也の顔は、家にいた頃に比べ大分明るくなった。どこかどうという訳ではないが、顔つきが以前とはまるで違う。表情が乏しいのは以前と同じだが、以前よりも柔らかくなっていた。

        「友達も出来た？　前、中々友達出来ないって言ってたよね。兄ちゃん、高校の時もぼっちだったから」

        「酷ひどいな。まぁでも、少しは出来たかな。研究室で気が合う奴いるし、先輩とも仲良くなれたし。理系だからオタク多いし、リア充みたいなの少ないから、俺みたいに人と話せなくても、何とかなる」

        「ふーん」

        　それを聞きながら、やはり県外の大学に行かせるのではなかったと思ったが、来年には自分も東京に出るのだ。それまでの辛しん抱ぼうだと思った。

        「来年、大学決まったら一緒に住んで良い？」

        　隼也はそれに笑った。

        「ここで二人は無理だよ」

        「じゃあ引っ越せば良いじゃん」

        「敷金、礼金があるんだぞ。そんなの勿体無いだろ」

        「どうせ俺も家借りるし、少し高いかもしれないけど、大した問題じゃないだろ。一人で住むより、二人で住む方が家賃安くなるんじゃない」

        　隼也は顔を上げると、響平の顔を見てくる。以前に比べると、目を見てくれることは増えた。高校に入学する前の隼也に戻ったようだと思った。

        「駄目だ。お前とは一緒に住まない」

        　はっきりとした口調で、隼也が言う。

        「何で……」

        「俺も再来年就職だし、どこに勤めるか分からないだろ。俺と一緒に住んだら、彼女も連れ込めないし、色々不便だぞ。飯なら食いに来てもいいけど、住むところは別だ」

        　響平はそれに不機嫌さを隠さず、隼也のノートパソコンを取り上げた。

        「だから、何でいっつも兄ちゃんは、俺のお願い無視するんだよ」

        「聞いてるだろ、いっぱい」

        「聞いてないよ。本当に肝心なお願いは聞いてくれない」

        「またその話か。どっちにしろ、今話す話じゃない。とにかく今は大学合格のことだけ考えないと」

        　響平はそれには答えず、頭の中ではどうやって隼也と一緒に暮らそうかと考えていた。抱きついて甘えてみせれば、大抵のお願い事は聞いてくれる。しかし、ノーと言ったお願いを聞いてくれたことはない。

        　心の中で舌打ちをしながら、どうにかならないかと考えを巡らすが、良い考えは浮かばなかった。

        「返せって」

        「一緒に住んでくれるなら、いいよ」

        　隼也は、じゃあもういいよ、と言ってふいっと背中を向け、ごろりと横になってしまった。

        「兄ちゃん、拗すねてんの。子どもみたい」

        「お前に言われたくない」　

        　響平はそれに笑う。先ほどまでの気分の悪さがすっと引いていくのが分かった。

        「俺は、兄ちゃんと一緒に住みたいの」　

        　そう言って腹に手を回して後ろから抱きつくと、隼也はその手の上から自分の手を重ねた。

        「俺も、響平と一緒に住めたら良いとは思う。だけど、いい加減、お前は兄離れしないといけないし、俺も弟離れしないと」

        「何で。必要ないじゃん」

        「あるよ。このままで良い訳ない」

        「俺にはわかんない」

        「まだ、響平は子どもだから」

        　またそれを言うのか。いつになったら自分を子どもとは言わなくなるのかと思って、隼也の腹に回した手にぐっと力を入れた。

        「自分は大人のつもりかよ。自分だってまだ学生だろ」

        「そうだね」

        　肯定されればされたで、また腹が立つ。隼也は怒ったり、声を荒げることなどほとんど無い。それは穏やかだからなのか、無意識にしろ、自分を抑えているせいなのかは分からず、自分の前でくらいはもう少し感情を爆発させてくれても良いのにと思う。

        「そう言えばさ、湊みなとがＤ大第一志望だって」

        「そうなんだ」

        「大学の話、聞いてみたいって。今度連れてきて良い？」

        　隼也はそれに答えず、身をこわばらせた。

        「大丈夫だよ、俺がいるから。湊みなとなら、大丈夫だろ。前はよく家に来たじゃん」

        　隼也は人と会うのが好きではない。特に、初対面の人間と会うと、話すことも出来ずに、酷ひどいときでは手が震える。いつからこうなったかは分からないが、響平が知る限りでは、高校には行った頃から段々とそうなっていった。

        　そんなんでよく大学に行けるもんだな、と響平は思うのだが、大学であれば、誰とも話さずにいることは可能なのだろう。もしくはバスケットボールと同じで、自分の好きなことに関わる人間であれば何とかなるのかもしれない。だから、研究室の人間なら大丈夫だと言っていたのだろう。

        「湊とは、随分会ってないし」

        「俺の大事な友達だから、兄ちゃんとも仲良くなって欲しい。駄目？」

        「……分かったよ」

        　隼也がため息をついて言う。こういったお願いは結局聞くのに、と思いながら隼也の背中に顔を埋めた。

        　隼也には誰とも口をきいて欲しくない。それが本音だ。しかし湊は違う。幼い頃から兄弟のように育った湊は親友であり、唯一の友人でもあった。誰ともそつなく付き合える響平は、その実、心を許せる人間は少ない。そんな自分が隼也のコミュニケーション能力の低さの事など言えないとは思うのだが、別にそれで困ることはないのだから良いとは思っている。心を許せる人間など、家族以外であれば一人いれば十分だ。そして湊が、隼也と仲良くなってくれればそれに越したことはない。

        「じゃあ、今度連れてくるね」

        「わかったよ。もう休憩は終わり。ほら、勉強するぞ」

        　そう言って響平の腕をほどいた隼也に、もう少しこうしていたかったのにと思いながら体を離した。

        　

        ＊

        　

        　憲のり久ひさと美み鈴すずが、有給休暇を取って旅行に行っているため、今夜響平きようへいは家で一人であった。

        　夕飯の金は貰っていたので、せっかくだから外でご飯を食べようと思い湊みなとを誘ってみたが、用事があるということで断られた。どうせデートだろう。

        　湊みなとは響平きようへいとは違う系統の外見をしていた。背は１８０センチを超える長身で、水泳で鍛えられたがっちりとした筋肉質の上半身に、男らしさと可愛らしさが混じった顔をしている。がっちりとした輪郭には、しっかりとした鼻と口が乗っているが、二重の愛らしい目が絶妙なバランスで配置されており、それが女心をくすぐるのだろう。女にもてる男で、彼女が切れたことがなかった。

        　とはいえども、すぐに別れたりもしない。きちんと女と付き合える男であり、優しく頼りがいもある。きっと、湊と付き合う女は、彼に夢中になり、別れる時は相当揉めるであろう事は想像できた。実際に、別れ話は大抵湊からであり、そのときは中々別れられずに揉めるという。

        　反して、響平はまだ女性と付き合ったことはない。休日は隼しゆん也やか湊といることがほとんどであり、女と一緒にいたいとも、また好きだと思える女と出会ったこともなかった。

        　そのため、恋愛の対象が男か女かはよくわからない。初めて欲情したのが男である兄であったので、同性愛の気はあるのだろう。しかし、では他の男で欲情するかというとそうではない。自分でも訳が分からなかった。

        　外見は中性的で、湊ほどではないが背が高いために、女と間違えられることはないが、とにかく顔が整っているというのが誰もが言う台詞せりふであった。女の視線を感じることはあっても、では、もてるかというとそうでもない。近づきがたいくらいに整っている顔だというのが湊の意見だ。いつもニコニコ笑って話しかけやすいが、しかし実際に彼女となると気き後おくれがする。それが響平だという。

        「四時か」

        　学校が終わり、駅のホームで時計を見て、響平は呟く。これから家に直行するのは何となく味あじ気けない。明日は土曜日で午前中しか授業が無いので、多少帰るのが遅くなっても良いかと思い、電車に乗った。

        　隼也の家まで二時間ちょっと。今からなら十八時半にはつくだろうか。平日隼也が何をやっているのか見たことがなかったので、少しワクワクした。

        　スマートフォンにメッセージを送るべきかと思ったが、突然行って驚かしてみたいという子どものような気持ちもあった。隼也に出かける友人などいないだろうな、という思いもあった。

        　しかし、隼也の家についても電気はついておらず、チャイムを鳴らしても出てこない。出かけているのかとがっかりしながら、隼也の家の合い鍵を取り出して鍵を開けた。

        　部屋に入ると、靴を脱いで電気を付けた。狭いワンルームを光が照らす。そして照らし出された光景を見て、響平は動きを止めた。

        「あ……」

        　隼也は布団の上にいた。とっさに布団を体にかけていたが、布団の下が全裸であろう事はすぐに気がついた。

        　そしてこちらを振り返って見てくる男。知らない男だ。この男も裸である。

        「てめぇ！」

        　一瞬で頭が沸騰したようになった。我を忘れて、男に近づくと男の顔面をぶん殴った。

        　顔だけではない。うずくまる男の背中を蹴り、横っ腹を蹴った。隼也の前で半裸になっていた舞まいの顔が思い浮かんだ。

        「やめろっ」

        　隼也が男の上に覆い被さる。それに更に激げき情じようにかられ、隼也の髪の毛をぐいっと掴つかんで頭を持ち上げた。

        「何でかばうんだよ。そいつ、兄ちゃん襲ってんだろ」

        　隼也の顔を覗のぞき込んで言うと、隼也がまっすぐに響平の目を見てきた。

        「違う。俺の恋人だ」

        「は？」

        「だからやめろ。お前にこんなことする権利無い」

        　響平はその言葉に呆ぼう然ぜんとして、隼也の髪の毛から手を離した。何を言っているのか、すぐに理解出来ない。

        「え、なに、兄ちゃんホモなの」

        　その言葉に、隼也が顔をそらしてぎゅっと男の肩にしがみついた。その様子に一度静まった激げき情じようが再度湧いてくるのを感じる。

        「マジで？　キモいんだけど。マジでキモい。さすがにそれは兄ちゃんでも引くよ」

        　隼也の肩が震えている。それを見て、もっと傷つければいいのだと、響平は無意識に思った。

        「俺、兄ちゃんに触さわりたくないんだけど、ホモとかホント、気持ち悪い」

        　隼也が男の肩を更に強い力で掴むと、男が起き上がり、隼也の体を抱きしめてこちらを見てきた。不細工な男だ。響平は思う。鼻血で顔の半分は血だらけになっているが、もしそれがなくても格好良くはないだろう。腹回りは少し脂肪がついている、地味でさえない男だ。

        「でもさ、俺、兄ちゃんのこと大好きだから、こんなことで兄ちゃんと会えなくなるの嫌だな」

        　そう言うと、隼也はゆっくりと振り返った。

        「だからさ、決めてよ。その男と別れたら、俺、今まで通りにするよ」

        　隼也の瞳が揺れる。その目は泣きそうに歪んでいた。

        「どうする？　別にいいじゃん。その男といたければいなよ。でも俺はそんな兄ちゃんとは一緒にいたくない。俺か、その男か、どっちをとる？」

        　響平には勝算があった。隼也は自分を捨てることはしない。それだけは絶対であった。

        　隼也が男からゆっくりと体を離す。そして小さな声で呟つぶやいた。

        「別れる……」

        　それに響平は笑うと、呆ぼう然ぜんとしている男の腕を掴んで、引きずるように外に放り出した後、男の服を持ってきて、外で座り込んでいる男にその服を投げつける。

        「今日のこと言ったら、あんたがホモだってこと、皆にばらすよ。それだけじゃない。何があっても、アンタを破滅させてやる」

        　じっと見下ろして言うと、男は慌てるように服を掴んで、走り出した。顔だけじゃない。根性もない男だ。隼也には釣り合わない。響平はそう思った。

        　部屋に戻ると、隼也は座り込んで床を見ている。響平は隼也の手を掴むと、バスルームに連れて行った。

        　隼也の家の風呂はトイレ付きのユニットバスのため狭い。浴よく槽そうに隼也を入れると、浴よく槽そうの外からシャワーを全開にしてかけた。

        　床がびしょびしょに濡れる。トイレも濡れたが気にせずシャワーをかけた。そして自分用に置いてあった垢すりで、隼也の体を洗う。隼也は肌が弱いので、すぐに肌が赤くなっていった。

        「痛い。響平、やめて」

        「うるせぇよ。汚れ、全部とってやる」

        　何度も何度も体を擦ると、体中が真っ赤になっていった。隼也はもう何も言わず、されるがままであった。

        「手、壁について」

        「え？」

        　隼也は舌打ちすると、自分も浴よく槽そうに入り、隼也の体を壁に叩きつけるように押した。

        「ここ、洗わないとな」

        　石けんを付けた指で、隼也の後ろを探っていく。隼也の体がびくりと揺れた。

        「やめっ、だめだ！」

        　隼也が体を動かそうとするが、腕をひねりあげ動けないようにした。そして指を一本入れて、抜き差しをする。

        「すげぇ柔らかい。挿入中だった？」

        　隼也が首を振る。嫌がっているが、グチュグチュと響く音に比例して、隼也の息が荒くなっていくのが分かった。

        　後ろから指を引き抜くと今度は前を探る。そこは明らかに勃起をしていた。

        「何、兄ちゃんアナルで感じるんだ。すげぇな。俺の知らない間にこんな淫乱になってたんだ」

        　言いながら、自身も興奮していくのを感じた。この男を滅茶苦茶に犯したい。奥まで犯して、ぐちゃぐちゃにして、泣いて懇こん願がんしても犯し尽くしたいと思った。

        「邪魔してごめんね、兄ちゃん。途中だったから、いきたいよね。いいよ、俺が代わりに入れて上げる」

        　耳元で囁ささやくと、隼也は激しく首を振った。

        「ホモなんて気持ち悪いんだろ。やめろ！」

        　隼也が言うのに、響平は笑った。

        「気持ち悪いよ。でも入れられて喜ぶのと、入れるのは全然違うだろ。入れるなら女と変わらない。入れてやるよ」

        「やめろっ」

        　隼也が大きく体をひねる。このままだと肩が抜けると思って、思わず響平は腕を離した。

        　隼也がバスルームから逃げるのを見ると、それをゆっくりと追い、バスルームから出たすぐのところで腕を掴んで、床に押し倒す。

        　入れたい。隼也の怯えている顔を見て隼也の中に入りたいと思った。

        　入れたい。入れたい。入れたい。

        　それだけが響平の頭を占める。自身がズボンを押し上げており、早く取り出して隼也と一つになりたかった。

        「やめろ。お願いだから、やめてくれ……」

        　隼也の目からボロボロと涙がこぼれ落ちた。顔は歪んでおり、恐怖が浮かぶのと同時に、哀あい願がんしているのが分かった。

        「あ……」

        　響平は、頭が急にクリアになり、冷静になっていくのを感じる。傷つけたかった。いや、違う。こんなことがしたかった訳ではない。自分を恐れる顔など、見たくはなかった。

        「やめろ。何でも言うこときく。でも、これだけは駄目だ」

        　響平は、感情をあらわにして泣く隼也から体を離した。隼也がここまで感情的になったのは初めてだ。そこまで嫌なのか。いや、当然だろう。自分たちは兄弟だ。こんなこと、嫌がるのに決まっている。

        　しかし、何故だか、兄である隼也を好きになるのは悪いことだという思いと同時に、隼也は自分を愛しているのだという絶対の自信があった。隼也は、自分の全てを受け入れる。いざとなれば、この肉体ごと受け入れてくれるのではないかと、そう思っていた。

        　隼也の態度は、そう思わせるのに十分なほどに、自分たち家族に対して罪の意識を持っているものであった。だから響平の願い事は、全て聞いてくれるのだと、そう思っていたのだ。

        　しかし、実際はそうでは無かった。そして、今もそうでは無い。そんなことは当然の筈はずだが、響平は自分の中で何かが崩れたような気がした。

        「わかった」

        　響平は頷く。

        「その代わり、今後、男と寝るのは勿論、付き合うことも駄目だよ。もしそんな事したら、二度と会わない。いいよね」

        　隼也は前を隠すように膝を抱えて座り込んだ。

        「……うん」

        「でも、信用できないよね。俺の知らない間に男連れ込んでんだもん。全くそんな気配無かったのに。嘘つくの、上手いよね。だからさ、一緒に住んで、俺、兄ちゃんのこと、見守るよ」

        「……うん」

        「兄ちゃん、俺がいないと駄目でしょ。分かってるんだ」

        　隼也に覆おおい被かぶさるように膝をついて座った。隼也が見上げてくる。綺麗な目で見上げてくる。それに、思わず見とれた。

        「うん。そうだね」

        　響平は隼也の長い前髪をかき上げた。この前髪は、人の目にさらされたくないという事の現れだ。こんなに綺麗なのに、誰にも見られたくないんだな、と漠然ばくぜんと思った。

        「大丈夫。恋人なんていなくても大丈夫だよ。ずっと一緒にいるから」

        　響平の言葉に、隼也は頷うなずいた。何故か隼也の顔はほんの少しだけ笑っている。

        「わかった。ずっと、一緒にいよう」

        　隼也はそう言って、そっとこめかみに触ふれてきた。

        「ずっと、一緒だ。俺たちは、兄弟だもんな」

        　響平は、兄弟と言い切った隼也に頷うなずいた。

        「そうだね、隼也君」

        　隼也の名前を呼ぶと、隼也は驚いた顔で響平を見てきた。

        　幼い頃、そう呼んでいた。しかし家族になってからは、隼也を喜ばせるために「兄ちゃん」に変わった。その呼び方を捨てるのは、響平にとっては、わずかな反抗でもあったのだ。

        「体、痛かったね。ごめん。拭いて上げるから待ってて」

        　響平はそう言うと立ち上がって、男と使っていた布団をベランダに投げ捨てた。そして自分用の布団を敷き、バスタオルで隼也の体を優しく拭くと、その体を抱き上げて、布団の上に横にした。

        　隼也はそれにされるがままになっていたが、布団に横になった瞬間、目から涙を溢あふれさせた。その涙が何を意味するのか分からず、響平はその体を撫でることしか出来なかった。
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        　湊みなとが部屋から出て行った。いつもと同じように、何の言葉もない。隼しゆん也やはまだ火照る体を持て余すように、ベッドの上にうつ伏せになって、枕をぎゅっと握った。

        『気持ち良かった？』

        　響平が、聞いてくる。

        「うん、気持ち良かったよ」

        　隼しゆん也やは答えた。

        　響平きようへいの姿は白くぼんやりとしている。煙のようでもあり、霧のようでもある。手を伸ばしても触ふれることはおろか、輪りん郭かくをこの目で捕とらえる事も出来なかった。

        『もっと触さわって貰えば良いのに。これじゃあ足りないよね』

        「別にいいよ。響平きようへいは湊みなとと寝れればいいんだろ。これ以上は必要ない」

        　白い影がふっと笑った気がした。

        『じゃあ、オナニーする？　まだ出してないだろ』

        　それに隼しゆん也やは顔をしかめた。

        「別に良いよ。響平きようへいは気持ち良かったんだろ。それなら、それでいい」

        　答えながら、湊みなとと響平と自分と、奇妙な関係だと今更ながらに隼也は思った。

        　響平が死んだ後、初めて響平が自分の前に現れたのは、一ヶ月ほど前の、隼也が死のうとした日であった。

        　その日の夜隼也は、響平のベッドで横になり、どうやって死のうか、一度削そがれた意思を再び戻すためには、どうすれば良いのかを考えていた。

        　すると、白くゆらゆらと揺れる影が目の前に現れた。それに怖いとは思わず、綺麗だなと思うのと同時に、これは自分の幻覚なのだろうと思った。

        　初めはただ名前を呼ばれただけだ。頭の中に響くような声で「しゅんやくん」と囁ささやかれた。その声で、その白い影が何なのかすぐにわかった。

        　それから日に日に、影は言葉を増やしていく。それに、まだ死ななくてもいいのかな、と隼也は思った。例え幻覚だとしても、これは響平に変わりは無いと考え、すぐにこれは響平なのだ、それ以外にはあり得ないという考えに変わっていった。

        　響平はそばにいると約束をしてくれたのだ。ならば、響平以外はあり得ない。そうであればまだ死ぬ必要はない。隼也はそう思った。

        　初めて現れてから二週間ほどしたときに、響平は言った。

        『隼也君、俺のお願い聞いてくれる？』

        　それに隼也は体が震えた。久しぶりの響平のお願いだ。響平のお願いをきくことは、隼也にとっては生きることと同等であったのだ。

        「何、お願いって」

        　響平に手を伸ばす。しかし響平に触ふれることは出来なかった。

        『湊と、寝て』

        「え？」

        『湊と、セックスしてよ』

        　隼也は、響平に言われていることが理解出来なかった。いや、理解したくなかったと言った方が正解だろう。

        「は？　何言ってんだ、お前」

        『俺、隼也君の中には入れるんだ。兄弟だからかな』

        　そう言って、響平の影はすっと消えた。そして次の瞬間、隼也の体に奇妙な感覚が湧き上がる。それは快楽とも拒絶反応とも言えたが、そのどちらでもない。とにかく奇妙としか言えない。

        「あ……何、これ」

        『今、隼也君の中にいるんだ』

        　隼也の頭の中で声が響く。響平の言っていることが、瞬時に理解出来て、隼也はあぁ、と唸うなった。

        「本当に？　本当に響平いるの」

        『うん』

        　嬉しい。隼也は素直にそう思った。自身の中に響平がいる。そう思うだけで、知らず半身が火ほ照てる気がした。

        『俺、湊のこと、好きなんだ。だからさ、隼也君、湊と寝てよ』

        　しかし、喜んでいる隼也の気持ちとは裏腹に、響平の言葉は残酷であった。隼也は黙り込むと、ベッドに横になる。

        『やっぱり都合が悪くなるとだんまりだ。何か言ってよ。俺、隼也君の中にいても、隼也君の考えていることはわからない』

        　隼也はそれに安あん堵どをした。自分の考えていることを響平に気がつかれるなど、例え響平が死んでいるとしても、決して許されることではなかったからだ。

        『ねぇお願い。俺の最後のお願いなんだ。だから、きいてよ』　

        　響平の甘い声が響く。響平と言う男は、その中性的な美しい容姿と同様に、声も甘く中性的であった。その声も、隼也は好きであった。

        「わかった」

        　そう答える以外に、何が答えられただろうか。隼也にはわからなかった。そしてわからないまま、湊に抱かれるしかなかった。

        『隼也君はドライでいけんだね。俺、驚いたよ。いつからそんな体になったの』

        「うるさいよ」

        『あの時、あのオタクと寝たときには、もう既すでにそうだった？』

        「だから、うるさいって」

        『それとも、自分で開発したの？　俺の言いつけ守って、誰とも寝なかったんだろ』

        「うるさい！」

        　隼也は頭を抑える。これ以上、響平に自分の浅ましさを知られたくなかった。

        「別に俺は普通だ。男とやりたいと思わないし、男に触さわられたいとも思ってない。ただ、女が苦手なだけだ」

        　嘘だ。しかし響平には、嘘でもいいからそう信じて欲しかった。もうあんな目で見られるのは我慢出来なかった。あの時、男と寝たと知ったときの響平のあの目。あんな屈辱には、耐えられない。

        『別に良いよ。湊なら、全然いい。湊に、好きに抱かれれば良いよ』

        　今更そんなこと言うのか。隼也は思う。あの時、どんな思いで田た島じまと別れたと思っているのだ。響平の我が儘で奔放な様は可愛く、そして時には憎たらしい。

        　しかし結局選択しているのは自分なのだと隼也は思う。あの時、響平を選んだのは自分なのだ。

        　あの時付き合っていた田島は、隼也と同じ大学の同級生であった。すこしぽっちゃりとしている、優しそうな顔つきの男であった。しかし隼也が彼に惹かれたのは、何よりもその「声」であった。

        　彼の声は、響平にそっくりであった。どこからか彼の声が聞こえてくると、そこに響平がいるわけはないのに、反射的に振り返って田島の顔を見てしまうほどに、似ていた。

        　田島と関係を持ったのは大学３年生になってすぐの頃であった。田島が隼也との関係を何故望んだのかはよく分からない。ただ、人間は自分を好きになってくれた相手を好きになるものだ。田島は隼也の視線に気がつき、その意味にも気がついた時、自然と一緒にいてくれるようになった。

        　田島はおそらく異性愛者であったが、多少は男色の気があったのだろう。不器用で女性と上手く話せない男が、隼也を選んだのはおそらく妥だ協きようであったはずだ。

        　しかし、田島は優しかった。妥だ協きようで選んだ相手だとしても、優しく大事にするような男であった。

        　初めてのセックスはぎこちなかった。しかし隼也はたやすく田島を受け入れることが出来た。隼也も田島が初めての男であったが、叔母の舞まいによって隼也のアナルは弄もてあそばれており、初めてでも抵抗なく田島を受け入れ、そして快楽も受け入れることが出来たのだ。

        　隼也はセックスの時は必ず目を瞑った。そして田島に毎回懇こん願がんする。

        「ねぇ、俺のこと、兄ちゃんって呼んで」

        　初めは怪け訝げんな顔をしていた田島は、しかしすぐに隼也に従った。妥だ協きようで始まった関係も、３ヶ月も経つ頃には、田島の方が隼也に嵌はまっていた。

        　一方隼也はある意味冷めてはいた。現実の男とのセックスは、自分がずっと思い描いていたセックスとは違い、淡白であった。ディルドやバイブを入れるのとほとんど変わらず、自動で動いてくれる分、楽だなという位の感想しか持てない。しかし唯一違うのは田島のその声だ。その声で「兄ちゃん」と言われれば、すぐに絶頂を迎えることが出来た。何度でも迎えることが出来た。

        　そんな田島との関係を終わらせたのは、弟の響平であった。

        　響平が平日に、隼也が一人で住んでいる家に来たことなど無かった。だから油断をしていたのだ。

        　田島との情事は大抵田島の一人暮らしの家で行われた。週末に響平と過ごす隼也の部屋でセックスをするのは、何となく躊ため躇らわれたからだ。しかし、その日は隼也の忘れ物を田島が届けてくれ、そのまま行為に及んでしまったのだ。

        　たまたまその日に響平が家にやって来て、男と寝ているところを見られてしまった。その瞬間、隼也は全てが終わったと思った。自身の人生が終わったと思い、このまま消えてしまいたいと思った。響平は自分を軽けい蔑べつし、二度と会いに来ることはないのだと、そう思ったのだ。

        　しかし響平は、そんな隼也の思いとは裏腹に、田島か響平かどちらを取るのかと、残酷な選択を迫ってきた。隼也はその顔を見上げながら、漠然ばくぜんと色々な事を思い出していた。

        　田島は優しい。お互い無口で会話は少なかったが、それでも一緒にいて居心地は良かった。一緒の研究室に入り、レポートを見せ合い、難しい課題が出たときもお互いで助け合ってきた。

        　田島は裕福な学生ではなく、バイトと勉学に励はげむ勤勉な男であり、その少ない給料からたまにプレゼントをくれたりもした。やがて隼也は、大学を卒業し、就職した後もこの男と一緒に過ごしていくのかなと思うようになっていた。お互いコミュニケーション能力は低く、お互い意外に誰かと付き合えるとも思えなかったのだ。

        　隼也が就職する頃には響平も大学生になるだろう。大学は高校と違い沢山の楽しいことが待っている。彼女も出来るだろう。自分から離れ、自分の人生を謳おう歌かするはずだ。ならば隼也も響平以外の人生を考えるべきだと、そう思っていた。

        　しかしいざ、響平が離れていくという現実を突きつけられれば、それに耐えられない自分がいるのだと隼也は気がつく。ならば答えなど自おのずと決まってしまっている。田島は自分を恨むだろうと思ったが、隼也は「別れる」という言葉を口にした。

        　そして響平の綺麗な顔を見上げながら、この顔が大好きだと思った。声だけではない。この顔も手に入れる事が出来れば、どんなに良いか。

        　地味な自分とはまるで違う華やかな顔だ。そこにいるだけで周りの視線を独り占めしてしまうような、そんな魅力がある。

        　隼也は奥二重の目に、何の特徴も無い鼻と口が並んでいる十人並みの自分の顔が嫌いだった。肌は綺麗だと言われるが、髭もほとんど生えないつるっとした作り物のような肌さえも嫌いであり、鏡を見るのも嫌であった。

        　しかし、響平も田島も隼也の顔を綺麗だと言ってくれた。考えてみれば、今までの人生の中で自分の顔を他人に貶けなされたことなどないのに、何故この顔がこんなに嫌いなのかと、不思議に思う。そしてよく考えてみた結果、その原因は死んだ父の信しん吾ごにあるのだと気がついた。

        　信しん吾ごは、小さな頃から隼也の顔を見ては「母親に似れば良かったのになぁ」と呟いていた。時には、何故自分に似てしまったのかと咎とがめる事さえあった。

        　実の母は幼い頃に死んだと聞かされており、写真もなかったため顔を知らないのに、そんなことを言ってくる信しん吾ごに隼也はいつも戸惑っていた。

        　育ての母である有ゆ紀きは大事に隼也を育ててくれた。見合いで信しん吾ごと結婚した有ゆ紀きは子どもが出来ない体質のようで、そのせいもあってか隼也を可愛がった。学校から帰ってくる隼也をいつも笑顔で迎え、おやつを出してくれ、宿題を見てくれる。休みの日には遊びに連れて行ってくれ、何不自由なく育ててくれていた。信しん吾ごはそんな有ゆ紀きに感謝をし、とても大事にしていたが、有ゆ紀きに隠れて隼也の顔をそうやって貶けなすのだ。

        　信しん吾ごも隼也を可愛がってくれてはいた。むしろ溺愛と言って良いほどに可愛がり、休日は隼也から離れなかった。そんな信しん吾ごが唯一愛さなかったのは、隼也の顔であり、それが隼也から自信をそいだのであった。

        　そして、何故信しん吾ごが隼也の顔を愛せなかったのかわかったのは、隼也が高校に入学した頃で、幸田の家にお世話になってから４年ほど経った頃であった。
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        　隼しゆん也やが響平きようへいの家庭である幸田家で暮らすことになったのは、隼しゆん也やが小学校５年生の時だ。

        　月に１回程度、響平きようへいの母親の美み鈴すずは隼しゆん也やの家に響平きようへいを連れて遊びに来ていたので、美み鈴すずのことも響平のこともよく知ってはいた。

        　美み鈴すずは、甥である隼也をよく可愛がってくれていた。響平も隼也の家にくれば隼也にくっついて離れず、よく懐いていた。それでも、人の家族の輪に入るのは、ただ不安であった。しかしその不安は、響平によって払拭ふつしよくされていく。

        「俺、隼也君がお兄ちゃんになってくれて、すげぇ嬉しい」

        　響平は、新たな家族となった隼也に笑いながらそう言った。ひねくれている人間であれば、親が死んだばかりの子どもに言うには、無神経すぎる台詞だと怒っただろうが、しかし隼也はそれに安あん堵どした。無邪気で天使のように笑う響平に受け入れられたことで、幸田家こうだけに受け入れられたように思ったのだ。

        「今日から、兄ちゃんと寝ろって」

        　響平の隼也の呼び方は、いつのまにか兄ちゃんになっていた。それも隼也には嬉しかった。

        「いままでお母さんと寝てたんだけど、いい加減一人で寝ろって言うんだよ。でもやっぱり怖いって言ったら、兄ちゃんと寝れば良いってさ」

        　響平が隼也の意見など聞くつもりはないことは隼也にも分かっていたので、了承する。

        「ベッド、でかいね」

        「そうだね」

        　隼也の部屋に置かれたベッドはセミダブルのベッドであった。そこで二人、体をくっつけて眠る。無意識であったが、隼也は体の一部を響平にくっつけて寝ると、安心して眠れた。

        　それでも何度も夜中に目が覚めた。時には叫ぶこともあった。そうすると、隣で響平が目を覚まし、頭をぎゅっとしてくれ、大丈夫だよ、俺がいるから、と言ってくれる。三歳も年下の響平が、そのときばかりは隼也よりも年上に思えた。

        　しかし翌日になれば、響平は隼也の事を覚えていない。寝ぼけての行動だからか、起こされたことに、響平は一度も怒らなかった。いつしか隼也は、そんな響平と一緒でなければ眠れなくなっていた。

        「お前の顔、可愛いな」

        　何度か隼也は、響平にそう言った。

        「やめろよ。女みたいだって言われてるみたい」

        　そう言って響平は嫌がったが、実際響平の顔を見て、誰もが可愛いと言った。

        　父の信吾もそうであった。美鈴と響平が来るのは信吾のいない日であったので、直接会うのは正月くらいであっただろうが、響平の顔を可愛い、可愛いと褒めていたのだ。

        「響平の顔は本当に可愛い。お前も、あんな顔だったら良かったのに」

        　響平が来るたびに、信吾は隼也にそう言った。

        　響平は美鈴に似ていた。子どもの隼也には子ども同士の、特に同性ともなればその美醜びしゆうなどわからなかったが、幼い頃から父に言われていた言葉に洗脳されたのか、いつしか響平の顔こそが美の基準となり、何よりも憧れる物となった。

        「弟だからな。お前が可愛いんだよ」

        　隼也は響平が拗すねるたびにそう言ったが、実際に心から可愛いと思っており、響平のお願いを何でも聞いた。おやつも上げ、腹が減ったと言えば響平の好物を作り、テレビのチャンネル権も常に譲った。

        「響平も、シュン君みたいに良い子だったら良いのに」

        　そう言って美鈴はよくため息をついた。

        　中学校に上がった頃には、隼也は家事のほとんどを手伝い、隼也の面倒もよく見たが、それは美鈴に嫌われないようにと必死だったのと、響平に必要とされることが何もない隼也にとっては、自分の存在意義のようにも思えたからだ。

        「ねぇお兄ちゃん、お願い」

        　そう言ってくる響平に、隼也は必ず一回は首を横に振る。すると響平は隼也に抱きついてきて、上目遣いで、お願い、ともう一度ねだってきた。そんな顔が見たくて、隼也は毎回同じ事をやる。響平も毎回飽きずに繰り返していた。

        「しょうがないな、響平は」

        　隼也はそう言って響平のお願いを聞いていた。それが隼也にとっての至福の時でもあったのだ。ただ、ただ響平が可愛い。それしか隼也の頭にはなかった。

        　そんな隼也の中で響平の存在の意味が変わったのは、隼也が中学校２年生、響平が小学校５年生になった夏休みの旅行の時であった。

        　毎年夏休みに行く旅行に隼也はついていかない。この家に来た頃、響平が隼也が家に来たことによるストレスで少し荒れたため、美鈴と話して響平と両親だけの時間を作る事としたのだ。

        　すでに十歳を過ぎていた隼也には、響平の気持ちも、美鈴の気持ちも分かっていた。ただ寂しくはあった。自分を受け入れてくれたと思っていた響平が、隼也がいることにストレスを抱えていたのだ。それは隼也にとっては酷ひどくショックな出来事で、それが隼也にとってトラウマにもなった。二度と、響平に拒絶されたくない。そう思ったからこそ、隼也にとっては響平のお願いは大事な物となったのだ。

        　中学二年生の夏休みの時も、隼也は一人留守番だった。お盆で部活もない。隼也は一人で四日間を過ごすこととなるが、中学生ともなれば、一人で過ごす時間は楽しみでもあった。

        　性的な興味が湧き出てきた年頃であり、隼也は美鈴のパソコンをこっそりと使用して、画像や動画を見ようと思っていた。美鈴は隼也を信頼しており、パスワードも教えてくれていたのだ。

        　キャリアウーマンと言われるような美鈴も、そう言ったところは純粋で抜けているとも言える。パソコンとかそういうの分からない、というのが美鈴がよく言うことで、パソコンなど、仕事で最低限使えればいいと思っているようであった。

        　隼也はパソコンにパスワードを入力すると、まずはインターネットで色々と検索をした。フィルタリングもかかっていない。「男同士」だとか「ゲイ　セックス」などの単語を入力していく。そして、そこに出てくる情報をじっと読んでいった。

        　隼也は自分の性癖に最近気がついた。自分は、男が性の対象であるのだと気がついたのだ。

        　隼也はパソコンに出てくる単語に興奮した。男同士のセックスのやり方にも驚きよう愕がくすると同時に、妙に納得し、そうか、男同士でもセックスが出来るのかと安心した。

        　我慢出来ずに、勃起したペニスを擦こする。他よりも少し遅いかも知れないが、隼也にとっては初めての自慰であった。

        　いつもは響平と一緒だからそんなことは出来ない。隙を縫ってするほど、必要性も感じなかった。しかしいざ自身をかくと、今まで感じたことのない快楽が体を突き抜けていき、何故今まで知らなかったのかとさえ思った。

        「響平……」

        　隼也の頭の中には響平がいた。

        　いつも響平とは一緒にお風呂に入る。まだ幼い響平の裸。第二次成長期に入っていないせいか、ペニスもまだ小さい。

        　それを頭に思い描き、自慰をする。あの小さな体に自身を入れてみたい。入れてかき回して、一緒に気持ち良くなってみたい。そう思いながら懸命に自身をかいた。

        「あぁ……、響平、響平。イク、イクっ」

        　隼也は一際大きな声を上げた。声を出した方が快楽が増す気がする。誰もいないため遠慮はしなかった。

        「ハァハァ……」

        　射精を終えると、隼也は息を荒くした。手の中に出された白濁とした液を見つめていると、急に現実が迫ってきて恐ろしくなってきた。

        　今自分は何をした。何を考えていた。

        「違う、違う……」

        　隼也は何度も呟く。それでも一度解放してしまった欲望は止めることが出来ず、何度も何度も自慰をした。そしてその度に響平を犯していた。

        　自分はおかしい。可愛くて、家族のはずの響平をなんて目で見ているのだ。何故響平をそんな目で見る事が出来るのだ。

        　おかしい、おかしい。自分はおかしい。それでも繰り返し頭に浮かんでくる響平の顔は、追い払おうと思えば思うほど、更に脳裏にこびりついてくる。

        　響平達が旅行から帰ってくるまでの４日間、どれほど精を吐き出したのか分からない。隼也は、ただ自じ堕だ落らくな日々を過ごした。

        　そして４日目、パソコンから履歴を全て削除し、使ったテッシュは何重にもしたビニール袋に入れて部屋に持って行く。次のゴミの日にこっそり捨てれば良い。臭いが残らないように窓を開け、家族の帰ってくるのを待った。全て証拠は消したはずだが、罪悪感を消すことは出来なかった。

        「ただいま、兄ちゃん」

        　響平が隼也の顔を見ると笑顔でそう言い、隼也の胸に飛び込んでくる。それを受け止めながら、決して知られてはいけない。自分の汚い欲望を、響平に知られてはならない。自分のこの欲望を隠すためならなんでもすると、隼也は自身にそう誓った。

        　

        ＊

        　

        　それを知ったのは響きよう平へいの小学校卒業と隼也の中学校卒業のお祝いをした日だった。

        　家でお寿司やピザなどのケータリングをして家族でお祝いをした。珍しく響平の父の憲のり久ひさもおり、四人でのんびりと食事をした。

        　隼也は憲のり久ひさとはほとんど話したことはなかった。憲のり久ひさは朝が早く夜も遅い。それに加え、憲のり久ひさからすれば隼也は全くの他人である。どう接して良いか分からないというのもあるだろうが、それ以上に、歓迎されていないというのが伝わってきていた。

        　しかし憲久も大人だ。そうだとしても、特に隼也に何かすることも、言うこともなかった。憲久と隼也の間には、必要最低限の会話があるだけであったが、隼也にはそれで充分であった。　

        　憲久と美鈴は良い具合に酔いがまわっており、隼也と響平の腹がいっぱいになっていた。皆上機嫌だったが、その雰囲気を破るようにチャイムが鳴った。美鈴がモニターを覗のぞくと、そこには憲久の妹の舞まいが映っている。

        「舞さんが来たみたい」

        　美鈴が困ったような顔で言うと、憲久はため息をついた。

        「あいつはいっつも連絡せずに来る。いいぞ、追い返して」

        　舞は、たまに幸田の家に来てはだらだらと居座ることがあった。憲久とは歳が離れていると聞いたことがあったが、三十歳は過ぎているはずだ。職業は公立高校の教師で、結婚はしていない。する気は無いのだと言っていたが、公務員であるのなら結婚などしなくても一人で生きていけるのだろう。望んでも結婚など出来ないであろう隼也からすると、そんな自由な生き方は少し羨うらやましかった。

        「せっかく来たのに追い返すわけにはいかないでしょう」

        　そう言って美鈴は玄関の鍵を開けに行った。舞がいても嫌味を言われるだけなのに、いつも美鈴は舞を受け入れる。人が良いと隼也は思った。

        「まったくお母さんは……」

        　そう呟く憲久は、美鈴の事を大事にしているのがわかる。舞が美鈴とトラブルを起こしたときも、必ず美鈴の味方をしていた。もっとも美鈴が悪いことなどほとんど無いのでそれも当たり前であったが、男並みに働き、家の事を行い、子どもを育て、自立もしている美鈴を憲久は尊敬し、愛しているのは端から見ても分かった。勿論、響平も大事にしている。そしてそんな家族に、他人である自分が急に割り込んだと思うと、隼也はいたたまれない気持ちになるのだ。

        「久しぶり。入学祝い持ってきたよ」

        　そう言って舞は隼也と響平に祝儀袋を渡してきた。隼也は受け取っていいのか迷ったが、憲のり久ひさが受け取りなさいと言ってくれたので、お礼を言って受け取った。

        「血は繋がってないけど、一応響平の兄だからね」

        　それに一番早く反応したのは響平だった。響平はバンッとテーブルを叩くと、舞の顔を睨み付け、隼也の手をとった。

        「兄ちゃん、二階でＤＶＤ見ようよ。空気が糞まずいから、ここにはいたくない」

        　隼也は、響平の言葉に困りながらも、少し嬉しいと思った。響平は我わが儘ままであったが真っ直ぐでもある。いや、普段は大人顔負けに空気を読み、上手い具合に世の中を渡っているようであったが、隼也の事になるといつも真っ直ぐであった。

        　隼也だけに見せる素顔だ。それが隼也にはこの上なく嬉しいのと同時に、何故だか少しだけ辛い。

        「じゃあ先に二階行ってて。ここ片付けるから」

        　そう言うと、響平は渋々といった感じで、自分の使った食器を片付けた。

        「いいわよ、後で洗うから」

        　隼也が食器を洗っていると、美鈴がそう言った。

        「自分の食べた分くらい洗うよ。響平はいいから、二階に行ってて」

        　響平はそれに頷くと、コーラのペットボトルとコップを二個と、スナック菓子を持って二階に消えた。

        　洗い物が終わり手を拭いていると、後ろに気配がして振り返る。そこには舞が立っていた。

        「隼也君の本当の母親、知ってるよ」

        　耳元で舞がそう囁いた。隼也は驚いて舞の顔を見る。舞は薄く笑って隼也の顔を見たが、冷蔵庫から勝手にビール缶を取り出し持って行くと、プルタブを開けてぐいっと飲んだ。

        　舞が何を言っているのか理解出来なかった。何故ほとんど接点がない筈はずの隼也の母親を、舞が知っているというのか。

        「煙草吸ってくる。ほんと、この家って面倒臭い」

        　煙草を吸う人間がいない幸こう田だ家は禁煙だ。煙草を吸うとなると外に出ないといけない。喫煙者の舞は、ブツブツと文句を言いながら煙草を持って外に出て行った。隼也はそれに気がつくと、二階に行くフリをして、こっそりとその後を付いていった。

        　父の信しん吾ごが、頑かたくなと言って良いほどに隼也に話すことのなかった母親のことを知りたい。

        　隼也が母親の事を聞くたびに、信しん吾ごは有ゆ紀きが可哀想だと言って、いつも話をそらし、母親の名前も教えてはくれなかった。そう言われてしまえば隼也もそれ以上聞くことなど出来ず、いつしか信吾に自分から母親の事を聞くことはしなくなったが、それでも知りたいという気持ちは常にあった。

        「舞さん、さっきのこと、どういうことですか」

        　舞は玄関前で煙草を吹かしながら、隼也が来たのに満足そうに笑った。

        「知りたい？」

        「何で、舞さんが知ってるんですか」

        　舞はもう一度深く煙草の煙を吸い込むと、空に向かって煙を吐いた。

        「美鈴さんよ。隼也君の本当の母親」

        「え？」

        　何を言っているのかと思って、舞の顔を見る。舞は相変わらずニヤニヤと笑っている。

        「何言ってるんですか……」

        「お兄ちゃんと婚約してたのにね、美鈴さん妊娠したのよ。お兄ちゃんじゃない男との子どもをね。美鈴さんはレイプされたって言ったみたいだけど、私は単に浮気したんじゃないかって思ってる。だって、あの女、男が好きそうな顔してるもの」

        　舞の顔が醜く歪んだ。それに隼也は信吾の言葉を思い出す。

        　いつだったか信吾は言っていた。美鈴をあんな家に嫁がせるんじゃなかった。小姑が酷い。美鈴が可愛いから嫉妬をしている。あんな女に好き勝手にさせている憲久君も、どうかと思う。そんなことを言っていた。

        　確かに、その通りだと隼也は思う。まるでドラマに出てくる小姑のような舞は、美鈴が気に入らないのか、美鈴の一挙一動に文句をつけるような女であった。それは兄を愛しているからというよりも、信吾の言う通りに同じ女として美鈴に嫉妬しているというのが正しいのだろう。少なくとも、隼也はそう感じていた。

        「そんなの、証拠なんてないですよね」

        　隼也が震えた声で言うと、舞は携帯電話を取りだし、写真を見せてきた。

        「これ」

        　それは美鈴の妊娠中の写真であった。日付は今から十五年前だ。その日付が信用出来るかは分からなかったが、隼也はそれを信じた。いや、納得をしたと言った方が正しいのかもしれない。

        「普通、レイプされて出来た子どもなんて堕ろすでしょ。なのにわざわざ産んで、しかもそれを実の兄に育てさせるなんてあり得ない。ほんと、最悪な女」

        　舞の言葉に、そうだ、そうなのだ。自分は美鈴の子どもだ。そしてそれは、全てに符合すると隼也は思った。

        　腿ももに力が入らず、がくがくと震える。立っているのがやっとであった。

        　父、信吾は、隼也の顔を見て、俺に似ているといつも嘆いていた。何故母親に似なかったのだと言っていたのだ。そして美鈴に似ている響平を賛美し、何度も何度も可愛いと言っていた。その理由が今分かった。

        　それだけではない。何故美鈴は兄である信吾に会おうとしなかったのか。何故、信吾の書斎にあった箱には、美鈴の写真がぎっしりと詰まっていたのか。何故、隼也を溺愛したのか。

        　答えが分かり、隼也はどうしていいのか分からなくなった。ただ、自分の存在がこの世にあってはいけない物だと咄とつ嗟さに思い、地面が揺れているような感覚に陥った。

        　ごめんなさい。隼也は心の中で呟く。自分を愛し育ててくれた有紀を、自分は知らず裏切っていた。そして美鈴を傷つけた。憲久を傷つけた。何より、響平を知らずに裏切っていたのだ。

        「何でそんなことを今更……」

        　おそらく憲久と美鈴に口止めされていたことを言ったであろう舞に、隼也は問うた。

        「何ででしょうね。なーんとなくかな。何かつまらないし」

        　最低な女だ。隼也は思う。そして響平は知っているのかと考える。いや、知らないだろう。知っていたら自分に隠せる筈はずはない。そう思った瞬間、ならば隠さなければと思った。

        　もし自分が母親を犯した男の息子だと知ったら、響平は何と思うのか。それだけならまだ良い。響平は、隼也が信しん吾ごにそっくりだと言うことを知っている。もしかしたら、そのことから真実に辿り着くかもしれない。それだけは駄目だ。絶対に知られてはいけない。隼也は、強くそう思った。

        「響平には、絶対に言うな」

        「は？」

        「響平には、絶対にそのことを言うな」

        　隼也は舞の顔を睨み付けながら言う。

        「大人しい隼也君がそんな顔するなんて、よっぽど知られたく無いんだね」

        　舞はそう言うと、楽しそうに笑って、煙草の煙を隼也の顔に吹き付けてきた。

        「叔母さんの言うこと守ったら、言わないで上げる」

        　そう言って舞は煙草の火を消した。

        「守れる？」

        　隼也はそれに、頷くことしか出来なかった。

        　家の中に戻ると、舞はこっそりとメモを渡してきた。そこには舞のメールアドレスが書かれている。そこにメールをしろと言うことだと思い、隼也はそのメモを持ってトイレに行くと、舞に空メールをした。

        「兄ちゃん、遅い！」

        　響平が二階の階段の上から怒鳴ってくる。今は響平と顔を合わせたくないと思ったが、それでも響平のお願いを聞かない訳にはいかず、ほとんど反射的に二階に上がっていた。

         響平はすでにＤＶＤプレイヤーにＤＶＤをセットしており、再生ボタンを押すと、ベッドに座った。

        「兄ちゃんも座んなよ」

        　無邪気に笑って自分の隣を叩く響平が愛おしいと思うのと同時に、その顔を見ることが出来ない。自分は信吾という男の子どもなのだと、響平を見れば見るほど、叩きつけられた。

        「何かあったの？　あいつに何か言われた？」

        「大丈夫だよ。そんなことより、ベッドでポテチ食うなよ」

        　そう言って響平の頭を撫でると、響平は隼也の腕に自分の腕を絡めてくる。響平からは優しい匂いがした。おそらくそれは柔軟剤の匂いなのだろうが、自分の匂いとはまるで違うように感じる。

        　この手を離したくない。今だけでいいから、こうしていたい。いつか離さなくてはいけない日が来るのだろう。それは隼也にも分かっていたが、あと少しだけこうしていたいと思った。

        　舞から連絡が来たのは、それから一週間後のことであった。隼也の携帯に「今からうちに来て」というメッセージが舞の家の住所とともに送信されていた。日曜日の午後で、響平は湊と遊びに行っていていない。隼也は覚悟を決めて舞の家に行った。

        　舞の家は小綺麗なマンションにあった。２ＬＤＫの部屋は単身用の住まいで、去年買ったのだと舞は言う。

        「結婚なんて馬鹿らしい。ほんと、お兄ちゃん見てるとそう思う」

        　そう言って、舞は隼也にペットボトルの水を差しだしてきたが、隼也はそれを受け取らずに、小さな声で呟つぶやいた。

        「俺は、何をすればいいんですか」

        　舞は笑うと、ペットボトルをテーブルに置いた。

        「寝室に行こう」

        　舞はそう言って隼也を寝室に連れて行き、ベッドに座らせた。

        「服、脱ぎなさい」

        　舞が命令をしてくる。それに隼也は小さく首を振った。

        「俺、多分、女の人駄目です」

        　舞はそれに、きょとんとした顔をしたと思うと、声を上げて笑った。

        「え、何？　アンタホモなの？」

        　そう言って舞は心底楽しいといった感じでひとしきり笑うと、隼也の目を見て、もう一度命令してきた。

        「関係ないよ。服脱いで」

        　隼也はそれに仕方なく服を脱いだ。下着一枚になったが、舞はパンツに視線をやって顎を上げる。これも脱げと言うことだろう。仕方なく隼也はそれも脱いだ。

        「細い腰。でも、筋肉が綺麗についてる。私はね、隼也君くらいの歳の子の裸が一番好き。綺麗で、清潔感があって、余計な贅肉がなくて……」

        　そう言って隼也の腰に触ふれてくる舞に、ゾクリとして思わず体を退けた。

        「入れるのなんてどうでもいいの。この体を好きに出来れば充分」

        　隼也は舞の言葉に気分が悪くなる。ペドフィリアは子どもがいる環境で働いていることが多いというが、この女も似たような物だと思う。どんな目で自分の生徒を見ているのだ。こんな教師が自分の学校にいるかもしれないと思うと、心底気持ちが悪い。

        　しかし、では自分とは違うのかと考えると、変わりは無いではないかとも思う。自分だって同じに気持ちが悪い。

        「目隠しして上げる」

        　そう言って舞は隼也に目隠しをした。

        　体中を触さわってくる舞には嫌悪感しかない。しかし、股間を触ふれられ、後孔に指を入れられると、また違った感覚が湧いてくるのを感じた。

        「好きな子はいるの？」

        　隼也はそれには答えなかった。

        「いるのね。じゃあその子のこと思い浮かべれば良いわ」

        　舞の言葉に、響平の顔が思い浮かぶ。余計なことをと思ったが、一度浮かんだ顔を消すことは出来ない。

        　後孔に入れられた指には圧迫感しかなかったが、やがてそれも変わっていく。だんだんと湧き上がってくる感じたことの無い感覚に、隼也は泣きたくなった。

        　この指が響平だったら良い。そう思った。響平であったらどんなにいいか。そう思いながら隼也は、あることに気がつく。

        　自分は響平を抱きたいのではない。彼に抱かれたいのだ。彼に抱かれ、滅茶苦茶にされたい。思う存分犯され、よがり狂いたい。

        　あぁ、どこまでも狂っている。自分は頭がおかしいのだ。そう思いながら、舞から与えられる快楽にただ身を委ねることしか出来なかった。

        　舞との関係はそれから半年足らずであったが続いた。それは響平にばれぬように、響平がいない休日によく行われた。

        　男と寝たこともないのに、隼也の後孔は気持ちが良くなることを覚えた。そして舞に開かされれば開かされるほど、物足りなくなり、毎日のように自慰をした。

        　それは響平が眠った後、響平を背中に感じながら行われた。とても自分の欲望を我慢することが出来なかった。そして終わるたびに罪悪感に苛さいなまれるが、止めることが出来ない。家に誰もいないときは、舞から貰った玩具で慰めたこともあった。

        　隼也にとって舞と交わす時間は快楽を味わう時間でもあったが、嫌悪感に満ちてもおり、女性の底知れぬ欲を見せつけられる時間でもあった。女性が恐ろしいと思うようになるのに、時間はかからなかった。

        　そんな舞との関係は、響平に知られるという一番最悪な形で終わりを告げた。「すまなかった」

        　舞とのことがばれた日の夜、隼也は憲久に叱られると思っていたが、しかし憲久はそう言って頭を下げた。

        「あいつがあんなに屑だとは思わなかった」

        　そう言って頭を下げた憲久に、隼也は頭を振った。確かに舞は屑だが、同じように自分も屑だ。舞に与えられる快楽を自分の願望に置き換えていたのだ。舞だけが屑な訳ではない。

        「ごめんなさい」　

        　隼也は小さな声で呟つぶやいた。

        「俺、本当はこの家に来ない方が良かった。でも、あと三年は置いてください。大学生になったら出て行きます」

        　そう言って頭を下げる隼也の肩に、憲久は手を置いた。

        「頭を下げなくて良い。君は何も悪くない」

        　多分憲久は父のことまでは知らないのだろう。ただ、美鈴が乱暴されただけだと思っている。隼也の父親が誰かなど気がついていないのだ。それに胸が痛むが、しかし真実を言うことなど出来るはずはなかった。

        　隼也は恐る恐る顔を上げる。そして美鈴の顔を見た。

        　美鈴は隼也と目が合うと咄嗟に目をそらした。苦しそうな、軽けい蔑べつするような目をしている。そういえばこの目は何度か見た。いつも優しく笑っている美鈴は、たまにこの目を隼也に向けてきた。昔は何故かは分からなかったが、今ならそれが痛いほどわかる。

        　結局美鈴は何も言わないままであった。隼也は内心では、少しだけ期待をしていた。貴方が悪いわけではない。貴方は、ここにいていいのよ。私の子どもなのよ。そう言ってくれるのを心のどこかで期待をしていたが、そんな言葉を美鈴が言うわけはないのだ。自分の考えたことを馬鹿らしいと、そう思った。

        　その晩から、隼也は響平と眠ることを諦めた。そうすることが、隼也の、何よりも響平のためになると思ったのだが、その代わりに、その日から隼也は何度も夜中に起きることとなった。響平の体温が欲しいと思いながら、それでも一緒に寝ようと言う言葉を響平に投げかけるのを我慢し、夜を過ごした。そして体にしっかりと刻まれてしまった欲望を持て余すように、毎晩のように自身を慰めながら、もうこんな自分は死んでしまえばいい。誰か自分を殺してくれと、心からそう思った。

        　

        


    

    
        ７．半田隼也　大学生

        　

        　

        　玄関の開く音がする。隼しゆん也やは顔を上げてそちらに視線をやった。

        　響きよう平へいが大学に入学したのと同時に、響きよう平へいと二人で住むようになったアパートは、玄関から入るとすぐにリビングがある。十畳ほどのその空間には、二人用のソファと食事兼勉強用の二人用ダイニングテーブルがあり、他にはテレビが置かれていた。大抵二人はここで過ごしている。今も隼しゆん也やはテーブルでタブレットを開いて、企業情報を集めているところであった。

        「お帰り」

        　隼しゆん也やが言うと、響きよう平へいはただいまと言って隼也のタブレットを覗いてきた。

        「また落ちちゃった？」

        「うん」

        　響平は隼也の肩をぽんと叩くと、響平の目の前に座った。

        　隼也はもう六月も下旬にさしかかるというのに、就職の内定を貰っていない。そろそろ焦ってきていた。面接まではいくのだが、面接でことごとく落とされているのだ。

        「理系でまだ決まってないのって、珍しいんじゃない」

        　響平が言ってくるのに、隼也は苦笑いをした。

        「そうだね。俺、駄目だな」

        　そう言うと、響平が隼也の顔をじっと見てきた。それに隼也は視線とすいっとそらす。

        　響平はもう十八歳になる。昔はただ可愛いだけであったその顔は、今はもう大人の片へん鱗りんを覗のぞかせており、より魅力的になっていた。

        　隼也の、高校の時まであった持て余すような劣れつ情じようは、大学生になり一人暮らしをするようになってから大分なりを潜ひそめた。響平と一緒にいるから良くなかったのだろう。離れたことを寂しいと思いながらも、一方で安心をしていた。

        　全く会えないわけではない。一週間に一度週末に遊びに来てくれる響平を思えば、一週間生きることは苦ではなかった。

        　それなのに、響平が大学に進学するのと同時に、また一緒に住むようになった。なりを潜ひそめた欲望が、再度もたげてくるのを感じるが、それでも大丈夫だと隼也は思っていた。

        　田島との関係がばれた夜、響平は隼也を犯そうとした。それは愛情ではなく、怒りと興奮からくるものだったのだろう。

        　そのとき隼也は、響平の指と、大きく起立したペニスに身が裂けるほどの渇かつ望ぼうを感じながら、それを拒絶した。受け入れては駄目だ。引き返せなくなる。本当の獣になってしまうと思ったのだ。

        　あの時の感覚は言葉になど出来ない。全てを捨ててもいい。この後どうなってもいい。このままこの美しい男に犯され、裂かれ、殺されてしまいたいと思ったのだ。しかし、そんなことは出来ないと、わずかに残る理性がとどめた。

        　あの時、自分は己を律することが出来た。あの凄まじい欲望を抑えることが出来たのだ。ならば、今後何が起きても一線を越えることはないだろう。自分は父とは違うのだと、隼也はそう思いたかった。

        「隼也君、成績もいいし真面目なのに、教授から紹介して貰えないの？」

        「皆優秀だからね。お前が思ってるほど俺は優秀じゃないってことだよ」

        　響平は再度隼也の顔をじっと見てきた。やめて欲しい。隼也は思う。響平は人を嫌でも惹きつける。以前ほどではないが、やはり正面から見つめ返すのは躊ため躇らわれた。

        「あいつに何かされた？」

        「え？」

        「隼也君を襲ったあの男。一緒の研究室なんだろ」

        　だから襲われていたわけじゃない。そう言おうとしてやめた。

        　実際に、響平の言うとおりであった。田島は、響平に殴られ怪我をした顔を、隼也に殴られたと教授に報告した。教授はそれが事実かと隼也に聞いていたが、隼也は否定をしなかった。否定すれば田島が嘘をついたと言うことになる。また、何故嘘をついたのかを探られれば、二人の関係、強いては響平の名前まで出されるかもしれない。

        　優しい田島が嘘をついてまで隼也を傷つけたかったということは、それだけ田島が傷ついたということでもある。ならば隼也はその嘘を受け止めるしかないと思い、否定をしなかったのだ。

        　ただの喧嘩だと言うことですんだが、それでも真面目で厳しい教授であったため、隼也を企業へ推薦をすることはしなかった。鼻が折れるまで殴った凶暴な男を、企業に推薦できないということなのだろう。

        「俺、あいつに言ってやろうか」

        　響平がそう言って笑う。含みのある目であった。

        「駄目だよ。響平は空手やってるんだから、絶対に駄目だ」

        「こういう時のために習ってる」

        「馬鹿」

        　隼也はタブレットの画面を閉じると、立ち上がって夕飯の準備を始める。

        「ねぇ、隼也君」

        　隼也の後ろに響平が張り付く。台所が狭いため二人で料理は出来ない。手伝うという響平の申し出を断っていたため、そのうち響平は手伝うと言わなくなったが、その代わりに隼也の後ろに張り付くようになった。

        「遺産、まだあるんだろ」

        　変なことを聞くな、欲しいものでもあるのかな、と思いながら、あるよ、と答えた。

        「じゃあさ、俺が就職するまで待っててよ」

        「え？」

        　隼也が振り返ると、良い案が浮かんだと言わんばかりにニッコリと笑っている響平がいる。

        「いいよ、就職なんてしなくて大丈夫」

        「何言ってんだよ」

        「俺が働くまでの生活費くらい、あるだろ。俺が就職したら、全部面倒見て上げる。俺が、隼也君とずっと一緒にいて、ずっと守って上げるから大丈夫」　

        　響平はそう言って、隼也の腰に手を回して来ると、ぎゅっと抱きついてきた。

        　いつの間にか背は追い越されていた。５㎝ほどの違いだが、隼也には大分違うように感じる。

        「馬鹿だな。そう言うわけにいくかよ」

        「いくよ。ねぇお願い。そうしてよ」

        　いつものお願いが始まった。そう思って響平の顔を見上げる。昔のような上目遣いを見ることはもう叶わないが、上から見下ろしてくる顔も、それはそれで可愛かった。

        「やだよ」

        「ねぇ、お願い。お兄ちゃん」

        「こういう時だけ、お兄ちゃんだな」

        　言いながら、それも良いかもしれないと思う。響平が望むのなら悪くない。父と母の遺産は少なくはなかった。信しん吾ごは医者であったため、事故の時の賠償金も多額であったし、貯金も多くあった。生命保険も高額下り、おそらく贅沢をしなければ、一生とまでいかずとも、数十年は暮らせるだけの額があったのだ。

        　隼也は大学に入学したときに、その金を美み鈴すずに半分を譲ろうとした。しかし、美鈴は頑かたくなにそれを断った。それは隼也を思ってのことか、それともその金を受け取りたくなかったのか判断が付かず、仕方なく引き下がったのだ。

        　それでも未だに、その金を自分一人が受け取るのに罪悪感があった。ならば、この男の望むことのために使うのも悪くない。いや、この男だけではない。それは自分の望みでもある。一生は無理だ。それは分かる。それでも、少しでも長くこの男と一緒にいたかった。

        「そうだな。そうしようかな」

        　就職活動はもううんざりだ。自分の不ふ甲が斐いなさや、社会に適応できない様を見せつけられる。以前感じた、自分はこの世界にいてはいけないのだという思いを、また叩きつけられた気がするのだ。

        「本当に？」

        「本当に」

        　響平は満面の笑みで笑うと、隼也を抱きしめる手に力を入れてきた。それに隼也は痛いと文句を言って体を離した。

        「飯作るのに邪魔だし、危ない」

        　響平は一歩下がると、ジーと後ろから隼也を見ている。

        「座ってろって」

        「暇だし」

        「暇って、やることなんて沢山あるだろ」

        　苦笑しながら、今日は暑いからさっぱりとした物が良いなと思って、キュウリの浅漬けを作るためにキュウリを刻む。

        「湊みなとに学校で会った？」

        「会ってないよ。学年が違うから、中々会えないよ」

        「同じ学部なのに？　食堂は２つだっけ。昼間とか会わないの？」

        「俺は研究室しか行ってないからいっつも西で食ってるし、湊みなとは本館で授業が多いから、あっちで食ってんだろ」

        「ふーん」

        　それだけ言うと、響平はだまってじっと隼也を見ていた。何を思ってそんなことを聞いてきたのか分からないと思いながら、相変わらず突っ立ている響平をソファに座わせると、料理を再開した。

        　響平の思おも惑わくが判明したのは、翌日の昼飯の時であった。

        「久しぶりです」

        　西食堂で食事をしていた隼也の目の前に現れた湊は、愛想笑いもせずに、低い声で言うとぺこりと頭を下げた。

        「あ、ひ、久しぶり」

        　そう言って隼也は視線をテーブルにやった。

        「ここ、いいですか」

        「あ、うん」

        　湊はトレーをテーブルに置くと、隼也の目の前に座った。

        「大学で会うのは初めてですね」

        「そうだね」

        「いっつも西で食べてるんですか」

        「うん、だいたいは」

        　湊と二人で話すのは初めてであった。響平と二人で暮らすようになってから何度か湊は二人の家に遊びに来ていたので面識はあったが、こうやって二人で話すとなると、酷ひどく緊張する。背中に冷や汗が流れていくのがわかった。

        「きょ、響平が言ったんだろ」

        　そう言うと、視線をそらしていても湊が笑ったのがわかった。

        「ばれましたか」

        「うん。俺が心配だから見て来いって、そう言われた……」

        「あたり」

        　湊がそう答えると、あとは会話がなかった。居心地が悪い。まるで就職試験の面接みたいだ。何を答えれば良いのか、何を話せば良いのかまるで分からず、三歳も年下の人間相手にもこうなのだと、そんな自分が情けなくなってきた。

        「具合悪いですか」

        　湊が聞いてくるのに、隼也は首を振った。すると湊が下から覗き込んでくる。それにびくりと体を揺らした。

        　それを見た湊が笑う。隼也はその顔をチラリと見て、響平とはまた違った笑顔だと思った。屈託のない、幼い笑顔だ。男らしさが溢あふれているのに、どこか愛嬌があって可愛い。これは女にもてるだろうなと思い、響平が、湊は女を切らしたことがないと言っていたのを思い出していた。

        「大丈夫ですよ」

        「え？」

        「無理して話さなくて大丈夫」

        「あ……ごめん」

        　気を遣つかわせたことと、そして自分の心が見透かされていたことに何だか気まずくなってまた視線をテーブルに落とした。湊は気にしていないのか、ソースカツ丼を口に放り込んでいる。

        「謝らないでくださいって」

        「響平が、変なお願いしちゃったね。あいつの我が儘、無視して良いから」

        「それ、隼也さんが言うんですか」

        　楽しそうに言う湊に、隼也は少し笑う。

        「あいつの唯我独尊ぶりったらないですよね。隼也さんよくあんなのと一緒に住んでますよね。尊敬しますよ、マジで」

        　全く嫌味無くそんなことをいう湊に、隼也は知らず笑っていた。

        「酷ひどい言いい様よう」

        　湊はそれにニッコリ笑った。

        「笑ってくれましたね。笑顔、凄い嬉しいです」

        　隼也はその言葉に恥ずかしくなって、顔を赤くするとまた下を向く。食欲はなく、うどんは中々減らなかった。

        「余計な事言っちゃいましたね。すいません」

        「あ、ううん。俺が悪いんだ。ごめん、俺、あまり人と話すの得意じゃないから」

        「謝るのはなしですよ。それにそんなこと、とっくに分かってます。俺はキョウちゃんに言われたからだけじゃなくて、俺が隼也さんに会いたかったんですよ」

        　端正な顔でそんな台詞をさらりと吐き出す湊は、顔だけではなくこんな所も魅力的なのだろう。自分とは対極にいる人間だ。響平ともまた違った人間ではあったが、人を惹きつける要素を十分に持っていると思った。

        「せっかく同じ大学にいる同郷の先輩ですからね。色々教えてください」

        「そうだね」

        　そう答えると、湊はまた笑った。愛想笑いをする人間ではないだろう湊が笑うと言うことは、心から笑っているのだろうと思い、隼也はそれが嬉しかった。そして自分が笑ったのが嬉しいと言った湊も、同じ気持ちなのだろうかとも思い、それも嬉しかった。

        　それから湊は、毎日隼也が昼食をとる西食堂にやってきては話をした。研究室でも必要最低限の会話しかせず、まともに話をするのは響平だけだという生活を送っている隼也が、湊と打ち解けるのにはそう時間はかからなかった。

        　珍しいと自分のことながら思う。こんなに早く誰かと打ち解けるなど、今までなかった。幼い頃から湊を知っているからと言うのもあるだろうが、それ以外にも、自分を押しつけることもなく、そして何も要求することもない湊は優しい男で、一緒にいて安心感があるからなのだと隼也は気がついていた。いつしか隼也は、湊と取る昼食が一日の中での楽しみになっていた。

        　今日も湊は西食堂にやって来た。７月に入ってから急に温度が上がり、外を歩くとすぐに汗だくになる。湊も白いＴシャツを肌に張り付かせて、汗を額から流しながらやってきた。

        　背が高く、筋肉質の体だというのがＴシャツの上からでも分かった。発達した胸筋と太いわけではないが余計な贅肉のない二の腕が、妙に艶なまめかしい。ずっとなりを潜ひそめていた男に対する欲が一瞬だけ湧いてきて、隼也は思わず目をそらすと、小さな声で聞いた。

        「夏休み、まだなの」

        「授業、取れるだけ取ってるから」

        「今日のテストどうだった？　今更だけど、過去問とかあるぞ」

        「ありがとうございます。でも、もう貰いましたから大丈夫です」

        　そうだろうなと隼也は思った。湊は、先輩どころか、クラスの人間とも馴な染じめなかった自分とは違うのだろう。

        「隼也さんはいつから夏休みですか？　どれくらい授業取ってるんですか」

        「俺はお前と一緒で、早めに授業をとったから、４年になってからは授業ないんだ。だけど研究室があるから、夏休みは最終週から」

        「あぁ、村井教授のとこでしたっけ。厳しくて有名ですよね。でも、就職は良いとこいけるから人気あるんですよね。よく入れましたね。頭良いんだ。就職先はどこなんですか」

        　それに隼也は答えず、冷やし中華を口にする。気まずい雰囲気に、湊はすぐに自分の言ったことが失言だと気がついた様だったが、謝ることはせずに、コップの水を一気に飲み干した。

        「隼也さんは、夏休みどうするんですか？　就活？」

        「就活はもうしないかな。バイトする予定。湊は実家？」

        「俺もバイト三昧ですかね。とにかく稼げるときに稼がないと」

        「そっか」

        　湊の実家は幸こう田だ家けと近い。家族構成も似た様な物で、両親と湊と妹の四人家族であった。同じようなサラリーマンの共働き世代だ。おそらく世帯収入も同じくらいであろう。裕福ではないが、子ども二人を大学に行かせられるくらいの金はある筈はずだ。しかし、いくら国立大学だとしても、東京で一人暮らしとなるとまた違うのだろう。湊は、家賃と学費は親に払って貰っていたが、生活費のほとんどを自分でまかなっている様であった。奨学金もわずかだが貰っているらしい。

        　響平も同じような物であったが、隼也に学費などがかからない分、響平一人に金がかけられる。私立大学であったが、家賃の他にも生活費を貰っており、バイトの賃金は遊ぶ金になっている。湊に比べれば、大分恵まれている。

        「就活しないって、どうするんですか」

        　それには答えず、隼也は冷やし中華を口にする。湊はそれ以上は聞いてこなかった。

        「バイト、何してるんですか」

        「昔紹介して貰った、Ｎ研究所の手伝い。ひたすら音を録音しては、パソコンで処理するんだ。人によっては結構辛いみたいだけど、人と会わなくていいし、俺にはあう。給料も結構いいんだ」

        「へー、楽しそう」

        「だよな。何で皆嫌がるんだろ」

        　そんな話をしていると、向こうから一人の女性がやってくるのが見えた。こちらまでやってくると、湊の後ろに立ち、湊の肩を叩く。

        「おう、美み優ゆ」

        　湊は振り返って女の顔を見ると、そう言って笑った。

        　美優みゆと呼ばれた女性は、華奢な体をした小柄な女性だ。ここの学生なのだろうか。工学系には珍しく、フェミニンな雰囲気でとても可愛らしい。

        「彼女？」

        　聞くと、湊が頷うなずいた。

        「友達？」

        　美優は響平の隣に座ると、頬杖を着いて響平に聞いた。

        「同中の先輩の半はん田ださん。て言っても、三歳違うから、かぶってないんだけどね。友達の兄ちゃんなんだ」

        「ふーん」

        　美優は大きな、くりくりとした目で隼也の顔を見てくる。それに隼也は、可愛いと思うどころかぞわりとした物を感じて、目をそらした。

        　女性が少ない工学部の男子生徒は、女性に対しては主に二つに分かれる。外に狩りに行く者と、中にいる女性に夢中になる者とで別れるのだ。

        　やはり女性が少なければ、必然的にその女性は魅力的に見えるのだろう。それに群がる男子がいる一方で、男としての魅力があり、女性と接することを厭いとわない男子は外に彼女を見つけに行くのだ。

        　湊はてっきり後者だと思っていたので、校内で彼女を作ったのは以外であった。しかしそれと同時に、これだけ可愛らしい女性なら、かなりモテるであろう。競争率も高いはずだ。そんな女性を射止めるのだから、湊にはかなり魅力があるのだろうというのがかわる。

        「三歳差ってことは４年生ですよね。どこの研究室ですか」

        「あ、えーと……」

        「村井教授」

        　上手く受け答えできない隼也の代わりに、湊が答えた。

        「村井教授のことって競争率高いですよね。半田先輩凄い……」

        　そう言った後、美優はあっ、と小さな声を上げ、湊の手を引っ張った。

        「ねぇ、湊。ちょっと話があるんだけど、いいかな」

        「え、何？」

        「ご飯食べ終わってるじゃん。行こうよ」

        　美優はそう言って、半ば無理矢理に湊を立たせると、湊を連れて食堂を出て行った。

        　何となく嫌な予感がすると隼也は思った。そしてその予感は見事的中した。翌日、昼飯を食べに来た湊は隼也の目の前に座ると、じっと隼也の顔を見てくる。それに居心地が悪くなり、何、と小さな声で聞いた。

        「隼也さん、同じ研究室の人、殴ったの？」

        　ストレートに聞いてくるな、湊らしい、と思って、隼也は手にしていた箸を置いて湊の顔を見た。

        「誰に聞いたの？　昨日の彼女？」

        　湊はそれに答えず、じーっと隼也の顔を見てくる。

        「うん、殴ったよ」

        「何で？　何かされた？　隼也さんが人を殴るなんて、考えられない」

        　それに隼也は首を振る。

        「何で？　湊、俺のこと何も知らないだろ」

        「知ってますよ。幼なじみでしょ」

        「俺じゃなくて響平がな」

        　それに湊は一瞬何か考えた様で、そっか、と呟つぶやいた。

        「キョウちゃんがいっつも隼也さんの話しするから、すっかり自分も幼なじみのつもりでいました。でも、キョウちゃんの話だけでも十分隼也さんがどんな人か分かってます」

        　真っ直ぐで真面目な男だな、と思って隼也は笑う。

        「何もされてないよ。ただ苛いら々いらしてただけ」

        「嘘」

        　湊はそう言うと、下を向いた隼也の顔をじっと見つめてくる。真っ直ぐな視線が、隼也には痛い。

        「嘘じゃないよ」

        「そんな理由で殴る奴は、もっと相手を悪く言ってる」

        「どうでもいいだろ。相手を鼻が折れるまで殴った。それだけだ」

        「そう」

        　軽けい蔑べつされるかな、と思ったが、湊はそう答えただけだった。

        「隼也さんは、キョウちゃんと出来てるの？」

        　今度は違う質問をしてきた。隼也は驚いて体を硬直させる。

        「え？」

        「弟と出来てるって噂みたいだよ。近親相姦だって言われてる。本当？」

        「ち、違うよ。そんな訳ない」

        　何とか声を絞り出す。嘘ではない。しかし、後ろめたさから、声が震えた。

        「そうだよね。変なこと聞いてごめん」

        　そう言って、湊は頭を下げた。

        「その話、響平には絶対に言わないで」

        　そう言って湊の目を見ると、湊はじっと目を見返してくる。真っ直ぐなその目は隼也には眩しすぎて、長く見つめ返すことが出来ない。

        「キョウちゃんに話すとまずいの？」

        「そりゃまずいよ。こんな酷ひどい兄だって知られたくない」

        「ふーん」

        　湊は納得していない様子であったが、ひとまずそこで話を終えてくれた。

        「お前も、俺と一緒にいると変な噂されるよ。もうここには来るなよ」

        「何で？」

        「え？」

        「別に俺は俺のやりたいようにやるし。この歳になって、つるむとかもないから」

        　その言葉に、あぁ強い男なんだな。こういう所は響平と似ている。湊と響平はまるで違うように感じるが、底は一緒なのかもしれない。自分とはまるで違う、信念を持ち得ることが出来る人間だと思った。

        「そんなことよりさ、今日で試験終わりだから、隼也さんの家、遊びに行ってもいいですか」

        「うちに？」

        「そう。久しぶりに隼也さんの飯、食いたい。勿論、金は払いますから」

        「いいよ、二人分も三人分も一緒だから」

        　自分などが作る飯を食いたいなど、変わっているなと思ったが、料理の腕には自信があった。料理は科学だ。何故そうする必要があるのか考えながら料理をするのが好きだった。

        　型どおりの料理しか出来ないが、一度覚えたレシピは忘れない。料理というのは感覚的に思えて、実は理論的であるので忘れないのだろう。

        「何食べたい？」

        「何でもいい」

        「作る方はさ、何でも良いが一番困るんだよ」

        「じゃあ今日一緒に帰りましょうよ。帰りに買い物して帰ろう」

        「湊、チャリだろ」

        「ママチャリだから二ケツ出来ますよ。後ろ、乗っていって」

        「うちまで、十五キロはあるよ」

        「大丈夫。電動だから」

        　隼也は何の問題も無いといったように答える湊に、苦笑する。

        「俺、終わるの３時頃だと思う」

        「じゃあ、それまで待ってます。終わったら連絡ください」

        「いいの？」

        「いいの」

        　そう言って湊はトレーを持って立ち上がると、手を振って食堂から出て行った。

        　１５時を少し過ぎた頃に実験が終わり、湊に連絡をするとすぐに来れると連絡が返ってきた。正門で待っていると、自転車を押して湊がやってくる。

        「年期入ってるな」

        「うん。かーちゃんの買い物用の貰った。まだ現役。凄いですよね」

        　大きな体に合っていないママチャリに、思わず隼也は笑った。

        「お前、チャリンコ似合わなすぎ」

        　そう言って笑う隼也を見て、湊は驚いた顔をして隼也を見てきた。

        「何？」

        「隼也さんのそんな笑い、初めて見た。めっちゃ可愛い」

        　またそういうことを言う。隼也はそう思いながら顔を赤くした。

        「赤くなった。ますます可愛いです」

        「お前、馬鹿だろ」

        　そう言って、顔をふいっと反らすと、湊はごめんごめん、と言って両手を顔の前で合わせた。

        「じゃあ乗って」

        　自転車にまたがった湊が言うので、後ろの荷台に座った。

        「重いよ」

        「余裕」

        　湊はそう言って、軽快に自転車を漕こぎはじめた。

        「暑いな。大丈夫？」

        「気持ち良いですよ」

        　湊のうなじには汗がにじみ出ていた。玉の汗はキラキラと光って綺麗だ。まだまだ日差しは強い。隼也は信号で止まると、リュックから水筒を出して、それを湊に差し出した。

        「飲む？」

        　言った後、自分の飲みさしでは嫌かなと思って言ったことを後悔したが、湊はそれを受け取ると、ありがとうと言ってぐいっと飲んだ。あまり人と接したことのない隼也にとって、それが当たり前なのか分からなかったが嬉しかった。

        「涼しー。天国」

        　スーパーマーケットにつくと、湊はＴシャツの胸元を掴んでパタパタと煽あおった。

        「お疲れ様」

        　大量の汗を流している湊にタオルを差し出す。

        「やさしーな、隼也さん。まるでオカンだね」

        「響平の兄、もう十年以上やってるからね」

        「いいな、俺も隼也さんみたいな優しい兄ちゃん、欲しい」

        　いや、俺みたいな最低な兄がいなくて良かったよ、と隼也は内心で呟くと、湊のＴシャツが張り付いた体を見た。そして、最低だ、ともう一度心の中で呟つぶやいた。

        「夕飯、どうしよっか。さっぱりした物がいい？」

        「いや、がっつりでも全然オーケーです」

        「若いね」

        　苦笑いをすると、魚売り場で海老が特売になっているのを見た。

        「スペイン料理にしようか」

        「何それ、オシャレ」

        「なんちゃってだよ。前に作った魚介のスープ、冷凍してあるんだ。パエリアと、アヒージョとガスパッチョでいい？」

        「何語かよくわからないけど、それでいいです」

        　隼也はちょっと予算オーバーだな、と思いながら、テストも終わったみたいだし、たまには豪華にしても良いかと思い、カゴに食材を入れていった。

        　家に帰ると、まだ響平はまだアルバイトから帰ってきていなかった。すでに夏休みに入った響平は、朝からバイトに精を出している。

        「何手伝えば良いですか？」

        　手を洗った湊が聞いてくる。

        「台所、狭いから二人いると逆にやりづらいんだ。座ってて良いよ。良かったらシャワーも使って」

        「じゃあお言葉に甘えて、シャワー借ります。汗でベトベト」

        「頑張ったもんね」

        　そう言って笑って見せて、湊の背中をぽんと叩くと、湊は何故だか少しだけ顔を赤くした。

        「これ、バスタオル」

        　バスタオルを渡すと、湊はシャワーを浴びに行った。隼也は食材の下準備を始める。

        「良い匂い」

        　海老を焼き付けていると、湊が風呂から出てきて手元を覗き込んできた。響平と同じシャンプーの匂いがして、少しドキリとする。

        「座ってテレビでも見てて」

        「人が料理するのを見るの好きです。邪魔にならないようにしますから」

        　じっと見てくる湊に照れくさいと思いながら、隼也は料理を続けた。

        「ただいま」

        　小さなテーブルに所ところ狭せましと作った物を並べていると、響平が帰ってきた。

        「お帰り」

        　湊と二人で同時に言うと、響平は湊の顔を見て笑った。。

        「何、来てたの」

        　響平は着ていたＴシャツを脱ぐと、上半身裸になった。

        「来客中に止やめろよ」

        　隼也が言うと、響平は笑う。

        「客って、湊じゃん」

        　響平は鞄からアルバイトで使ったＹシャツとエプロンを出すと、洗濯機に突っ込んだ。

        「臭くなるから、洗濯機の中にいれるなよ」

        「へいへい」

        　響平は適当に返事をすると、洗濯機から服を取り出すことも無く、シャワーを浴びに風呂に入った。それにため息をつくと、洗濯機から響平の服を取り出して洗濯籠に入れた。

        「響平出てくるまで、もう少し待ってて貰って良い？」

        「勿論」

        「ごめん。お腹、減ってるよね」

        「減ってるけど、大丈夫です。本当、優しいお兄ちゃん」

        　それに苦笑いをすると、折りたたみ式の椅子を取り出してセットし、響平が出てくるのを待った。

        　響平は、上半身裸に短パンという格好で脱衣所から出てくる。夏になってからいつもこうで、隼也は目のやり場にいつも困っていた。

        「服、着ろって」

        　響平は、隼也の言葉を無視して勝手に冷蔵庫から缶酎ハイを取り出すと、プルタブを開けて、それをぐいっと飲んだ。

        「お前、まだ未成年」

        　隼也が慌てて缶を取り上げようとしたが、響平はそれを交わして、もう一口飲んだ。

        「隼也君だって大学に入ったら酒解禁だったろ。合コンとかで飲まないの、あり得ないから……って、そっか。隼也君、飲み会とか合コン行く様な友達いないもんね」

        　機嫌が悪いな、どうしたんだと思って響平を見ていると、響平は椅子にどさりと座った。

        「お前、いくら兄弟だからって言い方考えろよ」

        　湊が不快そうな顔をして、響平に言う。響平は湊の顔をぐっと睨むと、その髪を触った。

        「風呂、入ったの」

        「あぁ、借りたけど」

        「ふーん」

        　無表情のまま、何の感情もこもっていない様に響平が言うと、チラリと隼也の顔を見てくる。

        「俺、今日湊が来ること聞いてないし……何俺の知らない間に仲良くなっちゃてんの」

        　何を言い出すのだと思い、隼也は響平の顔を見た。

        「このご馳走も湊のため？　俺、早く帰ってきて良かった。ほんと、目離すと何するか分からないよね。人の友達に手出されたらたまんないし」

        「は？　お前何言ってんの」

        　湊が顔をしかめて響平の顔を見た。それを見て、隼也は慌てて出来る限りの愛想笑いをした。

        「響平、馬鹿だろ。ほんと、こういう冗談、笑えないよね」

        　湊はじっと隼也の顔を見てきたが、何か言うことはしなかった。

        「せっかく作って貰もらったの、冷めちゃいますね。食べましょうか」

        　場を和ませる様に言う湊に、響平もそれ以上は何も言わなかった。

        「お前はお茶飲め」

        　隼也は響平から缶酎ハイを取り上げて、ぐいっと飲んだ。

        「隼也さん、結構酒飲むの？」

        「結構は飲まないけど、好きだよ」

        「外では絶対飲まないでよ」

        　響平は隼也が酒を飲むたびにそう言う。鬱うつ陶とうしいが、心配をしているのだろう。

        「何か、キョウちゃん、束縛の激しい彼氏みたい。かなり引くわ」

        「しょうがねぇんだよ。この人、変質者ホイホイだから。しょっちゅう危ない目にあってんの」

        　パエリアを口に頬張りながら、響平が言った。

        「え、そうなの？」

        「そう。学校帰りに車に押し込まれそうになったりとかさ。隼也君、見かけひ弱だけど、バスケやってたから結構腕力あるし、足も速いんだよね。未遂に終わったから良かったけど」

        　余計なことを言うなと隼也は思う。男なのに、そんな目に何度も会っているというのは、やはり恥ずかしい。一度なら相手が悪いで済むが、何度も繰り返しそう言う目に会うと、自分が悪いのではないかと思えてくるし、また、他の人間もそう思っているのではないかと思うのだ。

        「本当は俺が大学の送り迎えしたいくらいだけど、さすがにそれは出来ないから」

        「大丈夫だよ。もう子どもじゃないし、こんな大人の男、襲う奴いないって」

        　苦笑いをすると、響平がじっとこちらを見てくる。

        「じゃあさ、ここ１年で何回痴漢に遭あったよ」

        　それに隼也は黙り込む。そんなに頻ひん繁ぱんではないが、１ヶ月に一回は痴漢に遭そう遇ぐうしている。しかし、そんなことを言ったら、それこそ響平が毎日送迎すると言い出しかねないので、絶対に言えないと思った。

        　そんな隼也に響平はため息をつく。

        「湊も、気をつけてやってよ。目を配ってくれると助かる」

        　今度はそれに隼也がため息をついた。

        「どうやって気をつけんだよ。学校内で会うことなんてないんだぞ。昼間だって、お前が言うからわざわざ西まで飯食いに来てくれてる。ほんと、俺、大丈夫だから」

        「大丈夫じゃねぇよ……」

        　響平が呟くのに、思わずといった感じで湊が吹き出して笑った。

        「ほんと、変わらないよな。昔っから兄ちゃんに兄ちゃんって……これだから彼女も出来ないんだって」

        「うるせぇな。湊だって隼也君みたいな兄貴がいたら同じだって。優しくて、頭良くて、可愛くて、何よりも俺の事すげぇ好きなんだぜ。一緒にいると落ち着くって言うかさ、彼女なんていらないって思うから」

        　何てことを言うんだと思って、隼也は呆ぼう然ぜんとする。響平は無邪気にとんでもないことを平気で言う。他意がないのかもしれないが、隼也からしてみれば堪たまらない。

        「いや、それ、わからない。でもまぁ、変質者に狙われるって言うのは何か分かる気がする。何だろ。こう、派手ではないけどよく見ると凄い綺麗で、宝石の原石みたいな？　そういうのが男心をくすぐるのかな」

        「湊まで、そんなこと言う」

        　じっと見つめてくる湊に、隼也は目をそらして小さな声で言った。

        「いや、だってさ、隼也さんの目、凄い綺麗だよね。何だろ。真っ黒なのに、何か青くて綺麗なんだよね。青い光が揺れてるみたいに見える。凄く綺麗」

        　何を言ってるんだと思って顔を上げると、じっと湊がこちらの目を覗き込んでくる。気まずくて再度顔を伏せると、響平がばんっ、とテーブルを叩いた。

        「ふざけんなよ、湊。お前、人の兄貴に何言ってんの。気持ち悪いんだけど」

        「は？」

        「何、湊。女好きのくせして、男もイケんの？」

        「お前、何言ってんの？」

        「だから、キモいって言ってんの」

        　ぐっと湊を睨み付ける響平に、湊も睨み返す。空気が険悪になっていくのがわかった。

        「ちょ、止やめろよ」

        　隼也が止めるが、二人とも隼也の言葉は耳に入っていない様だった。

        「それ、お前が言うのかよ。お前の方がよっぽどキモいよ。兄ちゃん、兄ちゃんって、ブラコン通り過ぎてんだろ。案外、隼也さんを変な目で見てんのはお前じゃねぇの」

        「ふざけんなっ！」

        　響平が立ち上がると、湊は冷静にその顔を見上げた。

        「響平、座れよ」

        　隼也が響平の顔を見上げて、静かに言った。いくら何でも、響平の言っていることはおかしい。何も知らない人間から見たら、頭がおかしいと思われても仕方が無い。湊の言うことも、もっともだと思った。

        「何だよ、こいつの味方するのかよ」

        「ガキかよ。お前がそんなだから、隼也さん、大学で孤立してんだよ。お前だろ、隼也さんの研究室の人、殴ったのって」

        　響平は驚いた顔をすると、隼也の顔を見てきた。言わないで欲しいと言ったのに、と思って湊の顔を見たが、湊は全く悪びれていない。

        「言わないでとは言われましたが、言わないとは約束してない」

        　その通りだと思ったが、だからといって今言うこともないだろう。冷静に見えるが、湊も興奮しているのかもしれない。

        「何、やっぱりあのオタクに何かされてんの？」

        　響平が隼也の顔を見下ろしてくる。

        「されてない」

        「嘘つくなよ」

        　響平の目の色が変わった。あの目だ。田島とのことを見られたときに見た目だった。危険だと思った。

        　響平は我わが儘ままで奔ほん放ぽうだが、その怒りのままに行動したと聞いたことはない。ただ隼也のことになると、我を忘れたようになることがある。それは隼也だけが知っていることで、多分、湊も知らない響平の一面だ。

        　このままではあの時のようになると思い、隼也は立ち上がってタッパーウェアを取り出すと、そこにパエリアを入れ、洗った水筒にガスパッチョを入れると、ビニール袋に入れて湊に渡した。

        「ごめん。せっかく来て貰ったのに。今日は帰って貰っても良い？」

        「え、でも……」

        「ごめん」

        　有無も言わせずと言った感じで、湊を立たせると玄関に追い立てた。

        「二人で、大丈夫なんですか」

        　湊が見下ろしてくる。良い男だ。顔だけではない。全くの他人を気にかける優しさがある。そう思いながら、大丈夫だから、と呟つぶやいた。

        　玄関の扉が閉まり振り返ると、響平が立ったままこちらを見てた。

        「やりたいの？」

        「は？」

        「やりたいんだろ。湊、良い男だもんな」

        「響平！」

        「でも、湊、女好きだよ。今付き合ってんのは同じ学部の子だって。写真見たけど、凄い可愛かったよ」

        　隼也は、何を言い出すんだと思って、ソファに座った。せっかく作った食事も、食べる気にはならなかった。

        　響平が隼也の隣に座る。触ふれられたく無いと思って、心なしか体を離した。

        「知ってるよ。下らないこと、言うな」

        「好きなの？」

        「そんなわけ無い。馬鹿なこと言うな」

        「でも、隼也君、湊の前だと他とは違うよね」

        「話しやすいだけだ」

        「ふーん」

        　響平は隼也の腿ももに手を置いた。それを隼也は払う。

        「俺、お前、甘やかしすぎたかな。ちょっと、考えた方が良いな」

        「何を？」

        　それには答えずにいると、再度響平が隼也の腿ももに手を置く。そしてそっと撫でてきた。それに顔をしかめる。

        「手、どかせよ」

        「恋人無しって辛いよね。隼也君も男だもんね。やっぱり、やりたいの？」

        　隼也は、今度は少し声を荒げた。

        「手、どかせっ」

        「だからって湊は駄目だよ。俺の友達だし、女好きだし、隼也君が傷つく。だからさ、俺、相手して上げようか」

        　隼也は、響平が何を言っているか分からずに、響平の顔を見つめた。聞き間違いだろう。そう思った。しかし、聞き返すことは、怖くて出来ない。

        「そうだ、それいいじゃん。俺、隼也君のためなら出来るよ。そういう経験ないし、そろそろいい歳だし、してみたいんだよね。でも、彼女はいらないよ。隼也君にだけ恋人作るなって言っておいて、俺が作ったらずるいからさ」

        　ニコニコと笑う響平が、宇宙人のように思える。これは自分の知っている弟ではない。そう思った。

        「お前、何言ってんの……」

        「隼也君だって、おもちゃじゃ物足りないでしょ。自分の兄がアナルにバイブ突っ込んでるのって、凄く情けないし」

        　隼也は響平の手を振り払って立ち上がると、自分の部屋に戻ろうと歩き始めるが、響平に手首を捕まれて、そのまま響平の体に引き寄せられた。

        「隼也君の部屋に、おもちゃいっぱいあるの知ってるよ。変態だよね。でも、仕方ないかなって。アナルで感じるんだもんね」

        「やめろ……」

        「男とやるのは、やっぱり許せないからさ、俺で我慢しなよ」

        「いい加減にしろ！」

        　あの時、田島との事を責められ犯されそうになったときと同じように、強い誘惑が隼也の体を支配した。響平の匂い、胸の感触、腕の強さ、どれも欲しい。ずっと、ずっと欲しかった物だ。

        　どんなつもりで響平は言っているのか。響平は間違いなく自分を欲している。しかしそれは、自分とはまるで違う感情だ。子どもが愛情を欲しがるのと同じで、ただの独占欲でしかない。隼也はそう思った。

        「馬鹿言うな。お前の方が変態だろ。お前とやるくらいなら、バイブ突っ込んでた方が良いに決まってる」

        　響平から体を離して立ち上がると、響平の顔を見下ろす。響平の目が一瞬だけ歪んだ。しかし、すぐに響平は立ち上がって、笑って見せた。

        「冗談だよ。自分の兄貴が友達に手を出すなんて、凄い恥ずかしいからさ、牽けん制せいしただけ」

        「お前、彼女作れ」

        「え？」

        「俺は、恋人は作らない。いらないよ。だけど、お前は彼女作れ。お前の言うとおりだよ。性欲が溜まりすぎてるから、そんな風になるんだ」

        「いいの？」

        　響平が隼也の髪をかき上げてくる。綺麗な長い指。この手で、女性を愛して上げればいいのだと思った。その方が、諦あきらめが付く。

        「隼也君は、俺に彼女が出来て、隼也君以上に大事な人が出来て、それでいいの？」

        「良いに決まってるだろ。いっつも、言ってんだろ。馬鹿だな」

        　響平はそれに笑うと、わかった、と言った。何故だかその笑顔は、少しだけ寂しそうに見えた。

        　翌日、湊からスマートフォンにメッセージが来た。読むと、昨日のお詫わびとお礼がしたいとあった。お詫びをするのはこちらだと思いながら返信をしたが、湊は湊なりに空気を悪くしたことを申し訳ないと思っているらしく、お互いバイトがない日に、昼飯でもどうかと来ていた。

        　どうしたものかと考えたが、結局隼也は了承をした。正直言えば、湊と話すのは楽しい。人と接することに飢えているのだろうと自分でも分かっていたが、響平以外と話せるのが嬉しかったのだ。

        　三日後、湊が隼也の家に迎えに来た。湊の家までは自転車で３０分。電車でも行けるが、かえって時間がかるのと、電車代が勿体ないからと、湊は自転車で迎えに来た。隼也は呆あきれ半分、嬉しさ半分で湊を出迎えると、そのまま自転車の後ろに乗って湊の家に向かった。

        「湊、元気だよね」

        「そうですか」

        「真夏に自転車漕いで、尊敬するよ」

        「電動ですからね」

        「昼飯、俺作ろうか」

        「そしたらお礼にならないでしょ」

        　湊はそう言うと、そのままどこにも寄らずに湊の家まで隼也を連れていった。

        　湊の家はワンルームのアパートだ。以前隼也が一人で住んでいたアパートに似ている。玄関に入るとすぐに台所があり、カレーライスの匂いがした。ルーを使うカレーではなく、スパイスの利いた匂いだ。

        「良い匂い。インドカレー？」

        「そんな凄いのじゃないけど、ちょっとスパイス使ってみました」

        「凄い。美味しそう」

        　奥には８畳ほどの部屋があり、そこに案内された。台所は狭く、コンロは二口だ。しかし、トイレと風呂が別な分、隼也が以前住んでいたアパートよりも住みやすそうだと思った。

        「隼也さんみたいに美味くはないけど、これだけは得意なんです」

        　そう言って、湊は冷蔵庫からボウルを取り出し、何かをこね始めた。

        「何それ？」

        「ナンです」

        「本格的」

        「ナンは作るの簡単なんですよ。発酵もほとんどいらないし」

        「へー」

        「狭くて申し訳ないけど、座ってて下さい」

        　隼也は、湊に言われたとおりに部屋に入ると床に座った。部屋の中にはシングルベッドと、小さなローテーブルが置かれている。小さなテレビの横には棚があり、そこにはアメコミのフィギュアや漫画が並んでいた。カーテンレールには服の掛かったハンガーが掛けられており、散らかってはいないが、綺麗でもない。いかにも男性の部屋、といった感じであった。

        「カレーオンリーでサラダとかもないですけど」

        　そう言って、湊がカレーとナンを持ってきてテーブルに置いた。バターの匂いがして、とても美味しそうだ。

        「昼間だけど、飲みますか？」

        　湊は、先日家で飲んだ缶酎ハイと同じものを冷蔵庫から出してきた。

        「駄目だよ、未成年だろ」

        「俺は飲まないですよ。隼也さん飲むかなと思って買っておきました。昼間から酒って、何か背徳的で最高なんでしょ？　親父がよく言ってました」

        「そうだな。確かに昼間って飲まない。ありがと。この間飲んでたの、覚えてくれてたんだ」

        　そう言って受け取ると、湊はニッコリと嬉しそうに笑った。

        「いただきます」

        　ナンをちぎってカレーを食べると、バターのコクと、玉たま葱ねぎの甘みと、肉の旨みと、スパイスの刺激が口の中に広がった。

        「美味い。これ、店で食べるみたいに旨いな」

        　それに湊はほっとした顔をする。

        「良かった。口に合わなかったらどうしようと思ったんです」

        「ありがとう。凄く嬉しい」

        「この間のパエリア、凄く美味しかったです。それには敵かなわないけど」

        「何言ってんだよ。俺なんかのより、全然美味い」

        　そう言って、ナンをちぎってはカレーに付けて食べた。暑い夏に辛いカレーは良くあっていて、あっという間に皿は空になった。

        　遠慮無くおかわりをして、食べ終わると皿を台所に持って行く。洗い物をしていると、俺がやりますよと湊に言われたが、構わず洗って部屋に戻った。

        「横になりません？」

        　湊がテーブルを片づけると、ごろりと横になる。

        「食べ過ぎた」

        　それに隼也は笑うと、同じように横になった。初めて来た家で図々しいかなと少し気になったが、湊は全く気にしていない様で、隼也の方を見て笑うと、次に真顔になって聞いてきた。

        「隼也さん、大丈夫でした？」

        「何が？」

        「この間のキョウちゃん、何かやばかったかなって」

        「あぁ、あれ。いつものこと」

        　そう言ってみせると、湊は少し変な顔をした。困っている様な、疑っている様な顔だ。

        「俺、ちょっと甘やかし過ぎたかな。優しい虐待ってやつかも。俺が響平を、あんな風にしちゃったのかな。でも、あんな風になるの俺にだけだろ。外で繕つくろえていれば別にいいかって……でもやっぱり良くないよな」

        　一人ごとのように呟くと、湊が起き上がって首を振った。

        「隼也さんのせいじゃないよ。隼也さんはキョウちゃんの家に行ったとき、まだ小さかった。違う家族に入って、そしたら気を使うに決まってる。子どもの頃ならそれが分からなくても仕方ないけど、もうキョウちゃんも子どもじゃないんだ。何で隼也さんが優しかったのか、何でキョウちゃんを甘やかしたのか、気づかないと駄目だ」

        　隼也はそれに驚いたが、目を瞑つぶって両手で顔を覆おおった。

        　湊は優しい。嫌になるくらいに優しい。そして色々と見える男でもある。それが嬉しくもあり、恐ろしくもある。

        「そうかもしれない。だけど、あれが響平の魅力でもあるんだ」

        　隼也はそう言うと、手を顔からどけ、起き上がって湊の顔を見た。

        「湊、響平の友達でいてな」

        「何言ってんですか。勿論ですよ」

        「あいつ、凄い愛想良くて、誰とでも付き合えるけど、本当に心を許してるのは湊だけだ。だから、湊にはあんな風に怒るし、本音も言える。あいつは、湊を大事に思ってる。だから、どうしようもない奴かもしれないけど、ずっと友達でいて欲しい」

        「分かってます。俺も伊達だてに小学校の頃からの付き合いじゃないですから」

        「そうだよな。俺よりも、よっぽど響平のこと、わかってるよな」

        　隼也はそう言うと、もう少しだけ湊の優しさに甘えてみたいと思った。湊なら、許してくれるかもしれないと思ったのだ。

        「響平が湊以外に心を許さないのも、俺のせいなんだろうと思う。俺が甘やかし過ぎて、居心地が良すぎたんだ。他人と過ごすのは面倒で忍耐がいるもんな。でもそれは響平だけじゃない。俺も響平に依存しすぎた。もういい加減、お互いが一人立ちしないといけないって思う」

        　湊はそれに、肯定も否定もしなかった。ということは、湊も隼也の言うことに賛同しているということだろう。

        「湊がもし良かったらさ、暇なときはうちに遊びに来てよ。飯、食いに来るだけで良いから……って、忙しいから無理だよな」

        「キョウちゃん、嫌がるんじゃない」

        「まさか。喜ぶよ」

        　湊はそれに頷うなずいた。それに隼也はほっとする。先日の一件で、響平と二人でいることに限界を感じた。一緒にいたいが、いたくない。離れたいが、離れられない。だから、湊に緩衝材になって貰おうとしている。都合のいい話だと思うが、優しい湊にすがりたいと思ったのだ。

        「ありがとう」

        　そう言うと、湊は困った様に笑った。その笑顔の意味が、隼也には分からなかった。

        　

        ＊

        　

        　昼飯を食べていると、湊がやってきて目の前に座った。

        「隼也さん、今日行ってもいい？」

        　湊は豚の生姜焼きに、味噌汁と大盛りの白米をトレーに乗せていた。体が大きく、運動もしているためか、湊はとにかく良く食べる。その食べっぷりが気持ち良くて、隼也は湊が食べるのを見るのが好きであった。

        「いいよ。何食べたい？」

        「何でも」

        　湊は夏休み中、良く隼也の家に来てくれた。夏休みが終わった後も、週二回ほど来てくれている。バイトが休みであったり、早く上がった日などだ。

        　もう十一月になり冬の気配が近づいていたが、相変わらず湊はママチャリに乗って隼也の家に来る。一緒に帰れる日は隼也を後ろの座席に乗せて、家まで送ってくれるのだ。

        「来てくれるのは凄く嬉しいけど、彼女、いいの？」

        「大丈夫。土曜日は会ってるから」

        「週一回じゃ少ないんじゃないの。逃げられるぞ」

        「学校でも会ってるから、そんなに会う必要ないでしょ」

        　そんなものかと思ったが、恋愛経験が豊富でない隼也にはよく分からない。もし自分であれば、好きな相手となら１秒でも一緒にいたいのにと考え、だから自分は駄目なのだなとも思う。湊の様に自立している人間になれたら良いが、自分はそんな理想とはかけ離れている。

        「俺なら、好きな人とならずっと一緒にいたいけど」

        「へー」

        　湊は目を大きくして、感心したような顔をした。

        「隼也さん、そういうタイプじゃ無いと思ってた。一人が好きなのかなって。以外」

        「そう？」

        「俺も、一緒ですよ。好きな人ならずっと一緒にいたいかも」

        「じゃあ、一緒にいなよ」

        「美み優ゆのことは好きですけど、じゃあずっと一緒にいたいかっていうと、そうじゃないんですよ」

        　隼也は、湊が意外に冷淡なのに驚き、その冷淡さに落胆するのと同時に、少しだけ安あん堵どもした。しかし、何故安あん堵どしたのか、隼也自身、わからなかった。

        「本当に好きじゃない？」

        「さぁ、どうでしょう。ただ、一緒にいても凄く楽しいとか、落ち着くとかないんですよね。でも一緒にいても嫌なわけはないし、やっぱりパートナーは欲しいですから」

        「モテる男は違うな」

        　ため息をつくと、湊は隼也の顔をじっと見てきた。

        「隼也さんは、彼女いないの？」

        「いないよ」

        「気になる子とかは？」

        「いないよ。出会いもないし」

        「へー勿体ない」

        　勿体ないって何だよと思いながら、湊の生姜焼きの皿を見る。すでに肉がなくなっており、隼也は自分の皿にある唐揚げを一つ、湊の皿に入れた。

        「くれるの？」

        「おかず、足りないだろ」

        「ありがとうございます」

        　無邪気に笑う湊の顔は、子どもの様で可愛いと思った。

        「優しいな、隼也さん。俺、最近キョウちゃんの気持ち分かるんようになってきた。確かに、隼也さんみたいなのが近くにいたら、彼女いらないですよね。俺、隼也さんならずっと側にいたいと思っちゃいますよ」

        「俺も、もう一人弟が出来たみたいだよ。もう一人の弟と違って、手はかからないけどな」

        　そう言うと、湊が嬉しそうな顔をした。

        「隼也さんが男で良かったですよね。もし女だったら、キョウちゃん絶対襲ってるって。さすがにそれ犯罪だし」　

        　湊の何気ない言葉に、隼也は表情を変えることはしなかったが、少し心が痛むのを感じる。

        　ノーマルな湊は、同性である弟を隼也がどんな目で見ているのか、考えもしないのだろう。おそらくそれは響平もそうだ。だからこそ、平気で一緒に住むのだろうし、不用意に接触もしてくるのだろう。

        「そんなことないだろ。男だろうが女だろうが、兄弟だから」

        「あ、すいません……」

        　謝罪の言葉を口にした湊は、隼也が幸田の家族であることにこだわっていると思ったのだろう。そうではなかったが、わざわざ訂正するのも面倒で、特に返事をすることはなかった。

        「まだ隼也さんは学校来るの？」

        「そろそろ卒研も終わりだし、単位取れそうだから、冬休み入ったらもう来ないかな」

        「来年はどうするんですか」

        「フリーターかな」

        　そう答えると、湊は何か言いたそうであったが、特に何か言ってくることはなかった。

        　湊の授業が終わると、一緒に自転車に乗って帰った。いつもと同じように、後ろの荷台に乗る。さすがに十一月ともなれば、自転車に吹き付ける風は冷たい。思わず身をすくめ、ジャケットの袖に手を入れた。

        「寒いですか？」

        　湊が自転車を止めて振り返ると、聞いてきた。

        「少しね」

        「じゃあ、これ着て」

        　湊が着ていたマウンテンパーカーを脱ぐと、それを隼也に差し出してきた。

        「いや、いいよ。湊寒いじゃん」

        「寒くないですよ。漕こいでたらすぐに暑くなるから」

        「いや、ほんと、大丈夫」

        「遠慮しないでくださいって。俺は暑いくらいですから。ほら」

        　湊はそう言って隼也の手をとると、自分のシャツの中に手を入れさせた。

        「うわ、隼也さんの手、冷たっ」

        　自分でさせておきながら、身をすくめた湊に隼也は笑う。確かにそこは温かい。それと同時に肌の感触としっとりと汗ばむ様子が伝わってきて、自身の鼓動がドクリと脈打つのを感じた。

        「じゃあ、遠慮無く」

        　そう言ってマウンテンパーカーを受け取り羽織る。このパーカーは湊が最近よく着ているものだ。顎あごの下までファスナーを閉めると、湊の大きな体がより大きく見え、よく似合っていて格好良かった。

        　大きなパーカーはジャケットの上からでも隼也の体を難なく包み込む。良い匂いがした。湊がよく付けている制汗剤の匂いだ。シトラス系の爽やかな匂い。香水ほどきつくはなく心地よい匂いだ。温かくて、とても心地が良かった。

        　隼也のアパートにつくと、自転車を自転車置き場に止めて、２階にある家のドアを開けた。玄関には響平の靴と女物の靴がある。客がいるのかと思って響平の部屋のドアを見ると、そこから声がしてきた。

        　その声は明らかに嬌きよう声せいであった。響平が女を連れこみ、セックスをしている。隼也はそれに気がつき、靴を脱ぐことも出来ぬまま玄関で凍りついた。

        「あ、彼女ですかね」

        　湊が小さな声で言う。

        　彼女。そうか、響平の彼女なのか。響平に、恋人が出来たのだ。

        「うち、行きましょうか」

        　耳元で湊が囁いた。それに隼也は無意識に頷うなずいたが、動くことが出来ずにいた。

        　湊が隼也の二の腕を掴んで、そっと引っ張る。隼也は湊に導かれるまま外に出て行った。

        　湊に二の腕を掴まれたまま階段を下りたが、地面に足を付けた瞬間、隼也は力が入らずにその場に崩れ落ちてしまう。

        「隼也さんっ」

        　湊が体を支えてくれるが、結局その場に崩れ落ちてしまい、そのまま座り込んで体を丸めた。動く気になれなかった。

        「ごめん。ちょっと、気持ち悪い」

        　吐き気がする。情けない。湊は無言で背中を撫でてくれていた。

        「大丈夫ですか」

        　通りかかったアパートの住人が、話しかけてくる。それに湊が、大丈夫ですと答えた。

        「動けますか。ここだと目立つんで」

        　頷くと、湊が腕を掴つかんで立たせてくれ、自転車置き場まで連れて行ってくれた。

        「後ろ、乗れます？」

        「うん」

        　湊は自転車にまたがると、後ろに乗るように言う。隼也が後ろに乗ると、湊は隼也の手を自分の腰に回させた。

        「しっかり捕まっててください」

        　隼也は素直にそれに従う。湊の大きな背中に寄りかかると、混乱していた心が落ち付いていくのを感じた。

        「横になってください」

        　湊の家に着くと、湊は自分のベッドに隼也を寝かせてくれた。そこも湊の匂いがする。ここで湊は女を抱いているのだろうか。そう思うとここに寝たくないと思ったが、それでも湊の匂いは心地よかった。

        「水、飲みますか」

        「いらない」

        　湊はそれ以上は何も話しかけてこなかった。一度家から出ると、何か買って戻ってきて、台所で料理を始めた。

        「ご飯、出来ました。食べられますか」

        　湊が手を差し出してきた。隼也はそれに掴つかまり立ち上がる。美味しそうな匂いがした。ホワイトシチューの匂いだ。何故だかそれに、育ての母である有ゆ紀きを思い出す。鶏肉に人参に玉葱にジャガイモ。たまにブロッコリーが入るときもある。隼也の大好物であったが、ホワイトシチューが出てくるときは、手抜き料理なのよ、と有ゆ紀きは申し訳なさそうに言っていた。

        　優しい人であった。愛情深い人であった。もう一度会いたい。会ってありがとうと言いたい。そして、ごめんなさいと言いたかった。自分なんかを育てさせてごめんなさい。こんな人間になってしまって、ごめんなさいと、そう言いたかった。

        「人参。まだ固いですね」

        　湊がそう言って苦笑いをした。それに隼也は首を振る。

        「大丈夫。美味しいよ。ありがとう」

        「良かった」

        　湊が嬉しそうに笑った。それに泣きたくなってきて、ぐっと涙を堪こらえた。

        「ごちそうさま」

        　隼也がそう言って食器を片付けようとすると、湊がそれを制して片付けてくれた。そして温かいコーヒーを注いで持ってきてくれる。

        「ごめんな。本当は俺がご馳走しなきゃいけないのに」

        「そんなことないですよ」

        「情けないな。凄く情けない。でも、やっぱり一人になるのは……」

        　怖いんだ。その言葉を言うことは出来なかった。出来ずにぐっと口を噤むと、湊が隼也の肩を抱き寄せた。

        「何も悪いことじゃないです。隼也さんは両親を亡くして、拠より所どころはキョウちゃんだけだったんだ。怖くなっても、仕方ない。全然、情けなくないし、悪いことでもないよ」

        　その言葉に、再度涙が出そうになる。それにもぐっと堪たえた。

        　この男は優しく、そして温かい。一人じゃなくてよかった。この男がいて良かった。一人でいたら、自分は動くことなど出来なかったかもしれないと、そう思った。

        　湊は動かず、じっと隼也の肩を抱えてくれている。湊の肩に頭をもたれかけると、隼也も何も言わずにそのままでいた。

        　しばらくそうしていた。段々と心が落ち着いてきて、響平との事も何でも無いことの様に思えてくる。響平が離れてしまおうとも、何とかなる。湊の温もりはそう思わせくれる力強さがあった。

        　どのくらいそうしていたか分からない。何だか眠くなってきて、目を開けるのがやっとであった。

        「少し、寝ますか」

        　それに気がついた湊が、そう言って手を離した。眠かったが、それよりもその手を離して欲しくなかったと思う。しかしそんなことを言える筈はずもなく、首を振る。

        「いや、いいよ。遅くなるから帰る」

        「まだ、彼女いるかもしれないし、泊まっていってもいいですよ」

        　この狭い部屋で湊と夜を明かすなど、出来るはずがないと思い、隼也は再度首を振る。

        「大丈夫」

        　そう言って立ち上がると、チャイムが鳴る。誰か来た様だ。湊が立ち上がって玄関に行きスコープを覗くと、小さな声でキョウちゃん、と呟つぶやいた。

        　湊がドアを開けると、そこには響平が立っていた。隼也の方を見ると、手を差し出してくる。

        「隼也君、帰ろう」

        　それに隼也は頷うなずいた。

        「お前さ、隼也さんと一緒に暮らしてるのに女連れ込むのはルール違反だろ」

        　湊が少し怒った顔でそう言った。響平は玄関に出てきた隼也の手首をぐっと掴つかむと、自分の方に抱き寄せる。

        「だって、彼女作れって言ったのは隼也君だ。それに従っただけだよ」

        「それと連れ込むのは違うだろ」

        「ホテル行く金なんてねぇよ。じゃあ湊の家貸してくれるの？」

        「お前なぁ……」

        　少しだけ空気が険悪になる。この二人は言いたいことを言い合うので、すぐ喧嘩にもなる。仲が良い証拠なのだろうが、見ている方は堪たまらない。

        「いいんだよ。響平の言うとおりだ。響平に彼女が出来たなら、俺も嬉しい」

        　そう言うと、湊に手を振る。

        「今日はありがとう。これに懲りずに、遊びに来て」

        「えぇ、隼也さんも、いつでも来て下さい」

        　湊が言うと、隼也の手首を掴んでいた響平の力が、ぐっと強くなった。痛いと思ったが文句を言わずに、ドアを閉めた。

        　湊の家から最寄りの駅までは１０分ほど歩く。それから電車で３駅分乗り、隼也の家まで１５分歩かなければいけない。電車を使うと５０分ほどかかるので、湊の言う通り自転車の方が速い。電車で行くのは少し面倒だなと思いながら歩いた。

        　響平はずっと無言であったが、家の最寄りの駅に着き、住宅街を歩くとようやく口を開いた。

        「隼也君が嫌なら、女とは別れる」

        　隼也はそれに苦笑し、別れて欲しいと出そうになるのをぐっと抑えた。

        「嫌じゃないよ。良かったって言ってるだろ」

        「本当に？」

        　歩くのを止めて、響平が隼也の顔を見下ろしてくる。綺麗な顔だ。世界で一番綺麗な顔だと思った。

        「本当だよ」

        　響平は一瞬怒りなのか悲しみなのか分からぬ表情を浮かべたが、すぐに隼也から目をそらして歩き始めた。

        　響平の背中を見ながら隼也は、一体自分のこの気持ちは何なのだろうか。湊が言ったとおりに、ただ、一人になりたくないだけなのか。響平だけしかいなかったから執着するのだろうかと考えていた。

        　隼也にはとっくにそんなことは分かっていた。しかし、分かっていてもどうすることも出来ない。自分から手放すこともできない。ならば、響平から離れていくのを待つしか無い。

        「寒い？」

        　風が吹くと、少し体が震えた。見えないはずなのに、響平はそれに気がついたように振り向くと、自分の着ていたコートを隼也に掛けた。

        　ふわりと響平の匂いがする。湊とはまた違う匂いだ。大学生になってからつけ始めた香水は緑を連想させる匂いであり、一緒に買い物に行ったときに、隼也が選んだ物だ。

        　自分で選べと言ったのだが、一緒に住むんだから、隼也君の好きな匂いが良いと言ってきかなかった。それに困りながらも嬉しかったのを覚えている。

        　そうか。隼也は響平の匂いを嗅ぎながら気がつく。響平は我が儘で奔ほん放ぽうで、でもいつだって隼也の気を引こうと必死なのだ。東京の大学に来たのも、一緒に住むのも、香水の匂いも、そして彼女を連れ込むのも、全て隼也の気を引くためだ。

        「響平」

        「何」

        「何で、俺なんかと一緒にいたいんだ」

        　隼也の呟きは、聞こえているのかいないのか、響平は答えない。

        「お前を甘やかして大事にしてくれる人、探せばいっぱいいる。俺みたいにどうしようもない人間と一緒にいる必要は無い」

        「そうだね」

        　響平が小さな声で答える。

        「でも、だからこそ、俺が一緒にいて上げて、守って上げないと駄目だろ」

        　振り返ることなく答える響平に、馬鹿な男だ。馬鹿な弟だと、そう思った。

        　あとはお互い無言のまま、家に帰った。

        　家につくと風呂に入り、すぐに布団に入った。何だか凄く疲れていた。スマートフォンにアラームをセットしていると、メッセージが来ていることに気がつく。湊からだ。

        『キョウちゃんが女を連れ込んだらうちに来て下さい』そう書かれているメッセージの後には、『連れ込んでなくても、いつでも来てくれていいですよ』と続いている。

        　隼也はそれに笑うと、嬉しいと思いながらも『ありがとう』とだけ返した。

        　

        ＊

        　

        　それからも、響平は女を連れ込んでは、隣の部屋でセックスをしていた。今まで女性と付き合ったことがないというのが嘘の様に、３日と開けずに女を連れ込んでいる。

        　隣の部屋から聞こえてくる女の声。どれも艶めいていて、吐き気がしてくる。気持ちが悪い。しかし、女達は大抵悦び絶頂を迎え、響平をねだっていた。そんな女達が、隼也にはただ羨うらやましかった。

        　響平はどんな風に女を抱いているのだろうか。どんな風に彼女たちに、快楽を与えているのか。考えれば考えるほど身が震え、自分の下肢に手を伸ばした事も一度や二度では無かった。声を抑えながら、吐き気と同時に湧き上がる情欲に翻ほん弄ろうされ、後孔に陰具を入れて貪ったこともある。

        　今日も、女が来て長い間抱き合っている様であった。おそらく、３回はしている。若いせいか、響平は一晩に何度も射精をするようであった。

        「響平、響平……」

        　聞こえなくらいに小さな声で呟きながら、前と後ろを同時に刺激する。前立腺を擦こすると射精しそうになるが、もう少し感じていたいと思ってぐっと耐えた。

        　部屋の中に響く濡れた音が、空しく鼓膜を揺さぶる。湊の元へ逃げ出してしまいたいと思ったが、湊に迷惑をかけたくないと思い我慢をした。

        『イク、イクっ』

        　女の甲高い声が一際響いた。隼也は奥をぐりぐりとつきながら、前を速く擦こすると、同じように小さな声を上げて射精をした。

        　息を荒く吐き出しながら、自身からディルドを抜いた。動きたくないと思ったが、いつ響平が来るか分からないので、自身を拭いて下着を着けると、ディルドに被していたコンドームを取り外し、消毒をしてそれをしまう。

        　水を飲みたいと思い台所に行くと、ちょうど女が出てきた。女は隼也がいると思わなかったのか、隼也の顔を見ると気まずそうにお辞儀をしてくる。隼也もお辞儀を仕返すとすぐに部屋に戻った。部屋の外では女が、お兄さんいるなんて聞いてない、言ってよ、と文句を言っている。それに響平は、知らねぇよ、さっさと帰れよ、と言った。女はブツブツ文句を言いながら、家から出て行った様であった。

        「隼也君、お腹空いた。なんかある？」

        　ドアの外で、響平が聞いてきた。隼也はため息をつくと部屋から出て行き、即席ラーメンを作って響平に出した。

        「また、違う女の子だね」

        　隼也が言うと、響平はうん、と答えた。

        「いい加減、決まった女性と付き合えよ」

        「何で？」

        「何でって、きちんとしたお付き合いをして、美み鈴すずさんを安心させて上げないと」

        「何で母さんが安心するの」

        「美み鈴すずさんだって、孫の顔みたいだろうし」

        「もう孫が出来たら、母さん怒り狂うよ」

        　それはそうだと思って、隼也は口を噤つぐむ。そしてしばらく考えた後、自分が言いたいのはそんなことではないと気がつく。

        「そうじゃない。きちんと人と付き合えない人間なんて駄目だろ。そんなの、人としてどうなんだ」

        　響平はそれに鼻で笑う。

        「人と付き合えない隼也君に言われたくない」

        「お前な……」

        「別にヤレればそれでいいし、女にそれ以上求めてない」

        　隼也はそれを聞いて、一体どうしてこんなに歪んでしまったのかと考える。響平はゲイではないが、女性に対してあまりにも無関心すぎる。健全だとは決して言えなかった。

        「響平は舞まいさんとのことで、女性に対する偏見を持ったのか？　でも、あんな人は滅多にいないから」

        「あの女は、関係ねぇよ」

        　響平はそう言うと、不機嫌そうにラーメンをすすった。

        「顔も愛想もいいのが、かえって良くないんだろうな」

        「うるせぇよ」

        　響平が一晩限りの相手を探すのは簡単であるのだろう。セフレと言われる相手は何人いるのか。もっとも相手はそう思っていない場合もあるようで、何度か怒鳴り声が聞こえてきたこともあった。二人の女性がブッキングしたこともある。もっとも響平は、そんな時には面倒臭そうに女を追い返してしまうのだ。

        　暴力的な女性から殴られることもあった様だったが、そんなときは、手加減はしているだろうが容赦なく殴り返すようで、泣いている女を蹴り出したこともあった。

        「何であの子、怒ったの」

        　隼也は一度、響平にそう聞いてみたことがあった。

        「しらね。フェラするときにゴムつけたままじゃやだって言うから、お前の口に直接触さわられたくないって言ったら、急に殴られた」

        「そりゃ、切れるよね」

        「じゃあ別にやんなくて良いよ。セフレと粘膜の接触なんて、怖くて出来ねぇよ」

        　最低だ。そう思ったが、当たり前の事をわざわざ言うこともないと思い言わなかった。そしてその後、響平が何をしても、何か聞くことはしなかった。聞くだけこちらが消耗すると思ったのだ。

        「だからさ、俺は別にセックスだってしなくてもいいよ。隼也君が彼女なんて作らなくてもいいって言ってくれたら、女なんていらない」

        「お前の場合、彼女じゃないだろ」

        「そうかな」

        　全く悪びれていない響平に呆あきれつつも、体の関係だけでもこんなに心が乱れるのだ。響平の心まで奪う様な女が現れたらどうなるのかと、隼也は少し恐ろしかった。自分から望んでいながらも、いざその日が来るのが怖いと、改めて思う。

        「もう眠いから寝るね。お休み。食った食器は洗っておけよ」

        「うん。お休み」

        　隼也は自分の部屋に戻るとベッドで身を丸めた。そういえば、もうずっと響平と一緒に寝ていないなと思う。一緒に住む様になったときに、響平は昔みたいに一緒に寝ようよと言ったが、それを拒絶したのは自分だ。しかしもう一度、その体温を感じて眠りたい。女達の様に愛されなくても良い。ただ体温を感じるだけで良いと、そう思った。

        　

        ＊

        　

        　今日は響きよう平へいの誕生日だ。隼也は大量に揚げた唐揚げを山に盛ってリボンで飾り付けた。生地から作ったピザは響きよう平へいが帰ってきてから焼けば良い。カリフラワーのポタージュと、海鮮のカルパッチョとレバーのパテとバゲット。ケーキはホールで買ってある。テーブルには置ききれないから、テーブルは隼也の部屋に片付けて、床に直接並べた。行儀は悪いが、こういうのもたまには良いと思った。

        　カフェが好きな響きよう平へいの事を考えて、なるべく可愛く飾り付けたつもりだが、センスがない隼しゆん也やには自信が無い。それでも響平が喜ぶと良いなと思った。

        　隼しゆん也やが一人暮らしを始めてから、毎年響平の誕生日を隼しゆん也やの手料理で祝っていた。遠くに住んでいたため、誕生日当日にお祝いというわけにはいかなかったが、それでも誕生日の週末には必ず祝っていた。

        　響平はいつも喜んでくれていた。プレゼントを渡すと体いっぱいで喜び、隼也に抱きついてきて、ありがとうと言ってくる。それが嬉しくて、必要以上に頑張ってしまうのだ。

        　時計を見ると２０時を過ぎたところだ。そろそろバイトから帰ってくる頃だろう。そう思っていると、玄関のドアから鍵が差し込む音が聞こえてくる。隼也はそちらに視線をやった。

        　ドアが開く。お帰りと言おうとしたが、現れたのは響平ではなく、知らない女であった。響平は女性をエスコートする様に、彼女の腰に手を置いて中に入る様に促うながしている。そして隼也の顔を見ると、笑ってただいまと言った。

        　誕生日を忘れているのか。いや、朝起きたときにおめでとうを言ったので、覚えているだろう。しかし、今日誕生日のお祝いをやることは言っていなかった。当たり前のように、今日は二人で祝う物だと思い込んでいたからだ。

        　女性の手には、ケーキが入っているであろう箱がある。綺麗な女性だ。今まで連れてきた女性とは雰囲気が違い、ショートカットの髪に知的な涼しい顔立ちをしている。おそらく年上なのだろう。凜りんとしていて、媚こびていない美しさがあった。

        「こんばんは。突然お邪魔して申し訳ございません」

        　女性は隼也がいることに戸惑った様だが、それでもきちんとお辞儀をしてきた。

        「あ、こんばんは。ごめん。彼女連れてくるとは思わなかったから。ご飯あっても困るよね。でも、良かったら二人で食べて」　

        　隼也はそう言うと、部屋に戻ってコートを着て、財布とスマートフォンを持って部屋から出る。

        「じゃあ俺、ちょっと出てくるよ。ごゆっくり」

        　そう言って響平の横を通り過ぎる。呼び止めてくれるかと期待したが、響平は何も言ってこない。いつもなら夜出歩く時は必ずついてくるのに、それもない。誕生日の時にわざわざ連れてくるのだ。きっと本命なのだなと思いながら家から出ると、ドアに鍵をかけた。

        　外は寒い。もうすぐ３月であったが、春はまだ遠いと思った。

        　隼也は女性の顔を思い浮かべる。響平はバレンタインにいくつかチョコを貰ってきていたが、チョコをくれた女性のうちの一人なのかもしれない。今まで連れてきた軽い感じの女性とは違い、知的でしっかりしていそうだ。響平にあっている。これでいいのだ。これでいい。

        　隼也はマフラーを持ってこなかったことを失敗したなと思いながら、どこで時間を潰すか考える。まず浮かんだのは湊の顔であったが、慌ててその顔を追い払った。そこまで迷惑はかけられない。

        　取りあえず駅前まで歩くと、漫画喫茶があることに気がつく。今まで入ったことがなく、興味もなかったのであることにも気がつかなかった。時間が潰せると思って入店すると中は薄暗く、勝手が分からずに戸惑うが、店員が丁寧に説明し

        てくれた。思った以上に広くて、快適であった。

        　漫画とホットコーヒーを持って部屋に戻ると、漫画を開いた。しかし頭には入ってこない。

        　やっぱり、就職ちゃんとすれば良かったな。響平はこの先、あの女性と付き合って、もしかすると一緒に住みたいと言い出すかもしれない。響平は心を許した人間には、どこまでも甘えてくる。それは、身をもってわかっていた。

        　ならば、自分のことを考えないといけない。どこでもいいから就職しよう。いや、出来るのか。家で出来る仕事は無いか。取りあえず食費だけでも稼げれば良い。そんなことをグルグルと考えた。

        　しばらくそうしていると、机に置いたスマートフォンのバイブ音が響く。静かな空間ではその音は大きく響いており、慌ててスマートフォンを手に持った。

        　画面には「響平」の文字が出ている。時間を見ると、２２時。もう彼女は帰ったのかと思ったが、電話に出る気にはならなかった。

        　しばらくすると、また着信があった。画面を見ると、今度は「湊みなと」の文字が浮かんでいる。おそらく響平が、湊に隼也が行っていないか連絡をしたのだろうと思ったが、それにも出ることはしなかった。

        　その後、何度も着信が繰り返された。響平が１０回。湊は８回。電源を切ってしまおうと思ったが、ずっとここにいるわけにも行かないので、次にかかってきた電話を取ろうと、受付まで移動した。

        　受付の椅子に座ると、すぐに着信がある。画面を見ると湊であった。

        「はい」

        『湊です。良かった』

        　電話に出ると、湊が電話の向こうで安あん堵どしたのが分かった。

        『今、どこですか？』

        「駅前の漫喫」

        『今から迎えに行きます』

        「何で？」

        『何でも。動かないで』

        　そう言って湊は電話を切った。

        　隼也は個室に戻り借りた漫画を返し、ゴミを片付けて会計をした。外に出ると、店の入っているビルの入り口で、湊の言うとおりにじっと待つ。

        「隼也さん」

        　息を切らせた湊が、隼也の名前を呼んだ。スマートフォンを覗のぞくと、着信から１５分ほどしか経っていない。

        「何、滅茶苦茶早くない？」

        「近くにいたんで」

        「この辺で遊んでたの？」

        「いえ、隼也さんを探してた」

        　隼也はそれに、唇をぎゅっと結んだ。この男は一体何なのだ。優しすぎて嫌になると思った。

        「別に探さなくてもいいのに。俺、大人だよ」

        「そうだけど、でも、何か心配だったんです」

        　湊はそう言うと、自転車の後ろを指した。

        「乗って」

        「え？」

        「いいから乗って」

        　珍しく有無を言わさぬ口調だった。隼也は大人しくそれに従い、後ろの荷台に乗る。

        「寒い？」

        「寒いけど、さすがに今日は上着いらないから」

        「そう？」

        「そう。ダウン着てるから平気だし」

        　隼也がそう言うと、湊は隼也の手を自分の腰に回させた。前にこうして貰ったときとは違い、今は特に具合が悪いわけではないので、やけに照れくさい。

        「男の背中なんて嬉しくないでしょうけど、くっついていた方があったかいでしょ」

        「うん」

        「手、凄く冷たいですね」

        　手袋を外して隼也の手を擦ってきた湊の手は温かい。湊は隼也の手に自分の手袋をかぶせようとしてきた。

        「いいよ、湊、寒いだろ」

        「大丈夫」

        　湊はやはり有無も言わさず手袋を隼也に着けると、自転車を漕こぎはじめた。

        　息が白い。２月の夜だ。かなり寒い。しかし湊は文句一つ言わずに自転車を漕こぎ、湊の家まで連れて行ってくれた。

        「散らかっててすいません」

        　前に来たときに比べると、確かに少し散らかっていた。テーブルにはコップが二つあり、一つには口紅が着いている。ベッドも明らかに使っていた様な乱れがある。それに何だか気まずくなった。

        「ごめん。彼女、来てたんだろ。響平が連絡したんだよな。悪かった」

        「いえ、全然。今片付けます」

        　湊はそう言うと、テーブルの上の物をシンクに持って行き、ベッドを整えた。

        「何か飲みます？」

        「ううん、いいよ」

        　湊は隼也の隣に座ると、小さな声で聞いてきた。

        「大丈夫ですか？」

        「何が？」

        「またキョウちゃん、彼女連れ込んだんでしょ。しかも今日、キョウちゃんの誕生日だ。お祝い、しようと思ってたんじゃないですか」

        「大丈夫って、あたり前だろ。俺どんだけブラコンなんだよ」

        　笑ってみせるが、何だか上手く笑えないと思った。

        「こんな時くらい、うち来てよ。何で来てくれないんですか」

        「いや、来ないだろ。お前だって彼女といるかもしれないし。実際、今日だっていたんだろ」

        「いいですよ、いつ来ても」

        　湊はそう言うと、隼也の目を見てきた。愛らしくて真っ直ぐな目だ。湊の性格をそのまま表している。

        「隼也さん、キョウちゃんと別に住んだ方が良い」

        　それに、分かっていると思ったが、答えることは出来なかった。

        「二人とも、何か変だ。お互い依存してるって言いながら、二人になるのを怖がってるみたいにも見える。だから、隼也さんは俺が必要なんでしょ。隼也さんだけじゃない。キョウちゃんもそんな感じがする」

        「あぁ、そうかな。そうかもしれない。でも別に湊に来て貰うのはそれだけじゃないよ。湊がいると、何だか楽しんだ」

        　そう言うと、湊が笑う。嬉しそうだ。隼也もその笑顔を見て、微かに笑った。

        「前にも行ったけどさ、隼也さんは家族を亡くして、必死だったんだって思うんです。だからキョウちゃんに依存してる。だけど、もっと視野を広げた方が良いいよ。ずっと、内へ内へ閉じこもってる。就職しないのだって、キョウちゃんのためなんじゃないですか」

        「そういうわけじゃ……」

        「いいよ。俺を利用しても良いです。もっと外に出て、もっと色んな事した方が良い。俺、いくらでも付き合います」

        「俺が外に出るのが嫌なだけだよ。響平は関係ない」

        「じゃあ、このままキョウちゃんに彼女が出来て、隼也さんと離れて、それでも今のままで生きていけるんですか」

        　湊はどこまで分かっているのだろう。どこまで隼也の心を知っているのか。そして、どこまでこの男に自分の心をさらけ出すべきなのか、隼也には分からなかった。

        「生きていく必要、あるのかな」

        　隼也は思わず呟つぶやいた。

        「え？」

        「湊に言われなくても分かってるよ。俺は、ただ寂しくて依存している。響平が甘えてくれると、俺は自分がいて良いんだって、そう思える。だからそれが無くなったら、いなくてもいい存在になるのかもしれない。でもそれは、俺がいなくても誰も困らないだけの存在だってことだ。響平がいなかったら、俺なんていなくてもいいんだよ」

        　湊が何か言おうとしたのが分かったが、隼也はそれを言われたくないと思った。

        「いいよ。何も言わなくて。言いたいことも、湊が言わなきゃいけないだろう言葉も分かってる。でも、そんな言葉、俺は欲しくないんだよ」

        「何で、そんなこと言うんですか」

        「お前が下らないこと言うからだ」

        「下らない事って……」

        「俺は外の世界なんて、見なくて良いんだ」

        「じゃあ、何でそんな顔をしてるんですか」

        「そんな顔？」

        「泣きそうだ」

        　湊はそう言うと、隼也の体を抱きしめてきた。温かい。その力強い腕に抱きしめられていると、隼也の内側からずっと隠していた欲望が湧き出てくるのを感じる。

        　この男に抱かれてみたい。この男に組み敷かれ、何も考えられなくなるほどに貫かれたい。

        　最低だ。自分という人間はどこまで行っても最低だと、そう思う。そしてこれは恋なのか考える。自分は湊が好きなのか。いや、違う。そうではない。

        　そもそも自分は恋など出来ないのだろう。響平への気持ちは、恋のようでいてまるで違う。父親から刷り込みされ、孤独を癒やされ、だからこそ響平を求めた。響平しかいないから、彼を求めた。そんな物は恋ではない。

        　では湊への思いはどうなのかというと、やはり同じだ。湊は太陽だ。薄暗いだけの日々を照らしてくれた太陽であり、唯一の光であった。温かくて、穏やかで、優しい。自分はその光にただ癒やされたいだけであり、これは恋ではない。きっと、恋ではないのだろうと、そう思う。

        　第一、好きだから何だというのだ。湊は異性愛者だ。好きになろうとも、抱かれたいと思おうとも、どうにもならない。

        　それに、仮に湊が同性愛者だとしても、それでも響平がいる限りこの手を取ることは出来ない。どんなに湊の事を好きでも、この手を取ることは絶対に出来ないのだ。

        「ごめん、つい」

        　湊が体を離そうとしたが、隼也がその腕をぎゅっと掴んでそれを拒んだ。

        「もう少しだけ、こうしていて欲しい」

        「……はい」

        　湊の鼓動が早くなった気がした。トクントクンと脈打つ心臓の音が心地よい。温かくて、泣きたくなる。ただこの胸に顔を埋め、外聞もはばからず、泣き叫びたいと思った。

        「隼也さん、俺、隼也さんがいなくなったら悲しいよ」

        「うん」

        「言うなって言われたけど、でも言わせてよ。俺、隼也さんがいないと、寂しい。隼也さんのこと、好きだよ」

        「うん」

        　湊の低く柔らかな声が響く。錯覚しそうになるからやめてくれと思いながらも、先ほどのように止めることは出来なかった。

        　しばらくそうしていると、以前と同じようにチャイムが鳴った。響平が来たのだろう。しかし今度は、湊は立ち上がることはしなかった。

        「今日はもう、泊まっていって下さい。キョウちゃんが女とやった部屋なんて、嫌でしょ」

        　隼也はそれに首を振って、湊から離れた。

        「それはこの部屋でも一緒だろ。お前が彼女とやってた部屋だ」

        　そう言うと、湊は泣きそうに顔を歪めた。悲しそうな、傷ついたような、そして後悔しているようなそんな顔だ。何故そんな顔をするのだろうかと思ったが、理由など分かるはずもなく、隼也は立ち上がる。

        「俺、美優とは別れるから」

        　続いて立ち上がった湊がそう言った。

        「お前、何言って……」

        「そうすれば、隼也さん、いつでも来てくれるでしょ」

        「だから、何言ってんだって」

        「いつでも来て良いよ。いつでも来てよ」

        　相変わらず湊の表情はどこか悲しそうだ。この男のそんな顔を見たくないと思って、隼也は知らず頷うなずいた。すると、湊は嬉しそうに笑う。それに、良かったと思って隼也も笑った。

        　ドアを開けると、やはり響平が立っていた。

        「隼也君、帰ろう」

        　差し出してくる手を握ると、隼也は頷うなずいた。

        「気をつけて」

        　湊が言うのに、隼也は頷うなずいた。

        「じゃあ、またな」

        　そう言うと、湊は微かに笑い、静かにドアを閉めた。　

        「終電、ギリギリだ。急ごう」

        　隼也が言うと、響平は頷く。響平は、以前迎えに来たときと同じようにやはり無言で、隼也の後ろを付いてくる。

        　家に帰ると、隼也の用意した料理はそのままだった。ラップだけがしてあるが、手はつけられていない。

        「隼也君」

        「何？」

        「誕生日、祝って」

        「彼女に祝って貰ったんだろ」

        　響平はそれには答えないで、もう一度言った。

        「お願い、祝って」

        　隼也はそれにため息をつくと、ラップを剥がして、冷蔵庫にあるケーキを取り出した。甘やかし過ぎている。これがいけないと分かっていたが、それでも響平がお願いをしてきたのだ。叶える以外に何があるのというのだ。

        「はい、プレゼント」

        　隼也が用意していたプレゼントを渡す。響平が欲しがっていたシルバーのピアスだ。響平はそれを見て、いつもと同じようにありがとうと言って抱きついてきた。

        「ねぇ、隼也君。もう一つお願いがあるんだ」

        「何」

        「俺にさ、女を連れ込むの、止めてってお願いしてよ」

        「え？」

        　隼也が響平の顔を見ると、響平はニコニコと笑っていたが、目の奥は笑っていない。すがるようにじっとこちらを見ていた。

        「それは駄目だ」

        　隼也はそう言って、響平の体を引き剥がした。

        「何で」

        「何でって、彼女作って幸せになって欲しいって言ってんだろ」

        「やっぱり、隼也君は俺が絶対に叶えて欲しいお願いは、聞いてくれないんだよね」

        　響平はそう言うと、渡したピアスを隼也に突き返し、自分の部屋に入っていった。結局その後響平が部屋から出てくることはなく、隼也は片付けをすると、買ったプレゼントをテーブルの上に置いた。何をどうすれば良いのか、どうすれば正解なのか、隼也には分からなかった。


    

    
        　　８．半田隼也　社会人

        　

        　

        　喧けん噪そうが溢あふれる居酒屋で、隼しゆん也やはニコニコと笑いながらグラスを掲げた。

        「就職、おめでとう」

        　隼也がグラスを突き出すと、響きよう平へいは自分のグラスを突き出して乾杯をした。

        「文系なのに、決まるの早いな」

        「今年は解禁が早かったから」

        「安定した会社だし、良かった。やっぱりお前は面接とか強いな」

        「どうせ俺は、外面がいいですよ」

        　それに隼也が声を上げて笑った。

        「これで、安心して隼也君といられるね」

        　そう言って笑った響平に、隼也は複雑な気分になり、少し顔を曇らせた。

        「まぁ、それも困るけど。早く、恋人でも作って結婚して、美鈴さんを安心させて上げないと」

        　響平は、１９歳の誕生日を境に女遊びをしなくなった。あれだけ遊んでいたのが嘘のように、一人も女を連れ込むことをしなくなったが、そうかと言って外で遊んでいる様子もなかった。

        「まぁ、前みたいに激しい女遊びは困るけど。そういえば、あれ、何だったんだろうな。急に女遊びを始めたかと思ったら、急にやめた」

        「別に。隼也君があんまりにも女作れってうるさかったから、ちょっと懲こらしめてやろうと思っただけ」

        「懲こらしめるって……」

        「でも結局、俺の根気負け。好きじゃない女と寝るのも、結構しんどいんだ」

        「お前なぁ」

        　あまりの屑くずっぷりに、隼也は言う言葉が見つからなかったが、今日はお祝いだ。うるさいことを言うのはなしにしようと思った。

        「じゃあ、隼也君が結婚すれば。年齢からすると、隼也君が先だろ」

        「お前がそれを言うか」

        　隼也はそう言うと、ビールをぐいっと飲んだ。

        「もう、その話はやめよう。お前の内定祝いだ。俺と違って、やっぱり響平は優秀だ」

        「自分から言い出したくせに」

        　隼也は結局就職をしなかった。いや、出来なかったというのが正解だろう。研究室の先輩のコネで、プログラミングやアプリの開発の仕事をまわしてもらってはおり、また空いている時間でデイトレーダーの真似事をしているため、何とか生活は出来ていた。

        　それさえも響平には気に入らなようであったが何か言ってくることはない。さすがにそこまで縛り付けることは出来ないのであろう。

        「湊みなとも、就職決まったみたいだな」

        「あいつは、教授のコネだからね。理系はそこが羨ましい」

        「そう言うなよ。その分、授業厳しいんだから」

        「それもやり方次第だよ。あいつ、意外に要領良いから上手い具合に手抜いて、遊んでるもん。隼也君なんて真面目に授業出て、単位取って、厳しい研究室だったから４年生になっても毎日学校行って。それなのに就職も出来ないって、世の中、不公平だよな」

        　そう言って笑う響平に、隼也は困った顔をした。

        「湊はＭ工業だったよな？」

        「そう」

        「中堅だけど、堅実な会社だ。それに本社は地元だし、あいつらしい」

        　隼也は、湊が就職が決まったことに安堵して笑う。湊には色々と世話になった。年下に世話になるというのもおかしな物だが、いつでも隼也を気にかけてくれていたのだ。あんな良い男は滅多にいないだろうと思い、幸せになって欲しいと思った。

        「湊は就職したら、地元に帰るのか」

        「寂しい？」

        「まぁね。俺にとってはもう一人の弟みたいなものだから」

        「本当に弟？」

        　響平がにっこりと笑って言ってくるのに、隼也はすっと無表情になる。

        「お前のその顔、大嫌い。目が笑ってなくて、何か企んでるみたいな笑顔」

        「あぁ、よく湊に言われるよ。そんなつもりないんだけどね」

        「人前だといつもそんな顔をしてるよな。でも、俺の前では、そんな笑顔見せるの稀まれだろ。お前の本当の顔知ってるからこそ、その顔が嫌だ」

        　響平はそうだね、と答えると、モスコミュールを飲み干した。

        「来年からは、本当に二人だね」

        「うん、そうだね」

        　そう言うと隼也は、テーブルに置かれた響平の手の甲にそっと触た。そして、微笑む。

        「二人だな。本当に、二人になる」

        「隼也君……？」

        「でも、就職して、色々な世界見て、もっともっと色んな人にあって、お前は変わっていくよ。色んな人に好かれるし、きっと昇進もどんどんして……」

        　隼也は言葉を詰まらせる。自分で言っておいて、それを想像するのが辛いと思った。

        　響平は手の甲を返すと、隼也の手を握ってきた。

        「それで？」

        「いいからな。俺のことは気にしないで、お前はお前の人生を生きろよ」

        「またその話？　何度もループをする。うんざりだよ。だから、俺はさ……」

        「でも、もしお前がよければ、俺はずっとお前といたいよ」

        　響平に最後まで言わせずに、隼也は言葉を繋いだ。響平は一瞬だけ驚いた顔をした後、表情を崩して、柔らかい顔で少しだけ笑った。

        「分かってる」

        「そう」

        「うん」

        　握られた手を、隼也も握り返した。

        「手、相変わらず白くて冷たい」

        　響平の言葉に、うん、とまた頷く。

        　その日の隼也は、いつも以上に饒舌だった。何故だろうか。酒が入っていたからか、響平の就職が決まったからか、自分でも分からない。ずっと一緒にいれるのだという、そんな気持ちも、今にして沸いてきたのかもしれない。

        「もう帰ろうか」

        　店に入ってから３時間が経っていた。隼也はそう言うと立ち上がり、伝票を手にした。

        「俺も半分……」

        「今更何言ってんだよ。それに、今日はお祝いだろ」

        　響平はそれに素直に頷くと、隼也がレジで金を払うのを外で待ち、隼也が出てくると並んで歩き始めた。

        「日が落ちて、涼しくなった」

        「今日は夏みたいに暑かったからな」

        「温暖化ってやつ」

        「必ず言うやつだ、それ」

        　たわいもない会話をしながら、家まで歩く。日はとっくに暮れており、辺りは暗かった。

        　二人で住む家は、家賃を抑えるために駅からは少し遠く、歩いて１５分ほどだ。家までは狭い道が続く。このあたりは一方通行が多く見通しも悪かったが、人通りはそこそこ多かったため、車も徐行して走るのが普通であり、そんなに危険は無い。ただ、遅くに歩くと車よりも変質者が心配であり、響平には、こんな時間に隼也一人で歩くことを禁止されていた。

        「ずっと、一緒だよね」

        　響平が聞いてくると、隼也は何も言わずに、響平の背中をポンポンと叩いた。

        「もう、お前の兄になったときから、決められた運命だな」

        　隼也は諦めたように言うと、響平も、俺もだよ、と言って笑った。

        　角を曲がると、もうすぐ家だ。２車線の道路の前にアパートはある。少し車の音がうるさいが、それでも悪い環境ではない。

        「ねぇ、隼也君」

        　響平に呼ばれて、隼也は響平の顔を見た。

        　綺麗な顔だ。街灯に照らされた顔は、誰よりも綺麗だと、いつものように思った。

        「俺、本当は隼也君のこと……」

        　響平が何か言おうとした瞬間だった。目の端に猛スピードで走ってくる車が見えた。　

        　その瞬間、隼也は強く体が押されたのがわかった。そして、響平の体が宙を舞ったのが見える。

        　隼也は強く尻餅をついたが、すぐに立ち上がり響平に駆け寄った。

        　血と肉片が飛び散っているのが見える。しかし、顔は綺麗なままであった。こんな状況だというのに、それに良かったと思う自分が最低だと思った。

        「きょ、きょうへい？」

        　声が震える。そして震えた手で、響平の頭を抱きしめた。

        「やだ、やだ……」

        　助からない。心のどこかでそう感じた。

        「やだ、俺を置いていかないで、やだ、やだよ……」

        　隼也は呟く。

        　ずっと一緒にいると約束した。たった今、約束をしたばかりではないか。

        　響平の唇がわずかに動く。

        　泣かないで。笑ってよ。

        　音は発せられなかったが、それでも、響平がそう言っているとわかって、隼也は笑った。

        「大丈夫、ずっと一緒だから。離れたりしない」

        　そう呟いた隼也は、自分自身、何故そんなことを言ったのかはわからなかった。

        それでも、離れることは出来ないとそう強く思い、響平の頭をただ強く抱きしめた。

        


    

    
        　　９．半田隼也　現在２

        　

        　

        『湊みなとに、好きに抱かれれば良いよ』

        　隼しゆん也やは、響きよう平へいが何を考えてそんな事を言っているのかわからなかった。白い影では表情は見えない。雰囲気で笑っている事くらいなら分かるが、些さ細さいな感情の揺れを窺うかがうことは出来なかった。響平は何故今更そんなこと言うのだろうか。

        　そんなこと出来ないのは、響平が一番知っているはずだ。例え湊が良しとしても、自分にはそんなことは出来ない。それなのに、今更そんなことを言うのは卑怯だと思った。

        「響平さ、俺が寝てる間、何かしてる？」

        　隼也は話題を変えると、響平はしてるよ、と悪びれもせず答えた。

        『俺も湊と話したいからね。隼也君の体借りて、湊と話してる』

        「余計なことは言ってないよな」

        『余計な事って？』

        「わからない」

        　白い影はゆらゆらと揺れる。最後に見た響平の顔は、正直言うと覚えていない。酷ひどい有あり様さまだったとは聞いた。あまりにもショックで記憶から消してしまったのだろう。あの綺麗な顔が崩れる様など、覚えていたらそれこそ狂ってしまう。

        「ううん、とっくに狂ってるのかな」

        　隼也が呟くと、響平の影がゆらりと揺れる。

        『どうしたの』

        「お前が見えるのも、俺が狂ってるからかもしれない」

        　それでもいいと思いながら影に手を伸ばす。触ふれられないが、それでも手を伸ばさずにはいられなかった。

        「そういえば、あの時の彼女、どうしたの？」

        『あの時の彼女？』

        「１９歳の誕生日の時、連れてきただろ」

        　響平はしばらく考えているようだったが、あぁと呟つぶやいた。

        『何、突然』

        「いや、ちょっと昔のこと思い出してたから。どこで知り合った子だったの。いつの間にか別れてたみたいだけど」

        『店に来てた客。誘われたから答えただけ。彼女じゃないよ』

        「あの子はそれまでの子とは違ってたから、彼女かと思った」

        　それに響平は笑ったようだ。

        『何となく隼也君に似てたからね。だから特別な日のために取っておいたんだ』

        　何を言い出すのだと思って、隼也は顔をしかめた。

        『隼也君のそんな顔、珍しい』

        　響平が何故だか嬉しそうに言う。

        『でもあれでも隼也君の考え変えられなかったから、女はもう良いかなって』

        「女性に対して失礼だよな。そんなんだから、ろくな死に方しなかったんだ」

        『酷ひどいな』

        　響平が拗すねるような声で呟く。

        『でも、俺的にはろくな死に方だったよ。痛みもなかったし、何より最後に隼也君の笑顔見れたんだから』

        　隼也は、あぁ、馬鹿な奴だと思いながらも、その言葉が救いでもあった。

        「痛くなかった？」

        『うん』

        「本当に？」

        『本当に』

        　気にはなっていたが、怖くて聞けなかったことだ。それを聞けて隼也は安心する。痛みがなかったのなら良かった。

        『もう寝なよ。遅いよ』

        「寝たら、湊の所に行くの？」

        『焼きもち？』

        「何でだよ」

        『どっちへの焼きもちだろうね』

        　響平が棘とげのある言い方をする。それには答えずに隼也は目を瞑つぶった。

        　翌日起きると、時間はもう９時だった。最近やけに疲れている。外に出ていないから体力が無くなっているのだろうか。遅くまで起きているせいなのかもしれない。もしくは、響平に憑かれているせいなのか。おそらくその全てなのだろうと思いながら、のっそりと起き上がった。

        「おはようございます」

        　ドアを開けると、良い匂いがした。卵焼きと味噌汁の匂い。湊の作る食事は、いつも育ての母の有ゆ紀きを思い出させる。それは隼也にとって、とても優しい時間だった。

        「珍しく、遅いですね」

        　穏やかに話す湊は、有紀と同じように優しい匂いがする。昼間の湊は夜とはまるで違っており、いつも優しい。一方夜の湊は、無機質で、機械的だ。もっともそれをさせているのは自分なのだが、それでも辛つらいとは思う。

        「今日、バイトは？」

        「休みです」

        「そう」

        　湊が味噌汁とご飯をよそってテーブルに置いてくれる。焼いた鮭と卵焼きもある。湊は自分の分も味噌汁とご飯をよそると、隼也の目の前に座った。

        「先に食べてて良いって言ってるのに」

        「一緒に食べたいんです」

        「……ありがとう」

        　いただきますと言って、味噌汁に口をつけた。温かい味噌汁は喉を追加し、食道を通り胃を満たす。美味しいなと思った。

        　湊には感謝している。面倒を見てくれているだけではなく、下らぬゲームにも付き合ってくれているのだ。感謝をしているし、また、申し訳ないとも思っている。

        「休みなら、デートとかいいの」

        「いませんよ、彼女なんて。わかってるでしょ」

        　不機嫌そうに湊が言う。それに隼也は何も答えなかった。

        　湊は隼也の自殺未遂以来、バイトにも行かずにずっと付きっきりでいてくれたが、ようやく隼也から目が離せると思ったのか、最近では週４回ほどバイトに行くようになった。学校は週に２回ほど行っているらしい。

        　どちらにしろ夕方には帰ってきて、夕飯を作り、風呂を洗い、洗濯をしてくれる。そしてセックスをして寝るのが日課になっていた。何故湊がここまでしてくれるのか、隼也には分からない。優し過ぎる故ゆえなのか、それとも響平を亡くしたことへの穴埋めか。もしくは、隼也への憐れん憫びんなのかもしれない。

        　食事を終えると、湊が片付けをしてくれた。湊は何から何までしてくれるのだ。まるで隼也が響平にして上げたことを、今度は隼也がされているようだと思った。

        　そう言えば、いつだったか湊が言ったことがあった。俺はキョウちゃんとは違いますよ。自分のことは自分でやるし、何だったら隼也さんの事もやって上げる。隼也さんがキョウちゃんを甘やかしたように、俺が隼也さんを甘やかして上げる。そんなことを言ったのだ。

        　そのときの湊は、まるで響平と競っているようであると思った。優しく甘い言葉を吐く裏で、親友と競ったのは仲が良いからこそ負けたくないという、男の矜きよう恃じなのか何なのか。

        　湊は食器を洗うと、ソファに座り、大きく息を吐いた。そして隼也を見てくる。

        「座りませんか」

        　隼也はそれに頷くと、湊の隣に座った。

        　小さなソファは大きな体の湊と二人で座ると、少し窮きゆう屈くつに感じる。良くこうやって響平とも座った。響平は湊よりも線が細かったので、こんなに密着はしなかったが、それでもたまに触ふれる肩に、なんとも言えない思いを抱いだいたのを覚えている。

        　では湊はどうかというと、やはり触ふれているところが熱い。触ふれあっている二の腕が熱を持ち、体を離そうと思ったが、それも意識をしていると分かってしまいそうで出来なかった。

        　湊の手が隼也の腿ももに触ふれた。隼也は驚いて体をびくつかせる。

        「湊？」

        　湊の方を見ると、湊は真っ直ぐと隼也を見てきた。そして大きな手で隼也の頬を包み込むと、顔を近づけてくる。

        　隼也は驚いて顔を後ろに引いたが、もう片方の手で後頭部を押さえられ、それは叶わなかった。

        　湊の唇が下りてくる。柔らかな唇が隼也の唇に触ふれ、啄ついばまれた。離してはまた奪われる。それを何度か繰り返した後、湊は隼也の耳元で囁ささやいた。

        「口、開けて」

        「や……」

        　拒絶をしようとしたが、その瞬間に湊が再度唇を落としてきて、舌を差し入れてきた。

        　何故、湊は突然こんなことをするのか。腰が引けそうになるが、いつの間にか腰に回っていた湊の手に強く掴まれ、湊の方に引き戻されてしまう。

        　湊の舌は、隼也の口こう腔こうを貪むさぼっていく。口こう蓋がいを舌先で撫でると、舌に絡からめてきた。腰の力が抜けていくのを感じ、その場に崩れてしまいそうだと思った。

        「何で……」

        　どれくらいキスを交わしたのかは分からない。離れていく唇を名残惜しげに追いかける己を浅ましいと思いながら、湊に聞いた。

        「隼也さんのお願い、聞いたでしょ」

        「……」

        「だったら、次は俺のお願い、聞く番ですよね」

        　耳元で囁ささやかれて、体が震える。湊の声が外耳道に吸い込まれ、鼓膜を揺らした。低く、柔らかな声こわ音ねは艶つやを含んでおり、いつもの湊からは想像が付かない色気が醸かもし出されていた。

        「隼也さんの体、俺の好きにさせてよ」

        　湊の言葉に、隼也の下半身が熱くなっていく。それに頷うなずきそうになりながらも、首を振った。

        「駄目だ……響平が」

        　湊は隼也に皆まで言わせず、隼也の口に親指を差し入れ顎あごを掴つかんだ。

        「昼間はいないでしょ。昼間だけでいい。隼也さんを、俺に下さい」

        　隼也はそれに首を振った。それしか隼也には出来ない。

        　湊は指を隼也の口内から引き抜くと、隼也の股間に触ふれてくる。そこが反応しているのを知られたくなくて、両手で湊の手を抑えた。

        「何でこんなこと」

        「何でって、あんな淡泊なセックスじゃ物足りないに決まってるじゃないですか」

        「でも、お前、女好きだろ。女とやれば良い」

        　湊は隼也の両手をもう片方の手で払うと、その手を股間に押しつけてくる。

        「やれるわけ無いでしょ。男と寝てるのに、彼女なんて作れるわけない。相手に失礼すぎる」

        「痛い……離して」

        「ねぇ、だからいいですよね」

        　隼也は首を振る。響平に対する義理なのか。いや違う。湊に抱かれるのが怖い。隼也という人間として抱かれるのが怖い。何度も思い描いた願望であったが、いざそうなってしまうと、ただ怖いのだ

        　迷っている隼也の答えを、湊は待たなかった。隼也を包み込むように抱きしめてくると、額にキスをしてきた。

        「どっちのベッド？」

        「俺の……」

        　拒絶をする一方で、自分の意思とは裏腹に、掠かすれた声で返事をしていた。

        　湊は頷くと、隼也を抱き上げて隼也の部屋に連れて行く。軽々と隼也を持ち上げる湊の腕の力強さに、もう逆らう気は起きなかった。

        　ベッドに隼也を横たえると、湊は何度もキスをしてきた。耳介をすっと舌で撫でていき、Ｔシャツの裾すそから手を差し入れてくる。

        　ゆったりと腹を撫でられ、その温かさと、柔いその感触の心地よさに目を瞑つぶった。Ｔシャツをまくり上げられ、乳首をそっと撫でられる。舌は耳介から首筋を辿り、舌先で刺激をされて堪たまらない気持ちになった。

        「あっ……や」

        　それだけで隼也は下半身が濡れていくのが分かった。湊はセックスが上手いのだろう。田島とはまるで違う。触ふれられるたびに、もっと欲しいとねだるように体が揺れた。

        　湊の舌が、隼也の乳首に這はわされる。既に濡れている下肢が、更に脈打つのを感じた。

        「やっ……それ、だめ」

        「何で？　男でも、ここ気持ちいいんでしょ」

        　その言葉に、隼也は湊の額に手を置いて体から離させた。

        「やめろ。女を抱くように、俺に触るな」

        　湊はそれに、困ったような顔をした。

        「違うよ。そんなことしない。俺は、隼也さんを抱きたいんです」

        「嘘つくな」

        「嘘じゃないよ」

        　湊はそう言うと、再度隼也の胸元に舌を落としてくる。同時に、ハーフパンツの中に手を入れられ、勃ち上がっているペニスをゆるりと擦こすられた。

        「凄い。もうぐちゃぐちゃだ」

        「言うな」

        「気持ちいい？」

        　湊が上気した声で聞いてくる。隼也が頷くと湊が微かに笑うが、何故隼也が気持ち良い事に喜んでいるのか、隼也には分からない。

        「俺は気持ち良くなくていい。湊が気持ち良ければいいから、そんな事しないでいい」

        「隼也さんが気持ち良いと、俺も気持ち良いんですよ」

        「そんなわけ……」

        「ありますよ。それがセックスです。今まで、オナニーばっかりしてたから分からないんですよ」

        　湊の言葉に顔が赤くなる。屈辱だ。そんなこと言わないで欲しいと思ったが、湊が乳首とペニスを同時に責め立てるのに、頭が空っぽになっていく。

        「一緒に触らないで……駄目」

        「腰、揺れてますよ」

        　湊はそう言うと、隼也の胸元から舌を離し、隼也のペニスを咥くわえた。

        「……んっ」

        　気持ちが良い。温かな湊の口内は、体の芯が溶けるようで、今まで感じたことのない悦びがあった。

        　ぺちゃぺちゃと言った音が聞こえる。湊の顔を見ると、こちらをじっと見ながら隼也の物を銜くわえ込こんでいた。

        「だめ、やだ、離して……出るっ」

        　じっと見つめてくる目に体が熱くなり、我慢が出来なかった。湊は開いている手で再度乳首にそっと触ふれてくると、ぐにゃりとこねくり回した。それに、更に血が沸き立つのを感じた。

        「ほんと、だめ、イクッ」

        　我慢をしようと思ったが、強く吸い上げられ、頭が真っ白になった。そして次の瞬間、湊の口内で射精をしていた。

        「ご、ごめん、湊」

        　慌ててティッシュに手を伸ばそうとするが、湊は口内に出された隼也の精液をゴクリと飲み込んだ。

        「何やってんだよ。そんなことしなくていい……」

        「何で。隼也さんの、美味しいよ」

        「ば、馬鹿。お前、こんな、おかしいんじゃないか。男なのに男の咥くわえて……おかしい。お前おかしいよ」

        　頭が混乱してくる。一度射精し冷めた頭で、湊の行ったことについて考える。嬉しいと思う以上に、何故こんなことまでするのかを考えた。女性の代わりであれば、入れて終わりで良いのに、何故なのだ。

        「フェラされたの初めて？」

        　湊は隼也の首筋に唇を落として吸い上げた。恋人にする愛撫のようだ。それに、いけないと思いながらも再度体が震えてくる。まだ終わりじゃない。これから始まるのだ。湊から与えられる快楽が、どれほどの物なのか、考えるだけで後ろが疼いた。

        「ねぇ、初めてですか？」

        　隼也は頷く。それに湊は口元だけを上げて笑った。その目は少し潤んでいて、興奮の色が見えた。

        「元カレはやってくれなかった？」

        　それにも隼也は頷く。

        「あいつでしょ。隼也さんに殴られたって言い触らした男。何であんな奴に……」

        「田島を悪く言うな。俺のせいだ。俺が悪い」

        　隼也の言葉に、湊の目の色が変わった。怒りのようにも見えるが、獲物を追い詰める捕食者のようにも見える。

        「初めての男だから、美化してるんですよ。俺はその男、殺してやりたい」

        「何言って……」

        　湊とはおよそ似つかわしくない言葉に、隼也は驚きよう愕がくをした。湊は目の色を変えぬまま、隼也から体を離すと、一枚一枚服を脱いでいく。

        　湊の裸体が目の前にさらされ、その逞しい肉体に、隼也はゴクリと唾を飲み込んだ。何度も抱かれているのに、まるで今日初めて抱かれるようだと思い、その体に触ふれたいと思った。

        「どうせ、下手だったんだろ、あいつ。俺が教えて上げる。隼也さんに、気持ち良いこと、沢山教えて上げるよ」

        　湊はそう言うと、隼也の口こう腔こうに中指を差し入れる。

        「俺がして上げたみたいに、しゃぶって」

        　隼也はそれに頷くと、湊の長く太い指に舌を這わせた。湊自身を舐めるように、吸い上げ、丁寧に舌で舐め上げる。唇で指をしごき、ぺちゃぺちゃと音を立てた。

        「舐められたことはないけど、舐めたことはあるんだ」

        　隼也はそれには答えず、懸命に舌を這わせた。指だけではなく、指の間にも舌を這わせ、手のひらに口づけた。湊はそれに、小さな声で、あぁ、と声を上げた。

        　湊は隼也の口から指を引き抜くと、仰向けに寝ている隼也の足の間に手を入れた。後ろを探り当てると、先ほどまで隼也が舐めていた指をゆっくりと入れていく。

        「あ……」

        　隼也の口から声が漏れる。湊は隼也の耳の下を舐め上げ頬にキスをしてくる。そして後孔に入れた指をゆっくりと動かした。

        「や、そんなゆっくり……」

        　ゆっくりと動く指は、優しく隼也の内部をえぐっていく。隼也の体をゆっくりと開き、深い快楽を奥から引きだそうとしているようであった。

        「ここ、好きですよね。ぎゅうぎゅうに指を締め付けてくる」

        　湊に内部を指で触さわられたことなどないのに、隼也の感じる部分がわかっているかのように、そこを嬲なぶってくる。隼也は我慢しきれずに喘あえいだ。

        「やめ、やだ……もっと早くして良いから」

        「何で。気持ち良いでしょ」

        「でも、これじゃあ……湊が楽しくな……い」

        　途切れ途切れの声を出すと、湊がずるりと内部から指を抜いた。濡れない器官が少し引きつれたのがわかる。秘肉が湊の指を追っているようで、羞恥に顔を赤らめた。

        「俺はＡＶの真似事なんてしないよ。隼也さんが感じる事、ちゃんとして上げる」

        　馬鹿な男だったんだね、と湊は呟つぶやくと、隼也の乳首をぎゅっと掴んだ。

        「でも、ここは少し痛いくらいが良い？」

        　片方を口で含まれ、軽く噛まれる。もう片方は強く指先でこねられ、体に鋭するどい痛みと鈍どん痛つうが同時に走った。その痛みに、腰が揺れた。痛いはずなのに、もっと欲しい。もっともっと強い刺激が欲しいと、知らず湊に腰を押しつけていた。

        「もっと良くして上げたいけど、さすがにローションないと無理だ」

        　隼也は潤んだ目で湊を見つめた。自分の胸に顔を埋める湊の後頭部が見える。黒く柔らかな髪に触ふれたいと思い、思わずその頭をぎゅっと抱きしめた。

        「欲しいの？」

        　顔を上げてくる湊に、隼也は頷うなずいた。一体自分はどんな顔をしているのだろうか。湊に気持ち悪いと思われたくなくて顔をそらす。

        「じゃあ、ローション出して」

        　隼也はそれに躊ちゆう躇ちよする。ローションはベッドの下の引き出しにある。そこには自慰に使用していた道具も一緒に入っていたので、湊の前で引き出しを開けることが躊ため躇らわれたのだ。

        　湊が、焦こがれたように隼也のペニスを握ってくると、先端を押し開くように親指でえぐる。

        「イッ……！」

        「痛いのは嫌ですよね」

        「やめ……離して」

        「あぁ、でも好きみたいだ。もっと大きくなりましたね」

        「出すから、離して……」

        　湊が手を離すと、隼也はのろりと体を起こす。体内の奥深くが疼うずいている。半端な刺激に、もっと欲しいと訴え戦わな慄ないているのがわかった。

        　湊に見えないように体で引き出しを覆おおうと、少しだけ開けて、手探りでローションを探した。しかし、突然湊が後ろから手を伸ばしてきて、引き出しを勢いよく開ける。

        　奥の方に置かれていた道具が視界に入った。それはポーチに入っていたために、一いち瞥べつしただけでは何か分からない。ばれてないようにと思いながら、ポーチの横に置かれているローションとコンドームの箱を取り出した。

        　引き出しを閉めようとしたが、湊がそれを阻止して、おもむろにそのポーチを掴つかむと取り出した。驚いて湊の顔を見るが、湊は構わずベッドの上にバラバラと中身をばらまいた。

        「凄い数」

        　今更隠せないと思い、隼也は顔をそらす。考えてみれば、初めての夜に自慰をしているところを見られているのだ。今更だと思ったが、あの時は頭が混乱していたし、響平のためという大義名分があった。しかし今はない。目の前に置かれた陰具は自分の恥ずべき秘密であり、今すぐここから逃げ出してしまいたかった。

        「アナルビーズに、これはいつも使ってるプラグですね。バイブもディルドもある。あぁ、これ、そんなに大きくなくて安心しましたけど、それでも卑ひ猥わいですね」

        　湊はゆっくりと、隼也の羞しゆう恥ちを煽あおるように言う。

        「電マはないんですね。残念です。男なら一度は使ってみたいですから」

        　女には無理でも、男には使えると言うことか。隼也は湊の言葉に、顔をうつむかせた。

        　湊はアナルビーズを手に取ると、それの先端を人差し指で撫でる。

        「どんな風に使ってたの？　自分の指でならして、ゆっくり入れて、動かした？　おかずは何？　響平を思ってやってた？」

        「馬鹿言うな！」

        　隼也が怒鳴ると、湊はすっと真顔に戻り、ベッドの上にある玩具を全て払い落とした。

        「使ってるところ、見てみたいけど我慢します。こんなもの、もういらないですよね。俺が満足させて上げる」

        　湊はそう言って隼也の体をベッドに押し倒すと、隼也の両足をぐいっと広げて膝の裏を持ち、胸につくまで持ち上げた。

        「やだ！」

        　明るい電灯の下で湊の目の前にさらけ出され、思わず隼也は体をひねってその手から逃れると起き上がる。

        「自分でほぐすから、それ貸して」

        　隼也が手を差し出すと、湊は首を振る。

        「何で。気持ち悪いだろ。俺、自分でやるから」

        「何回も言わせんなよ。俺がアンタを気持ち良くしてやるって言ってる」

        　湊の乱暴な口調に、思わず隼也は出した手を引っ込めた。

        　湊は足下にローションを置くと、隼也の足を乱暴に掴つかみ強く引っ張って、うつ伏せにして組み敷いた。

        　うなじから腰までゆっくりと舌が這い回る。何度も往復されるそれに、体がゾクゾクと震え、追い詰められていくのが分かった。

        「あ……ふっ、う……」

        　舌と同時に指も背中を這い回る。柔らかく触ふれてくるその指は、初めくすぐったかったが、すぐに隼也をかき立てていった。そのうちにその手は臀でん部ぶを這はっていく。敏感なその部分の刺激は奥への刺激を連想させた。

        　快楽は柔らかく、ずっとこの刺激を与えられたいと思うのと同時に、もっと奥への刺激が欲しい。直接的な刺激が欲しいと強く思った。

        　堪らず隼也は、体を這いずらせてその手から逃げようとするが、その度に足首を掴まれ、体を戻される。もう限界だと思い、ベッドに自身を押しつけて腰を振った。

        「床オナしてんの？　ほんと、隼也さんやらしいな。こんなエロいなんて思わなかった」

        　そう言って湊は隼也の腰とベッドの間に手を差し入れると、隼也のペニスを強く握った。

        「やっ……離して」

        　首を激しく振る。知らず目尻に涙が溜まると、湊がもう片方の手で隼也の顎あごを持ち、隼也の顔を横に向かせると目尻に舌を這わせてくる。

        「欲しい？」

        　隼也はガクガクと頷うなずいた。触さわって欲しい。前も後ろも触さわって、深く犯して欲しい。湊の物で、訳が分からぬくなるくらいに、滅茶苦茶にされたいと思った。

        「じゃあ、自分で足広げて」

        「出来な……」

        「出来ますよ。ね、俺に奥まで見せて」

        　湊が隼也から体を離して、隼也の手首を掴んだ。隼也が体を起こすと、その手を引っ張って補助をしてくれる。そっと隼也の体を仰向けにさせ、隼也の膝を折り曲げると、その膝に隼也の手を導いた。

        　もう湊は何も言わない。じっと隼也の顔を見つめてくる。その視線はじっとりとしていて熱い。何故そんな熱い目をするのか。もしかするとこの男は自分を好きなのではないか。そんな錯覚を起こさせる目であった。

        　いや違う。経験豊富な男が、ただセックスに刺激を加え楽しんでいるだけだ。隼也は自分にそう言い聞かせながら、ゆっくりと足を広げた。

        「アナルも、広げて見せて」

        「もう、やだよ……」

        「そんな可愛い顔して見せても、だめ」

        　隼也は後孔まで手を伸ばすと、入り口を広げて見せた。すると、湊が隼也の膝の裏を掴んで、再度胸まで折り曲げる。それに思わず隼也は後孔を手で隠した。

        「もう本当に嫌だ。お前には、お前だけには、こんなの、見せたく無い」

        　湊は顔色を変えると、勃ち上がっている隼也のペニスを握り、先端を手のひらでグチュグチュと擦こすった。

        「こんなにしておいて、何言ってんの。俺が嫌なら、別の男を思い浮かべれば良いよ……例えば、響平とか？」

        「違う。そういうことじゃない……あぁっ！」

        「凄いカウパー。さっきイッたばっかりなのに」

        　隼也は湊の手首を掴つかむと、それをやめさせようとぎゅっと強く握る。湊はそれに応えるように隼也のペニスから手を離すと、腹まで反り返っている自身を、隼也のペニスに擦りつけた。

        「ハハ……俺も人のこと言えないですね。すげぇ出てる」

        　湊は、今度は二人のペニスを一緒に掴み、擦り上げる。

        「これ、欲しいでしょ。ほら」

        　湊のペニスは、大きく堅い。ビクビクと脈打っているのが隼也にも伝わってきて、それが内部に入っていくこと想像すると、背筋がじんとしてきた。開いた内股はビクビクと震えている。

        　犯されたい。奥まで貫つらぬかれたい。今まで感じたことのない快楽を、きっと湊が与えてくれる。隼也は我慢が出来ずに、とうとう両手で双丘をぐいっと広げた。

        「みなとぉ……」

        　自分でも驚くような甘い声が出される。湊は笑うと、体を隼也から離して隼也のペニスを真っ直ぐに立て、その先端からローションとろりと垂らしていった。

        　ローションがゆっくりと先端から会え陰いんを伝わり後ろを濡らしていくのがわかった。その感触さえも隼也に快楽を与えた。思わず双丘から手を離しそうになったが、それを察した湊がゆっくりと後孔に指を入れてくる。

        「凄く綺麗ですよ。今まで散々弄いじってきたとは思えない」

        「言うな……」

        「色白だから、ここも色が薄いんですね。舐めたいな。でも、ローションたらしちゃったから、それはまた今度ね」

        　次があるのかと隼也は思ったが、内部をぐりぐりと刺激されて、何も考えられなくなる。入り口をほぐすように増やされた指は、隼也の体がびくりと跳ねるたびに、弱点を見つけたと言わんばかりにそこを責め立てた。

        　グチュグチュという音が響いている。後ろが口を開いて、悦よろこんでいるのが隼也にはわかった。浅ましく湊の物が欲しいと叫んでいる。

        「すげぇ音。こんな小さな穴なのに、俺の指、美味そうに咥くわえてる。もう、三本入ってますよ。離したくないって言ってるみたいだ」

        　そんなこと、言われなくても分かっていた。湊が指を引き抜くたびに、意思とは裏腹にぎゅっと掴んでそれを離すまいとしている。ずっと入れていて欲しい。掻き回して、刺激をして、感じさせて欲しいと思っている。

        　湊はどうなのだろうか。こんな風に興奮している自分を何て思っているのか知りたくて湊の顔を見ると、湊はじっと隼也から指が出し入れされる様子を見つめており、その目は欲に濡れていた。

        「もう限界です。隼也さんもでしょ。でも、もう少し、言葉が欲しいです。どうして欲しいか言って」

        「お前、意地悪だ。こんなだなんて、思ってなかった」

        「それは隼也さんだからです。すげぇ煽あおられてる」

        　ノンケでも男とのセックスは興奮するのか。いや、ノンケだからこそするのだろう。田島もそうであった。背徳感があるからなのかもしれない。そう思いながら、小さな声で囁いた。

        「入れて……」

        「何を？」

        「湊のおちんちん」

        「どこに？」

        「俺のお尻の中……」

        　言った瞬間、ずくりと衝撃が走った。

        「あぁっっ！」

        　思わず声を上げる。指とは比べものにならない重量感に、頭の奥がチカチカとした。

        　湊はぺニスで奥まで穿うがった後、ゆっくりと入り口まで抜いた。そして今度は、先端が秘肉を押し広げゆっくりと入ってくる。先ほど指で探し当てた隼也の弱い場所を刺激しながら、まるで隼也の全てを暴こうかとするように肉をかき分けてきた。

        　ゆっくりと体中を愛撫されたため、これ以上なく敏感になっている隼也は、その刺激で射精をしてしまう。

        「あぁ、いっちゃいましたね」

        「そうだ、もうイッた。もう限界だからっ……もうダメだっ、もうやめてっ」

        　哀あい願がんするが、湊は首を振る。それに隼也は絶望と悦びを同時に感じた。

        　奥から快楽がずんずんと湧き上がり、あと少しで限界を迎えるだろうと思った。理性を無くしてこの男にすがりつき、喘あえぎ、欲しがるのだろう。湊の全てが欲しいと求めるのが分かっている。だから、これ以上は続けて欲しくない。しかし体は、もっと欲しいと喘あえいでいた。

        「何言ってるんですか。まだまだですよ。いつもドライでイッてるでしょ」

        　湊は耳元で囁ささやくと、最奥までその凶器を穿うがった。

        「あぁっ！」

        　隼也は射精をせぬまま、絶頂を迎える。体がブルブルと震えるが、湊は容赦せずに奥をグリグリとこねくり回してきた。

        「凄いビクビクいってますよ、隼也さんのアナル」

        　隼也は首を振って、また哀あい願がんをする。

        「もうやだ、やめて……おかしくなる。おかしくなっちゃうよ」

        「もうとっくにおかしくなってるでしょ。今更狂ったからって何だって言うんですか」

        　そう言って湊は浅くペニスを引き抜くと、ズグンと最奥を突いた。

        「キョウちゃんが見てると思ったから、いつも遠慮してました。隼也さんも、抑えてたみたいだし」

        　湊は容赦なく隼也を責め立てていく。奥をえぐられるたびに、体がビクンビクンと跳ねて、脳みそまでえぐられているような快楽が体を襲う。限界を超えたと思った。

        「イク、イク、またいっちゃうよぉ！」

        　隼也はもう声を抑えることは出来ずに、叫ぶように言った。しかし湊は容赦せずにまた奥を割り開くと、隼也の乳首を舌で嬲なぶった。

        「そこ、や……」

        「ここ、下と直結してるって話、嘘だと思ってたけど、本当ですね」

        　湊が隼也のペニスを握る。そこで初めて、再度自身が勃起していることに気がついたが、前の刺激などどうでも良くなるくらいに、後ろからこみ上げてくる快楽は隼也を翻ほん弄ろうし、何度も何度も絶頂に運んでいく。目の前がチカチカとして、絶頂から帰ってくることも出来なかった。

        「あぁ、あ、ひっ……」

        　喉からは絞り出される音は、もう音として成なしていなかった。声せい帯たいまでもが痺しびれ、その役割を放棄している。

        「凄い、隼也さんの中、凄い悦よろこんでる。もう、俺も限界」

        　湊はそう言うと、自身を入り口まで引き抜き、先ほどまでの怠たい慢まんな動きからは考えられぬほどの早急な動きで、隼也を穿うがっていった。

        　隼也は湊の背中にぎゅっと抱きつきながら強く爪を立てる。隼也はグチュグチュになった頭と体を、更に犯して壊して欲しいと思いながら、湊の動きに合わせて腰を振り、自身のペニスを激しく擦こすった。

        「あっ、あ――！」

        　もう枯れてしまったと思った声が絞り出される。湊が隼也の中に吐精するのと同時に、隼也も白い蜜を吐き出した。

        「凄い……凄かったです」

        　湊が隼也から自身を抜き出すと、そう呟いて隼也の上に覆おおい被かぶさってきた。

        　隼也は射精をしたのに、まだ絶頂から戻れずにいた。湊の吐息が耳にかかるたびに、体がびくりと揺れる。

        「まだイッてるの？　ここで終えるの、勿体ないですね」

        　上うわ擦ずって掠かすれた声で、四つん這いになってと耳元で囁ささやかれるのに逆らえず、隼也は顔をベッドに押しつけて、臀でん部ぶを高く上げた。

        「俺も、いつもと違う。出したのに、まだ、すげぇ興奮してます」

        　そう言って湊は隼也の後ろに指を入れて、前立腺を刺激してきた。

        「や……奥、えぐって……前じゃなくて後ろでいきたい……」

        「そんな可愛いこと、言わないで下さい。もう少し待って」

        　湊はそう言うと、自分のペニスを手で刺激し始めた。

        「俺の、溢あふれてきてる。やらしい……」

        　湊はそう言うと、わざと音を立てるようにグジュグジュと指で内部を刺激してくる。隼也は目を瞑つぶって、その音を聞いていた。

        「入れるよ」

        　湊が隼也の耳元で囁いた瞬間、体がこわばる。それに気がついた湊が、隼也の乳首を掴んだ。体がビリリと痺しびれて、力が抜けるのを感じた瞬間、再度湊が入ってきた。

        「ひっ、あぁ……いい、そこ、奥、いい」

        「俺もいいです……」

        　腰を掴まれて、後ろからぐいっと押しつけられると、隼也はもう力が入らず、うつ伏せに倒れ込んだ。

        　湊が隼也の体を覆おおうように、背中に張り付いてくる。後ろから隼也の腋わきに手を差し入れてくると、前に回した手でぐっと肩を押さえられ、圧迫するように腰を動かしてきた。臀でん部ぶが閉じられたことにより、尻の肉をかき分けて押し入ってくる湊のペニスの感触を、まじまじと感じた。

        「みなと、みなとぉ……またイク、またイク、んっ、あぁ！」

        「寝バック、気持ちいい？　女の子達、これが一番気持ちいいって」

        「くらべるな……っ」

        「何？」

        「女と、お前が寝た女と、比べるな……」

        　お願いだから、と小さな声で言うと、隼也の中で湊の物がドクリと脈打ち大きくなった。

        「こっち向いて。キス、したい」

        　隼也が横を向くと、湊が覆おおい被かぶさってきて唇を奪ってくる。グジュグジュと濡れた音は、どちらから出されているのかわからなかった。

        　舌を差し入れられると、下肢の快楽以上の悦びを隼也に与えた。上も下も支配されていると思い、また隼也は絶頂を迎える。

        「沢山嫉妬して下さい。俺にも、いっぱい嫉妬して」

        「はっ……あっ」

        　何言っているんだと思ったが、上手く舌が回らず、聞くことが出来ない。

        「隼也さん、好きなんです……ずっと、凄く、好きなんです」

        　湊が発した言葉は朦もう朧ろうとした意識の中では、現実なのか幻聴なのか分からない。それでも隼也は、幸せに似た感情を感じながら湊の唇を貪り、湊の精液を再度体内に受け止めた。

        　

        ＊

        　

        　目を覚ますと、酷ひどく体が疲れていた。今何時だろうか。スマートフォンはどこだと横になったまま探したが、タブレットと一緒に部屋の隅に置かれているのが見えた。

        　取ろうかと思ったが、響きよう平へいが死んで以来、ずっとそれに触さわっておらず充電もされていないのを思い出す。時間など表示されるわけはない。

        　起き上がろうかと思ったが、体が痛い。無理をしたのだろう。あんな風に誰かと抱き合ったのは初めてであった。

        　ノックもされずにドアが開かれた。そちらに視線をやると、湊みなとが立っていた。

        「寝てると思ったので……」

        　湊はそう言うと、電気をつけてベッドに座った。

        「体、大丈夫ですか？」

        「うん、大丈夫」

        　そう言って体を起こすと、尻に痛みが走る。痛みと言うよりも違和感だ。湊の大きな物を受け入れたので当然だと思う。

        「無理しないで、もう少し寝てて下さい」

        「今何時？」

        「１５時です」

        「夜寝れなくなるし、シャワー浴びて、シーツ替えないと」

        「後ででもいいんじゃないですか」

        「暗くなる前にやらないと」

        「キョウちゃんが来る？」

        　湊が顔を覗き込んできた。目が何かを訴えているように思えたが、隼しゆん也やは無言のまま、頷く。

        「シャワー浴びてきて下さい。シーツは俺が替えます」

        　湊が隼也を抱き上げる。尻の割目に、つぅっと湊の吐き出した精液が流れたのがわかった。

        「床、汚れる」

        「後で拭いておきますよ」

        　湊はそう言って浴室まで隼也を連れていくと、洗い場の床に静かに下ろした。

        「風呂、沸かしておきました。ゆっくりと入って下さい」

        「次するときは、中に出すなよ。俺もきついけど、お前にも良くない」

        「腹壊すかもしれませんしね。でもそれって、人によるみたいですよ」

        「何でそんなこと知ってんの。アナルセックス、したことないって言ってたのに、やけに慣れてた」

        　湊はその問いに、何でも無いことのように答えた。

        「隼也さんとやりたかったから」

        　隼也は湊の言葉に、意識を失う寸前に聞いた湊の告白を思い出していた。

        　気のせいだ。隼也は思う。あれは気のせいか、自分の願望が聞かせた幻聴だ。第一、もし本当だとしても、結果は何も変わらない。自分などが湊の人生に関わるなど間違っている。

        　父の顔が思い浮かぶ。忌いまわしい血だ。罪深い。そして次に美み鈴すずの顔と有ゆ紀きの顔を思い出す。自分などが、ともう一度思った。

        　それに響平を裏切る事など出来ない。いや、すでに裏切ったのだ。響平と約束した。誰とも体を重ねない。誰とも、心を通わせないと約束をしたのに、裏切った。

        「体だけだ。体だけ、湊に上げる。体だけ、好きにすればいいよ。夜になるまでは、全部上げる」

        　湊は後ろから隼也を抱きしめてきた。大きな体だ。自分も男なのに、この男に包まれると酷ひどく安心が出来た。

        「残酷だ。凄く残酷だ」

        「響平には、絶対に言わないで」

        　湊はそれには答えず、自分も服を脱ぐと、シャワーを出して隼也の体にかけた。

        「自分で洗える」

        「俺が、洗いたいんです」

        　手にボディソープを取り、泡立てるとゆるりと洗ってくれる。優しく、ゆったりと隅すみ々ずみまで洗ってくれた。

        「目、瞑つぶって」

        　髪の毛を洗ってくれる手は大きく、隼也の頭をすっぽりと覆おおった。気持ちがいい。

        「立てますか」

        「うん」

        「じゃあ、お湯に入って」

        「うん」

        　隼也が湯に沈むと、湊は洗い場に膝立ちになり、湯船に手を入れてくる。

        「まだ、出せる？」

        　隼也が言うと、湊は首を傾げた。

        「何が？」

        「連日やってるのに、さっき二回出したから。夜、ちゃんと出せる？」

        　湊が眉間に皺を寄せて目を瞑る。そして目を開けて隼也を見てきた。いつもは愛らしく真っ直ぐな目が、今は歪んでいる。あぁこれは俺のせいか。そう思うと、ますます湊とは一緒にいられないと思った。

        「今日はもう無理ですよ。一日くらい、休みましょう」

        「何言ってんの」

        「そこまでして、何が得えられるんですか」

        　湊が言う。落ちてきた前髪を、湊がゆっくりとかき上げた。

        「キョウちゃんは死んだ。死んだんだよ」

        「でも、響平はいる」

        「本当にいるんですか。隼也さんの願望が生んだ別人格なだけかもしれない。第一、死んだ男の影を追ってどうなるんですか」

        　前髪をかき上げたまま額ひたいに置かれている湊の手を、隼也は払う。

        「お前がそんなこと言うなんて。お前が、お前が……」

        　隼也は泣きそうになるのをぐっと堪えて、湊の顔を見た。

        「響平は死んだ。湊は悲しくないの。もう一度会いたいとは思わないのか」

        　湊は立ち上がると、隼也の顔を見下ろしてくる。その目は、今まで一度も見たことないくらいに冷たい目であった。

        「悲しいに決まってる。だけど、俺に悲しむ時間を与えなかったのは、隼也さんだ」

        　そう言って湊は浴室から出て行った。

        「あ、俺、ごめん……」

        　誰もいない浴室で呟つぶやく。

        　最低だ。やはり自分は最低だ。何という言葉を吐き出したのだ。自分だけが悲しんでいる。そんな筈はずはない。親友を亡くした男が悲しくないわけはないのだ。

        　しかし、湊はずっと寄り添ってくれていた。寄り添い、自分の悲しみを押し殺し、ずっと隼也のためにいてくれた。

        　やっぱりもうやめよう。もう終わりだ。そろそろ潮時なのだ。湊を巻き込むのは、もうやめよう。

        　風呂から出ると、テーブルには茹でた素そう麺めんと刻んだ薬味が置かれていた。湊の姿はない。どこかに出かけたのだろう。

        　湊は優しすぎる。優しすぎて嫌になる。だから、もう湊とは一緒にいるべきではないと、隼也はそう思った。

        　部屋に戻ると、服を着てシーツを交換した。素そう麺めんを食べて洗い物をして、夜になるのを待つ。湊は帰ってこない。

        　そのうちに辺りは暗くなっていき、夜よるの帳とばりが下りてきた。いつものように白い影が隼也の部屋に現れる。ゆらゆらと揺れ、今日も幻想的で美しい。

        「ごめん、湊出かけちゃった」

        　隼也が言うと、響平はゆらりとまた揺れた。

        『そっか。帰ってくるの待つよ』

        「帰ってくるか、分からない」

        『ふーん』

        　そう答えると、響平はしばらく無言であった。

        「響平がここにいる目的は、やっぱり湊なの」

        『それもあるけど……』

        「俺のため？」

        『それ以外に何があるの』

        　隼也はそれに笑う。響平には、自分だけしかない。生きていれば他の選択肢もあったが、死んだ今なら、なおさら自分だけしかいないのだ。

        「そうだよね。俺も、お前だけだよ」

        　自分に言い聞かせるように言う。

        『湊と、寝たの？』

        　響平の問いに、隼也は頷うなずいた。

        「寝た」

        『そっか』

        「怒った？」

        『誰に？　湊に？　隼也君に？』

        「俺がわかるわけない」

        　それに響平が笑った。

        『怒ってないよ。俺が言ったんだ。隼也君と寝ればいいって。隼也君を、俺の代わりに守って欲しいって、そう頼んだんだ』

        　隼也は響平の言葉に、何を言ってるのだと思って両手で顔を覆おおう。

        「何で。お前、何言ってんだ」

        『湊ならいいと思ってさ。俺が生きてたら絶対にそんなこと頼まなかったけど、俺、もう死んじゃったから』

        「何勝手なことを。湊を巻き込むな。湊を、俺なんかに関わらせるな」

        『何で』

        　何故か。言えるわけない。例え響平が死んでいたとしても、言えるわけなど無いのだ。父の血を引く自分が、どんな思いで響平を見ていたか。そんな自分が、今更湊にすがれと言うのか。

        「響平、お前の本当の目的って何だ。本当に、湊と寝たかったのか？」

        　響平はそれには答えずに、黙ったままであった。

        『湊、帰ってきたみたいだよ』

        　響平が言うのと同時に、玄関のドアが閉まる音がする。隼也は部屋から出て行き、湊の顔を見た。

        「お帰り」

        　湊は隼也の顔を見ないまま近づいてくると、隼也の頭をガシリと掴んで自分の胸元に引き寄せた。

        「キョウちゃん。いるんだろ。いいよ、隼也さんの中、入れよ！」

        　湊が言うと、体の芯がシュッと冷えた。響平が入ってきたのだと言うことが分かる。

        「もう一回くらいなら出来ますよ」

        　隼也の手を掴つかむと、湊は響平の部屋に連れて行き、乱暴に隼也の体をベッドに倒した。

        「ローション、持ってきますね。待ってて」

        　湊はそう言うと、隼也の部屋からローションとコンドームを持ってきた。

        「時間、勿体ないから脱いで待っててよ」

        「ご、ごめん」

        　隼也は、冷たく言い放つ湊に慌ててＴシャツを脱ごうとする。

        「下だけ脱げばいいですよね。上、脱ぐ必要あるんですか」

        「あ……」

        　湊が乱暴に隼也のハーフパンツと下着を脱がすと、隼也の足を広げた。そして自分のズボンの前をはだけさせると、ペニスにゴムをかぶせてローションをかけ一気に隼也を貫いた。

        「いっ……」

        　昼間、散々嬲なぶられた肉壁が悲鳴を上げる。すでに快楽を通り過ぎていた体には、鈍どん痛つうしか感じられなかった。

        「湊、痛い……」

        「自分がして欲しいって言ったんだから、我慢しなよ」

        　そう言って湊は奥まで突いてくる。快感はまるでなく、義務のように湊を受け入れた。

        「さっきは、ずっといきっぱなしだったのにね。奥突いたらさ、狂ったみたいに何度も何度もイッたよね」

        「湊！」

        　響平が聞いている。それは言うなと思って湊の顔を睨み付けるが、湊は隼也から視線をずらすと、機械的に腰を振って話を続けた。

        「キョウちゃんにも、ぜひ体験して欲しかったな。隼也さんの中にいたら、感じられるんだろ。それに、隼也さんのイキ狂ってるところ、見て欲しかった」

        　湊は中々イク気配はなかった。今日既に二回射精をしているのだ。まだ先は長いと思った。

        「湊、早くイッて……」

        　湊はまるで隼也の話を聞いていない。独り言のように呟く。

        「いいよ。心がなくても、体だけでもいいよ。俺なしでいられないようにしてやる。沢山気持ち良くして、その体に、俺を叩き込んでやるから」

        「そんなこと、言うな……」

        「キョウちゃん、聞いてる？　お前の大事な兄ちゃんは、俺が引き受けたよ。お前の頼み通り、守ってやる。大事に、誰にも触ふれさせないようにして、俺が毎日やりまくってやるよ。お前が出来なかったことだ。お前は死んだんだ。大人しく、指をくわえて見てればいい」

        「湊！」

        　隼也は湊の体をどんっと強く押し、その体から逃れた。

        「そんなに痛かった？　じゃあ口でしてよ」

        　湊はコンドームを外すと、隼也の頭を掴んで口にペニスを押し込んできた。

        　隼也は湊のことを初めて怖いと思い、一緒にいたくないとも思ったが、それでも拒絶する事など出来るはずはなく、懸命に舌を這わせる。吸い上げ、喉の奥まで銜くわえ込こみ、手でしごいた。

        　どれくらいそうしていたか。顎あごが疲れて、もう開けていられないと思っていると、湊が隼也の口内に射精した。隼也はそれを飲み込むと、真っ赤に潤んだ目で湊の顔を見上げる。

        「ごめん、湊」

        　湊は顔を歪めると一度だけ隼也を抱きしめ、いつもと同じように何も言わずに部屋から出て行った。

        　響平は何も言わない。体の中でじっとしている。

        「何か言うことないの」

        『何を？』

        「別に……」

        　隼也はベッドに横になると目を瞑った。湊があんな風に怒るなど思ってもみなかったが、怒って当然のことをしているのだ。湊の言葉は、響平に向けられているようで、実は違う。自分に向けられたのだと分かっていた。

        「もうやめよう。もう限界だ」

        『何言ってんの。ダメだよ』

        「ふざけんな」

        『やめたら、隼也君、一人になるよ』

        「お前がいる」

        『馬鹿だな、隼也君。俺は、もう死んでるんだよ』

        　響平はそれだけ言うと、すうっと隼也の体から抜け出し、そのままふっと消えた。

        「響平？」

        　最近はずっと、眠るまで響平の声を聞いていたのに、今日はそれがなくなった。静まりかえった部屋の中には、車の通る音が聞こえるだけだ。

        　隼也は痛む体を丸めた。響平がいなくなったら、自分には本当の孤独が訪れるのだ。こうやって一人、体を丸めて眠るしかない。

        　そうなったら生きていけるのだろうか。響平がいない夜を、過ごすことが出来るのだろうか。

        　隼也は自身に問うまでもなく、その答えは分かっていた。

        　その夜は中々眠ることが出来なかったが、いつの間にか寝たのか、目を覚ますと時間は１０時だった。昨日よりも起きるのが１時間遅い。湊はバイトなのだろう。姿が見えなかった。

        　少しずつ起きる時間がずれてきている。こうやって毎日ずれていくと、一周してまた元に戻るのかなど下らぬ事を考えながら、テーブルに用意された目玉焼きとベーコンに手をつける。パンは食べる気にならずに、作って貰ったおかずだけ食べた。

        　食べ終わるとノートパソコンを持ってきて、テーブルで広げた。最近、株価を見ていない。所有している株の株価を確認し、売るべき物はないかチェックをする。

        　響平には言っていなかったが、隼也は投資をしてそこそこ利益を得ていた。在宅でプログラミングの仕事をしているが、それも食べていけるほどの量を貰えているわけではない。ベテランが沢山いる業界で、隼也のような素人がそうそう仕事は貰えず、せいぜい小遣い程度しか稼げていなかった。

        　隼也を養うという響平の言葉を鵜う呑のみには出来なかった。そのため、ある程度自分で資産を築く必要があると考え、株や外貨を中心に投資をする事にしたのだ。

        　数字を記憶したり分析するのは好きであり、世界情勢の動きから株価の動きを予測するのも好きであった。また、お金は寂しがり屋だとはよく言った物で、投資は金があればあるほど有利だとも知った。隼也は売り逃げをすることも平気であったし、欲を出しすぎることもなかった。一方で持っている資産をなくすことも恐れておらず、時には大胆な投資をした。

        　その結果、ある程度の儲けを確保することが出来、今では、贅沢をしなければ何とか暮らしていけるだろうと思われる程度の資産は確保できていた。

        　それでも、このままで良い訳はない。真っ当に働くべきだという気持ちもあり、今も、バイトでもいいから世間に触ふれるべきではないかと思っていた。生きる気力など失せているのに、その一方で十年後の自分を気にしている。人間とは、それとも自分だけなのかわからないが、おかしな生き物だと思った。

        　パソコンに集中していると、玄関のドアが開く音がする。顔を上げると、湊の姿が見えた。

        　時計を見ると１４時だ。バイト終わるの早いなと思いながら、再度視線をパソコンに戻した。気まずくて、湊の顔を見ることが出来なかった。

        「何見てるんですか？」

        「ネット」

        「ご飯、食べました？」

        「うん」

        　湊はパンの袋を見ると、ため息をつく。

        「パン食べてないし、昼もまだでしょ」

        　湊はそう言って、冷凍してあるご飯を解凍して簡単な炒チヤー飯ハンを作ると、テーブルに置いた。

        「湊は？」

        「食べてきました」

        　食欲がなくてじっとしていると、湊がスプーンを差し出してきた。

        「はい、食べて」

        「……」

        　湊が作ったものを、食べないわけにはいかない。それを湊も分かっているから、わざわざ作ったのだろう。気まずい思いのまま、何とか炒チヤー飯ハンを完食した。

        「……ごめん」

        　ようやく言葉を絞り出す。それに湊は首を振った。

        「いえ、俺も、分かってたんです。隼也さんがキョウちゃんしか見てないなんてこと。でも昨日、隼也さんとちゃんとセックスして、あんな風な隼也さん見て、それで勘違いしちゃったんですよね。だから、その後に言われたことが許せなかった。ちょっとおかしくなってたんだと思う」

        　隼也はまだ湊の顔を見ることができずに、視線をテーブルに落として、組んでいる両手の指を何度も組み直した。

        「俺は幽霊なんて信じてない。だから、未だにキョウちゃんの幽霊は、隼也さんの作り出した人格だって思ってる。それでも、もし万が一キョウちゃんが本当にいたら、そしたら、俺は凄く酷ひどいことを言った」

        　隼也はそんなことないよと言う言葉を投げかけることも、そうだねと言うことも出来ずに、相づちを打つことも出来ないまま、体をこわばらせて話を聞いていた。

        「もしキョウちゃんがいないとしても、それでも最低だよね。俺は、凄く最低だ」

        「ごめん」

        「何で謝るの？」

        「俺が言わせた。ごめん」

        「謝るくらいなら、俺の気持ち受け入れてよ」

        　それに隼也は答えることが出来ない。湊は大きく息を吐いた。

        「隼也さんは、自分が楽になりたいから謝ってるだけだ。一見誠実でいい人そうだけど、実は凄く卑怯な人だよね」

        　隼也はようやく顔を上げると、湊の顔を見た。

        「湊、結構言うよね」

        「そうだよ。俺、性格悪いんだ。隼也さんが思ってるよりも、多分ずっと悪い。昨日やってるときもいっぱい意地悪い事言ったし、隼也さんの泣きそうな顔見ると、ぞくぞく来る」

        「でも、凄く優しい」

        　湊はそれに、困ったように笑う。

        「こんな時にそれ？　やっぱり隼也さんはずるいな」

        　そう言うと、湊は立ち上がって隼也の手をとった。

        「ベッドに行きません？」

        「え？」

        「エッチなことはしないですよ。ただ、ぎゅっとしたい」

        　それに答えようがなくて、隼也は再度顔をうつむかせたが、湊が手を引くのにされるがまま、自室に付いていった。

        　部屋に入ると、冷房が入っていないため、もわっと熱気が立ちこめる。湊は冷房を入れると、何故だか服を脱ぎ始め下着一枚になった。

        「来て」

        　隼也は頷いて、ベッドに座った。

        「隼也さんも脱いで」

        「しないって……」

        「しませんよ。ただ、肌を感じたいだけ」

        　隼也は頷くと、湊と同じように下着一枚になる。湊は隼也の体を背中から包み込むと、そのままベッドに横になった。　

        「いいよ。体だけでもいい。俺、決めました。隼也さんの体、沢山愛して上げます。それで、沢山甘やかします。隼也さんがキョウちゃんにしたみたいに、いっぱいいっぱい甘やかして、キョウちゃんが隼也さんに依存したみたいに、隼也さんを俺に依存させるよ」

        「馬鹿だな、お前」

        　言いながら、触ふれあう肌が気持ちいいと思った。汗ばみ、べたついて気持ちが悪いはずなのに、何故だか気持ちいい。裸で抱き合うのは、こんなに気持ちがいいものなだと初めて知った。そういえば田島とはこんなことはしなかった。セックスはしたが、こういった時間は持たなかったのだ。田島が嫌がると思ったし、特に隼也も望まなかったからだろう。

        　そんな隼也の心を見透かしたように、湊が言う。

        「人の肌って、気持ちいいですよね」

        「そうだな」

        「前の彼氏とは、こんな風に抱き合った？」

        「湊、田島のことよく聞いてくるよね」

        「当たり前ですよ。あんな男に、隼也さんの初めてを奪われたって、許せないでしょ」

        　隼也はそんなことを言う湊が可愛いなと思って、少しだけ笑う。

        「何であんな男好きだったんですか」

        「あんな男って言うなよ。いい奴だった」

        「声が好きだった？」

        　隼也は湊の言葉にドキリとする。何故知っているのかと思った。

        「隼也さんのネガキャンする奴の顔、見たくて見に行ったことあったんですよね。それで、驚くほど声がキョウちゃんに似てて、そのときは隼也さんが男の人好きだって知らなかったけど、でも心のどこかで、何をどうとは言えないけど凄く納得した」

        「お前、暇なんだな」

        「そんなこと言わないで下さい。俺、あまり衝動的に動かない人間なんですよ。でも、あの時はどうしても我慢出来ずに見に行った。今考えると、あの時から隼也さんのこと……」

        「お前、俺に構うくらいなら、彼女作れよ」

        　皆まで言わせず、隼也は言う。

        「俺といても不毛だろ。ちゃんと彼女作って、結婚して、子ども作って、幸せになれよ」

        　湊は隼也の腹に回していた手をぐっと強めた。

        「昔さ、キョウちゃんが女をしょっちゅう家に連れ込んでたじゃないですか。それ見て、俺、キョウちゃん酷ひどいなって思ってた。でも、今思うと、酷ひどいのは隼也さんなんですよね」

        「……」

        「キョウちゃん、辛かったと思う。彼女作れって言われてさ。何でそんなこと言ったの？　何でそんなこと、言うの？」

        「幸せになって欲しいから」

        　湊はそれに鼻で笑った。

        「勝手に人の幸せ決めつけてさ、それ言われるほう、たまんないよ。そうやって知らず人を傷つけてるんだ。隼也さん、最低だよ」

        「でも、俺なんかといるのは考えた方がいい」

        「俺なんかだなんて、言わないで下さい。俺の好きになった人だ」

        「俺は湊の言うとおり、最低なんだよ。それが事実だ」

        　湊はそれ以上は何も言わずに、足を隼也に絡からめてきた。まるで抱き枕のように抱えられ、少し苦しくて暑いと思ったが、やりたいようにさせていた。

        「湊？」

        　気がつくと湊は寝息をたてている。連日遅くまで起きているのは隼也だけではない。きっと湊もなのだろう。バイトに隼也のお守り。疲れているのだろうと思い、そっと湊の体から抜け出したが、ベッドから下りる瞬間に腕を掴つかまれる。

        「行かないで」

        　子どものように言う湊に、小さな頃の響平が重なる。隼也は頷くと、湊の頭を撫でた。

        「子守歌でも歌ってくれる？」

        「馬鹿」

        　湊が笑う。隼也も笑った。

        　

        ＊

        　

        　今日も、いつもと同じように湊みなとが朝ご飯を作ってくれていた。隼しゆん也やは当たり前のようにテーブルにつくと、味噌汁に手を着ける。

        「今日はさ、外、出ませんか？」

        「え？」

        「それとも、一日エッチしますか？」

        　隼也はそれに苦笑いをした。

        　昼間も湊と関係を持つようになってから１月たつ。週に二回ほどだったが、隼也は蕩とろけるほどに快楽を味わっている。それが待ち遠しいのか、それともやめたいと思っているのか自分自身わからなかった。

        「セックスは置いといて、外に行くのは面倒だよ」

        「そう言って、ずっと引きこもって、もうどれくらいですか？　キョウちゃんが死んでからだから、３ヶ月以上は家から出てませんよね」

        「ネットがあれば別に出なくても大丈夫だし」

        「腐るかカビが生えますよ」

        　そう言って、湊は味噌汁をすすった。

        「でも、外って言っても行きたいとことか無い」

        「じゃあ、俺に任せて下さい」

        　湊の言葉に内心では、面倒だし外になど出たくないと思ったが、湊も隼也に付き合ってずっと引きこもってくれていた時もあったのだ。ならば一日くらい湊の要望通りにするべきだと思って頷うなずいた。

        　朝食を片付けると、湊がハーフパンツとＴシャツのまま、リュックを背負った。まだ暑さが残っているとはいえ、随分ラフな格好だなと思った。出かけるときはもう少しお洒落をしていたはずだと思ったが、女の子とのデートでもないし、こんなものなのだろう。

        　隼也も着替えようと部屋に戻るが、外に出かける服など無いことに気がつく。そういえば大学生の時以来、ずっと服を買っていない。湊と出かけるのにファストファッションの店で買った、色あせた服しかない。

        「隼也さん」

        　どうしようかと考えていると、ドアのノックがされる。すぐに返事をしないと、湊が容赦なく入ってくるので隼也は慌てて返事をした。

        「なに」

        「どうしました」

        　返事をしたのに結局ドアを開けられる。湊はクローゼットの前で立ちすくんでいる隼也を見て、クローゼットを覗き込んできた。

        「どうしたの？」

        「着てく服がない」

        　それに湊は笑うと、勝手にクローゼットを漁って無地のＴシャツと、部屋着のハーフパンツを出してきた。

        「これ、両方とも部屋着」

        「いいのいいの」

        　そう言って隼也のＴシャツを脱がすと、そのＴシャツを着させてきた。わざわざ着替える必要も無いように思えたが、したいようにさせていた。

        「帰りに、服買おうかな」

        　襟えりが伸びているシャツはさすがに恥ずかしい。そう言うと、湊は何故だか嬉しそうに笑った。

        「そうですね。服、買いましょう。それでその服着て、今度出かけましょう」

        　隼也はこんなことで喜ぶ湊に、少し胸が痛くなる。自分なんかには、とまた思った。

        　外に出ると風が頬を撫でる。久しぶりの外の空気を感じ、何だか別の世界に来たようだと思った。

        「後ろ乗って」

        　湊は相変わらず自転車であった。さすがに年期の入った電動自転車は昨年廃車になったようで、新しい自転車を買っていたが、相変わらずのママチャリだ。若い男なのだからもう少し格好いい自転車にすればいいのに、何故だか、また電動のママチャリにしたのだ。

        　そのときは、若いんだからクロスバイクとかにしろよ、とからかったのだが、今にして思えば、隼也を後ろに乗せるためなのだろう。電動の自転車は、苦学生の湊には高い買い物だったのだろうと思うと、また胸が痛んだ。

        　１時間ほど自転車をこいで、着いたところは公園であった。湊は隼也を下ろすと自転車をとめ、隼也の手を引っ張って公園の中に連れて行った。

        「何？」

        「３ｏｎ３、やりましょうよ」

        「え？」

        　湊に連れられていった場所には、小さなバスケットコートがあった。ゴールは一つだけで、ゲームを行うとしたら３ｏｎ３しか出来ないだろう。

        「や、いいよ」

        　二人でゲームは出来ない。今コートでゲームをしている人達に声をかけて入れて貰えばいいのかもしれないが、初対面の人間に話しかけることは隼也の性格上無理である。

        「何で。ほら、いいから」

        　湊は隼也の手首を掴つかみ引っ張ったが、隼也は自分の手を引いてそれを阻止した。

        「ちょ、やだよ」

        　隼也と湊が押し問答をしていると、、コートの外にいた男が声をかけてきた。

        「おー、湊」

        「おう、タツ」

        　知り合いかと思って湊の顔を見ると、湊が隼也の背中を軽く叩いた。

        「この人が前に言っていたバスケ経験者。隼也さんって言うんだ。入れて貰える？」

        「勿論、大歓迎」

        　隼也は一歩後ろに下がると、湊のＴシャツの裾すそを無意識に握った。

        「ほら、俺も入りますから」

        「湊、バスケできるの？」

        「出来ない人なんてあんまりいないでしょ。上手いかは別だけど」

        　そう言って湊は隼也をコートに連れて行くと、タツと呼ばれた男と隼也と三人でチームを作った。

        「ルールは知ってる？」

        　タツに聞かれて、首を振る。３ｏｎ３はやったことがなかった。

        「ゴールは一つだから、攻めが守りにボールを取られたらそれで攻守交代。コートの外から開始ね。あとは、ボールを持つ時間とかの細かいルールはあるけど、測る人間もいないからそれはなし。得点は２１点取った方が勝ち。ラインの外からゴールしたら２点、中からゴールしたら１点ね」

        「はい」

        　タツに渡されたボールを手にすると、その感触に懐かしさが湧いてくる。久しぶりにバスケットボールが出来るのだと思うと、急に血が騒いできた。

        「ポジションは？　中学で関東大会まで行ったんだよね」

        「シューティングガード」

        「へー。期待大だね」

        「いえ、もう十年近くボールに触さわってないですから」

        　小学校でミニバスケットボールをしていた頃は、背も高い方であり、スピードもそれなりにあったので、点取り屋として活躍をしていた。中学校に入ればそのままその特性を生かして、シューティンガードとしてレギュラーの座を獲得出来、関東大会に参加もした。

        　しかし、高校に入学してからバスケットボールはやめた。自分の出生を知ってしまい、バスケットボールをする気力がなくなったというのもあるが、背が思ったよりも伸びなかったというのもある。高校に入ってから伸びる可能性もあったが、何となく自分でも成長期は終わったなと気がついており、背の低さを挽ばん回かいできるほどの技術も無いとわかっていたのでやめたのだ。いや、努力をするだけの根性がなかったとも言えた。中途半端な人間だと自分でも思う。

        「じゃあ始めよう」

        　ゲームは隼也のチームからの攻めで始まった。タツからボールをパスされると、ガードをするりとすり抜け、ゴールめがけてボールを投げるが、シュートは外れてしまう。外したボールをリバウンドで相手チームがとった。

        「ごめん。外した」

        「ドンマイ。抜くの、すげぇ上手いじゃん」

        　隼也がどう返していいか困っていると、湊が背中を叩く。

        「笑って」

        　そう言われて、微かに笑った。

        　体を動かす内に、段々と調子が出てきて、隼也は次から次へとゴールを決めた。メンバーがそれほど上手く無いというのもあったのだろうが、昔取った杵きね柄づかとはよく言った物で、体にたたき込まれていた動きは、隼也をすぐにプレイヤーに戻した。

        　汗を流すのも気持ちがいい。体を動かす気持ち良さを久しぶりに思い出した。隼也はもともと体を動かすのは好きであった。ただ対人恐怖症の気があることから外に出なかっただけで、こうやって体を動かすことは大好きなのだ。

        　ゲームを３ゲームほど終えると、タツは用事があるから帰ると言い、隼也もこれで終えることとした。

        「隼也君、すげぇ上手いな。楽しかった。また来てよ」

        　タツが手を出してくるのに、隼也は恐る恐るそれを叩き返した。

        「ありがとう。俺も楽しかった。お邪魔しちゃってごめん」

        　タツがそれに笑う。

        「おぉ、初めて目が合った。何だ、結構、イケメンだね」

        　タツがからかうように言うと、隼也を隠すように、湊がすっと隼也の前に出た。

        「ありがとう。また来るよ」

        「おう、またな」

        　湊は手を振ると、隼也の手首を引いて自転車置き場に歩き始める。隼也は振り返ってお辞儀をすると、湊に引っ張られるようにその後を付いていった。

        「湊、痛い」

        「あ、ごめん」

        　湊が手を離すと、隼也は手首をさすった。

        「何、突然。もしかして嫉妬？」

        　湊はそれに苦笑いをして、頷うなずいた。冗談で言ったつもりだったのに肯定されて、隼也は顔を赤くした。

        「お前、馬鹿か。自分で連れてきておいて」

        「可愛いもんでしょ。見逃して下さい」

        「可愛くないよ。デカい図体して。タツって友達？　どこで知り合ったんだ」

        「たまたま公園に来たときにバスケやってて、面白そうだから参加させて貰ったんだ」

        　湊がそう言いながら、自転車の鍵を解除する。

        「バスケ、興味あったの？」

        「うん」

        「前に、球技苦手だって言ってたじゃん」

        「そうだっけ？」

        「そうだよ」

        　湊が自転車にまたがると、隼也は当たり前のように後ろの荷台に乗った。

        「俺のためだろ。ありがとう」

        　隼也が言うと、湊は無言で頷うなずいた。

        「お腹空きましたね。どっかで食べていきますか」

        「汗臭いし、ちょっとこれで店に入るのはな」

        「じゃあ、何か買って帰りましょう。作るのはもう面倒です」

        「そうだな」

        　コンビニエンスストアで食べるものを買うと、家に帰ってシャワーを浴びた。

        「凄い肌つるつる。汗かくって、いいな」

        　そう言って頬を擦こすりながらテーブルにつくと、湊が隼也の頬に触ふれてくる。

        「本当だ」

        　湊は笑うと、そのままキスをしてくる。隼也はそれに、大人しくされるがままになっていた。

        「飯、食いましょうか」

        「そうだな」

        　お互いが欲しくなる前に、キスは終わった。

        「いただきます」

        　弁当を食べながら、コンビニ弁当を食べるのは久しぶりだと思った。忙しくても、必ず湊が食事を用意してくれていた。作る暇が無くレトルトになるときもあったが、それでも、湊が必ず用意をしてくれていたのだ。

        　湊は言ったとおりに、隼也を甘やかしてくれている。考えてみればそれは今に始まったことではなく、ずっとそうであった。さりげなく、いつでも隼也の気持ちを救ってくれていた。

        　湊は光だ。隼也は思う。湊は柔らかく降り注ぐ光であり、温かで、とても優しい。隼也はそれをずっと、癒やしであると思っていた。恋では無いと思っていた。しかし、今は違う。自分はこの男が好きだとはっきりと思う。こんな男を、好きにならずにいる人間などいるのだろうか。それほどまでに湊はただ温かで、優しく、ときに残酷だ。

        「ねぇ、隼也さん」

        　食事を終えると、湊が隼也の目を見てきた。真っ直ぐな目に、何か大事な話をしようとしているとわかった

        「何？」

        「来年、就職で俺、地元に帰りますよね」

        「そうだね」

        　隼也は湊の視線から目をそらす。そうだ。こんな生活もあと少しだ。それに少し安あん堵どする。湊が自分から逃げることが出来るのなら、それでいい。

        「隼也さんも一緒に地元に帰って、一緒に暮らしませんか。在宅で仕事ならどこでも出来るし、ここにいる意味、もうないんじゃないですか」

        　隼也は驚いて湊の目を見る。思ってもみなかった言葉であり、冗談なのかとも思ったが、湊の目は真剣であった。手はぎゅっと握られ、肩を少しいからせている。緊張をしているのだ。自分などに、緊張をしている。

        「可哀想だな、お前」

        　隼也は呟つぶやく。

        「え？」

        　やはり湊は自分を好きなのだろう。それを確信する。そして同時に、俺なんかを好きになって、可哀想だ。俺なんかを好きになって、何になるのだと思った。

        　湊が好きだ。湊を欲しいと思う。それと同時に、この手を取ることは出来ないとも思った。自分に執着し、幸せの意味を知らぬまま逝いってしまった響平と同じ道を、この男に取らせるわけにはいかない。自分などと人生を歩ませるという過ちは、二度と犯してはいけない。そして、自分だけが幸せになるなど許されないと、そう思った。

        「どういう意味ですか」

        　湊が低い声を絞しぼり出だすように言った。

        「何で俺なんかにって思うよ。お前、可哀想だ」

        「そういうの言うは、なしだって言ったはずだ」

        「出てけよ」

        「はい？」

        「もう出て行けよ。お前、重いよ。俺は東京から出て行く気ない。地元も、うんざりだ」

        　湊は隼也のテーブルに置かれた手を握ると、テーブルを見つめる隼也の目を下から覗き込んでくる。この男は、昔からこうやって隼也の顔を、心を、覗き込こもうとしてくる。屈くつ託たくがなく、悪意がないからこそ出来るのだろう。自分などとは違う。

        「本気じゃない」

        　湊が言うと、隼也は手を引き立ち上がる。湊もゆっくりと立ち上がった。

        「本気だよ。俺は響平がいればいい。響平だけでいい。お前なんかいらないんだよ。お前とやるのもうんざりだ。響平の代わりなんてぞっとする。もう嫌なんだよ」

        「隼也さん」

        　湊が隼也の近くにきて、二の腕を掴んだ。それに隼也は、湊の体を強く押した。

        「触るな。出て行け」

        　湊は怒らなかった。怒らず、哀あわれむような目で隼也を見てきた。

        「可哀想なのは俺じゃない。隼也さん、貴方だ」

        　湊はそう言うと、リビングの端にある荷物をまとめ始めた。荷物と言っても二日分の着替えと部屋着程度しかない。響平の部屋を使いたいとも言わない湊は、リビングの隅に置ける程度の荷物しか持ってきていないのだ。

        　湊は何も言わず、振り返ることもせずに出て行く。隼也は、ドアの閉められる音に安あん堵どし、また後悔もした。

        　動くことが出来ずに、長い間そこに立っていた。動かなければと思ったが、動くことが出来ない。まるで自分の体ではないように感じた。

        　何とか体を動かし部屋に戻ると、ベッドに横になった。自分から言い出したことなのに、いざ湊がいなくなると、すべての気力が奪われ、何もしたくないと思った。

        「響平、早く来て……」

        　隼也が呟つぶやく。しかし、まだ夜までは長い。隼也はベッドの上で身を丸め、ただあたりが暗くなるのを待った。

        『隼也君』

        　目を瞑つぶっていたが、眠っていたわけではなく、その声にすぐに目を開けた。いつの間にか夜になっている。体を起こすと、いつもと同じように白い影がゆらゆらと揺れた。

        「響平！」

        　隼也はそれに触ふれられないと分かっているが、思わず抱きしめる。やはり、それは手の中ですっと消えた。

        「響平……」

        　もう一度名前を言うと、響平が返事をする。

        『どうしたの、隼也君。今日は何か変だね』

        「そう？」

        『うん。湊はどうしたの』

        「湊はいない」

        　隼也はベッドに座ると、抑よく揚ようのない声で答えた。

        『いつ帰ってくるの』

        「もう帰ってこない」

        　隼也の答えに、影がゆらりと揺れる。

        『そっか』

        「うん、そう。もうお遊びは終わり。ちょっと話をしよう」

        　隼也は自分にいい聞かせるように言った。

        「何で、響平は俺を湊に抱かせたの」

        『何でって、好きだって言ったじゃん』

        「嘘だ。俺おかしくなってたし、初めは嘘だって分からなかった。だけど、そのうち違うって気がついた。お前が湊と寝たいなんて、そんなのあるわけはない。そんなの、嘘だ」

        『うん、嘘だよ』

        「じゃあ、何で……」

        『教えない』

        　響平が、意地悪く笑った気がした。

        『湊とのセックス、気持ちいい？』　

        　響平の言葉に、隼也は声を詰まらせ、視線をすっと下にやった。

        『最近、感じ方が違うって思うんだ。ただ入れて動かすだけなのに、凄い感じてるよね。何で？』

        「そんなことない」

        『嘘ついてもわかるよ。隼也君の中にいると、隼也君の感覚、全部感じる事出来るんだ』

        「そんなこと、ない」

        　響平が嘘だと分かっていても、隼也は認めるわけにはいかなかった。否定の言葉を口にすると、白い影を見つめる。ぼやっと浮かんでいる影は、何故だか今日は、いつも以上に儚はかない気がした。

        「俺は、お前が言ったから湊と寝てるんだ。感じてるとしたら、ただの生理的現象だ」

        『湊の事が好き？』

        　響平は隼也の言葉など聞こえてないかのように隼也の言葉を無視すると、隼也が一番聞かれたくないことを聞いてきた。

        「す、好きじゃ……」

        　好きじゃない。ただそう答えればいい。しかし、隼也には何故かその言葉を言うことが出来なかった。

        　言わなければいけない。俺には誰もいない。響平だけだと言わなければいけない。響平だけが全てだと言わなければいけない。しかし、その言葉を吐き出すのを躊ちゆう躇ちよした。

        『好きなんだね』

        　そう言った響平は、怒ってはいなかった。怒ることはせず、笑った。　

        『じゃあさ、もう大丈夫だね。俺、もう行くね』

        　そのまま、軽い口調で響平が言う。隼也は響平に何を言われたのか分からず、ぼうっと白い影を見つめた。

        「行くって、どこに？」

        『天国かな。地獄かな。よく分からないけど、あの世ってやつ』

        「え……？　何、冗談言ってるんだよ」

        　隼也は響平の冗談だと思い、苦笑する。

        『もう、大丈夫だよ。隼也君は、もう大丈夫』

        　しかし、すぐに響平が冗談で言っているのではないことに気がつく。それに、隼也は動けずに凍り付いた。

        　体の芯が冷えていく。手先が動かず、じわりと体の奥から痛みが湧いてくるのを感じた。

        「駄目。何言ってんだよ。駄目だよ、響平」

        『でも、もう行かないと』

        「俺、一人になる。やめろよ、そんなこと言うの」

        『大丈夫、湊がいるだろ』

        　もういない。湊は出て行った。しかしそんなことは響平には言えない。いくら何でもそれを言うのは狡ずるすぎると思った。

        「無理だ。生きていけない」

        『でも、そろそろタイムアウトだ。このままいたら俺、もう成仏出来ない。隼也君が死んでも、ずっと一人彷さま徨よい続ける』

        「じゃあ、俺もそっちに行くよ」

        　白い影がゆらりと揺れた。

        『駄目だよ、隼也君。自殺したら一緒の所に行けないよ』

        「そんなの、わからないだろ」

        『わかるよ』

        「別にそれでもいい。ここにいるのは、俺には辛すぎる」

        　影がまた揺れた。悲しんでいると隼也には分かる。しかし、どんな顔をしているのかまでは見ることなど出来ないのだ。

        『もう、解放して欲しいんだ』

        　響平が呟つぶやく。

        「解放って？」

        『もう俺は死んだんだ。わかってるだろ。ここに来たのは、隼也君を生かすためだ。生き残ったからには、生きる意外に道はない。俺は、隼也君に生きて欲しい。でも、もう解放して欲しいんだ』

        「俺を残して逝ったのはお前だ。あの時、何で俺の体を押した。ずっと一緒にいるって約束しただろ。何で、俺だけ残したんだ」

        『ごめん。ずっと一緒だと思ってた。だから俺は、隼也君から全てを奪ったんだ。恋人や将来や隼也君の自我まで奪った。それをあの時、凄く悔やんだ。何よりも、隼也君の体を押してしまったことを、一番悔やんだ。一緒に逝ければよかった』

        　抑揚のない響平の声には何の感情も籠もっていなかったが、それでも隼也は響平の悔かい恨こんの情を感じる事が出来た。

        「そうだ。俺は、一緒に逝いきたかった。ずっと一緒にいたかった」

        『そうだよね。俺がいなければ、隼也君には何もないのに、それなのに残してしまった。ずっと守って上げられなくてごめんね。こんなことが起こるとは思っていなかった。ずっと守って上げられると信じていたから、俺は愚かでいられた。だけど、でも、今では隼也君の体を押して良かったって思ってる。隼也君には、やっぱり生きていて欲しい』

        「でも、俺は生きていたくない」

        『そっか。でも、もう、解放して欲しい』

        　響平が呟く。

        　解放して欲しい。あぁそうか。それを聞いて隼也は思う。俺が響平を縛っていた。ずっと、出会ってからずっと縛り付けていた。響平が俺を縛っていたのではない。俺がずっと、響平を縛り付けて離さなかったのだ。

        　響平を手放すべき時は何度もあった。しかし、響平が逃れられないようにそれを選ばなかったのは自分だ。響平に、自分から離れろと言いながらも、結局それをさせなかったのは、自分なのだ。

        　初めは、おそらく大学に入ったときだ。週末ごとに響平を部屋に呼ぶなどすべきではなかった。それでも、隼也はそれを選んだ。

        　次の機会は、田島と響平のどちらかを選べと言われたときだ。あの時、どんなに響平を望んでも、恋人を選ぶべきだったのだ。どんなに響平を望んでも、それを選択してはいけなかった。響平を選んだことで響平を縛り付けたのだ。

        　響平が女を連れ込んだときもそうだった。響平と離れて暮らせば良かったのだ。就職をしたときもそうであった。あの時、自分は響平との永遠を望んでしまった。

        　響平が自分を縛り付けたのではない。自分が、響平を縛り付けていた。毎日のように離れたくないと心の中で叫び、響平はそんな自分を分かっていて、そして一緒にいてくれたのだ。最後の最後まで、一緒にいたのだ。こんな自分と一緒にいてくれたのだ。

        　もう、解放しよう。湊と同じように、響平も解放するべきだと、隼也は思った。

        「わかった。わかったよ。もう行っていい」

        　隼也が呟つぶやくと、影はまたゆらりと揺れた。そんなに悲しそうな顔をしないで欲しいと、顔も見えないのに、何故だかそう思った。

        「ねぇ、最後、死ぬ前に俺に何か言おうとしてたよな。あれ、何が言いたかったんだ」

        　影がまた揺れる。

        『隼也君が言ってくれたら言うよ。隼也君は、俺に何か言うことないの』

        　隼也は響平の言いたいことが分かった。もう消えゆく男だ。言ったからといって、失う物はないとは分かっていたが、それでも隼也は口にすることを拒んだ。

        「ないよ」

        　それに、響平が笑った。

        『そっか。なら俺も言わない。隼也君には、自分の心を殺してでも隠したい秘密があるんだろ。だったら俺も言わない。俺は、隼也君の守りたい物、一緒に守るよ。俺たちは、最後の最後まで仲の良い兄弟だった。それだけだ』

        　隼也は笑う。響平の言葉が悲しいのと同時に、嬉しかった。響平の心が嬉しかった。我が儘で、奔ほん放ぽうで、兄を愛してくれた弟の姿が、ここにはあった。

        「最後に、お願いがあるんだ」

        『何？』

        「キスをしよう」

        　影がゆらりと揺れる。

        『いいよ』

        　響平が答えた。

        　そして白い影が、響平の顔に変わる。世界で一番美しい、何よりも愛しく可愛い弟。誰よりも愛した弟だ。

        　響平の唇が隼也の唇に落ちてくる。感触は何もなかった。温もりも、冷たささえもない。それでも、隼也には十分であった。最初で最後のキスだ。その唇は隼也に何も与えてはくれなかったが、それでも隼也には十分であった。

        　唇が隼也から離れる。隼也が目を開けると、響平が笑う。

        『ばいばい、兄ちゃん』

        　そして消えた。

        「あ、あぁ……」

        　隼也はその場に崩れ落ちると、声を上げた。

        「あ――！」

        　叫び声を上げた。生まれて初めて上げた悲鳴だ。涙が流れてくる。響平が死んでから、初めて流す涙であった。初めて、隼也は泣いた。声を上げて泣いたのだ。

        「無理だ。無理だ。無理だよ、響平……」

        　生きてて欲しい。響平は言った。しかし、そんな響平の願いをきけないと思った。どうやって生きて行けというのだ。響平も、そして湊もいない。どうやって一人、生きていけばいいのかなど、わからない。

        　家の中は静まりかえっている。車のクラクションが響くのを、遠い世界のように感じた。この世界には何の意味も無い。自分は、この世界とはまるで違う世界にいるのだと、そう感じた。

        　隼也はしばらく泣き叫んだ後、のそりと立ち上がった。そして、以前使った麻紐をクローゼットの奥から取り出す。今度は誰も来ないだろう。

        「ごめんね、響平。お前の言うとおりだ。俺は、お前が本当に聞いて欲しい願い事、一つも叶えて上げられない。本当に、駄目な兄ちゃんだった」

        　麻紐をくるくるとほどいていく。クローゼットのノブに三重にして紐をかけると、その前に座った。

        「隼也さん！」

        　紐に首をかけようとした瞬間、部屋のドアが開くのと同時に、叫び声が聞こえた。そしてすぐに体を抱きしめられる。

        　湊の匂いがふわりと漂った。あぁ前に見た光景だ。あの時、自分はこの腕に何も思わなかった。何の感情もなく、ただその腕に抱かれたのだと思い出す。

        　しかし今は違う。どんな感情かは表現出来ぬが、確かにこの腕に何かを感じ、湊の温もりに安あん堵どをしていた。

        「ごめん」

        　湊が隼也の首から麻紐を外すと、謝罪の言葉を口にした。何故謝られているのか分からず、隼也は首を振る。

        「何で謝るんだ」

        「キョウちゃんがいなくなったのに、そばにいなくて、ごめん」

        　何故湊が知っているのかと思ったが、それを問うことはしなかった。

        「何でお前、出て行っただろ。何で戻ってきたんだよ。戻ってくるな」

        　声が掠かすれる。拒絶をしながら、抱きしめてくる湊の二の腕をぎゅっと握った。

        「出て行ってなんかないよ。俺の部屋、引き払う手続きしてきた。俺、ここに住むから」

        「え？」

        「隼也さんが地元に行きたくないっていうなら、内定蹴るよ。それで、俺もここに残る」

        　馬鹿言うな。隼也はそう言いたかったが、再度流れてきた涙に上手く言うことが出来ない。

        「やめろ、人生、棒に振る気か……」

        　震える声で言うと、湊が隼也の頭を何度も撫でてきた。

        「そうだよ。隼也さんのために、俺、人生棒に振るよ」

        「脅迫だ」

        「うん、そうだね。脅迫だ。それが嫌なら、一緒について来なよ」

        「何で……」

        　湊が隼也の顔を両手で包み込むと、涙に唇を落としてくる。優しく舐められ、体が震えた。

        「キョウちゃんと約束したんだ。隼也さんを守るって。勿論それだけじゃないよ。俺が、そばにいたいんだ」

        　馬鹿だ。本当に馬鹿だ。そう思ったが、それ以上はもう何も言えない。子どものようにしゃくり上げ、涙を流した。

        　湊が隼也の体を抱き上げ、ベッドに連れて行く。そして隼也の体を横たえると自分もその隣に横になり、子どもにするように頭を撫でてきた。

        「こっち向いて」

        　湊の言う通りに湊の方に体を向けると、湊が抱きしめてくる。

        「ねえ、幻げん肢し痛つうって知ってる？」

        　知っている気がするが、よく分からない。隼也は答えることはせずに、湊の胸に頭を押しつけた。

        「足とか無くなった人がさ、無い足が痛んだり、痒くなったりするんだって。これって、脳があるはずの物がなくなったことに混乱して、より強い信号を送って存在を確認するんだ」

        　隼也の頭を繰り返し撫でる湊の手は温かかい。

        「隼也さんの中にいたキョウちゃんも、実はそれなのかなって思う。ずっといるのが当たり前で、あるはずのものが無くなったから脳が混乱したんだ。それでも、もういなくなったって事は、隼也さんの中で一段落したのかなって」

        「違う。響平は確かにいた」

        　強く否定すると、湊はそうだね、と言って今度は背中を撫でてきた。

        「そうだね。いたんだよね。でも、今度は俺にそばにいさせて。ずっと一緒にいるからさ、ね、お願い」

        「……うん」

        　顔を見なくても、湊が笑ったのが分かった気がした。

        「隼也さんは、キョウちゃんのこと、好きだったんでしょ。一人の男として、好きだった」

        「違う」

        「いいよ。俺にだけは答えていいよ。ずっと閉じ込めたままだから、辛つらいままなんだ」

        　隼也は、そうなのかもしれないと思いながらも、首を振った。

        「言えない。俺は、誰にも言わない」

        「そっか。でもキョウちゃんは隼也さんのこと……」

        「それも言うな。絶対に言うな。俺たちは、最後まで守った。お互いを、最後まで守った。だから、絶対に言うな」

        「そっか。俺、絶対に勝てないな……」

        　湊はそう言うと、隼也の額にキスをして、そして唇にキスをした。響平とのキスとは違い、温かで柔らかい。あぁ、湊は生きているのだと思った。そして、自分も生きているのだと思った。

        「湊」

        「何ですか」

        「俺、お前のこと、好きだよ」

        　湊は一瞬驚いた顔をしたが、すぐに柔らかい笑顔を見せた。

        「知ってた」

        「そう」

        「嘘。そうだといいなって思ってた」

        「そうだったんだよ」

        　湊はもう一度隼也にキスをすると、隼也の目をじっと見てきた。

        「ずるいな。本当に、隼也さんはずるい。俺にはちゃんと言わせてくれないのに、自分はさっさと言っちゃった」

        「そうだっけ」

        「そうだよ」

        　湊は隼也の前髪に触ふれると、指先でねじるように髪の束を掴んだ。

        「隼也さんの目、凄く綺麗だ。この目が大好きです。食べちゃいたいくらいに好き」

        「怖いこと言うな」

        「目だけじゃない。体中、食べちゃいたいくらいに好き。ずっと、凄く、好きでした」

        　湊の言葉に、生きていけるだろうか。この男と一緒に生きていけるのだろうかと考える。痛みも、己という罪悪も乗り越えられるのか。

        　湊の顔を見ると、湊が笑う。湊だって、苦しいのだろう。死んだ男に勝てるはずなどないのだ。それでも自分を選んでくれるという。ならば、自分も今度はこの男のために生きてみようと、隼也はそう思った。乗り越えられるかなど分からぬが、この男が望むなら、自分が生きる価値はまだあるのかもしれないと、そう思い、湊の体を強く抱きしめた。


    

    
        １０．木浦湊　未来

        　

        　

        　玄関を開けて家の中に入ると、カレーライスの匂いがした。

        　湊みなとが靴を脱いで居間に入ると、隼しゆん也やがソファから立ち上がって微かに笑う。

        「お帰り」

        　相変わらず表情は乏とぼしいが、それでも以前よりも笑うようになったと思う。湊は隼也の前に行くと、ぎゅっと抱きしめてキスをした。

        「ただいま」

        「早かったね。お腹は？」

        「空いてる」

        「じゃあ、着替えてきて」

        　湊は頷くと、隼也の額にキスをしてリビングを出た。階段を上り二階に行くと、喪服を脱いで部屋着に着替え、再度居間に戻る。

        「簡単な物でごめん。食べるかわからなかったから」

        「十分ですよ。嬉しいです」

        　ダイニングキッチンにあるテーブルにはすでにカレーライスが盛られ置かれている。湊は、相変わらずかいがいしいなと思いながら、いただきますと言ってカレーライスを食べ始めた。

        　湊は、隼也と一緒に昨年の１２月に地元に戻ってきた。そして、隼也とこの家に住むようになって半年ほどたつ。

        　築２０年ほどの家は少し古い感じがする。また駅から離れており田舎であったが、会社からは車で３０分程度であり、それほど悪い環境ではなかった。

        　部屋探しを始めた当初は２ＬＤＫのアパートでいいと思っていたが、隼也が古くても一軒家がいいと言ったため、何とかこの家を探し出した。なぜ一軒家がいいのかと隼也に聞けば、男二人で住んでいる部屋から喘あえぎ声が聞こえれば、それなりに問題になる。狭い田舎では、その噂が湊の会社にまで広がりかねないと言ったのに、湊もその通りだと思って同意した。

        　家賃は３ＬＤＫで６万８千円。東京では考えられない価格だが、この辺りではこんな物だろう。しかし、それでも新入社員の湊には決して低額でもなく、また、隼也を養うのも難しい。結局は家賃も生活費も隼也と折せつ半ぱんになっていた。

        「風呂、沸いてるよ。疲れただろ。入れよ」

        　食事を終えると、隼也がお皿を洗いながら言う。湊は隼也の後ろに貼りついて、腰に手を回した。

        「洗い物、俺がするのに」

        「いいよ。今週はずっと泊まりで疲れただろ。それなのに、せっかくの土曜日が法事で潰れちゃったしな。行ってくれてありがとな」

        「潰れたなんて、そんなことないよ。俺も、行きたかったし」

        　今週は泊まりで５日間の新入社員研修であった。一緒に住むようになってから一日も離れたことがなかったため、その５日間は湊にとってかなり辛つらいものとなった。そのため昨夜は朝まで抱き合いたいと思ったのだが、今日法事があるからと隼也に拒否をされた。隼也は行かないのに拒否をするのかと少し腹が立っており、同時に寂しくもあった。

        「ねぇ、一緒にお風呂入ろ」

        　隼也の肩に顎あごを乗せて、甘えるようにねだると、隼也は湊の頭を撫でた。

        「また今度な」

        　そう言って湊の言葉を交わす隼也に、湊は拗すねて見せた。

        「ずっと会えなかったのに。俺と一緒は嫌なんだ」

        「違うよ。でも、やることあるから」

        「一周忌だから、一人になりたい？」

        　昨日隼也が拒否したのは、法事だからが理由ではないのに気がついてはいる。響きよう平へいを思い出していたのだろう。

        　隼也は湊の言葉に一瞬だけ動きを止めたが、すぐに動きを再開した。しかし、湊の問いには答えなかった。

        　隼也は食器を洗い終えると、腰に回されている湊の手をほどき、ソファに座った。言葉はない。湊はため息をつくと、一人で浴室に向かった。

        　今日行われた響平の一周忌の法要に、隼也は行かなかった。隼也が幸こう田だの家を出てから一度も帰っていないのを知っていたが、まさか一周忌も参列しないと言い出すとは思ってもおらず、何とか連れて行きたいと思ったのだが、隼也が頑かたくなに拒否したため、仕方なく湊は一人で参列をしてきたのだ。

        　何故行きたくないのか、湊にはわからなかった。やはり実子でないと行きにくいのか。湊には知らない幸田と隼也のわだかまりがあるのかもしれない。また、響平の姿に思いを馳はせるということもしたくなのだろう。まだ思い出にするほど傷は癒いえていないのかと思ったが、聞くことは出来なかった。

        　風呂から出ると、居間に隼也の姿はなかった。寝室にいるのかと思い二階に上がり寝室の扉を開けると、隼也がベッドに腰かけ遠くを見ていた。

        　その姿は以前の隼也を思い起こさせる。死んだ男の姿を待ち焦がれる、惨めだが誰よりも純粋な男の姿だ。

        　湊は声をかける事が出来ず、音もたてずに隼也の目の前に歩いて行った。隼也は目の前に湊が来たのに気がつくと顔を上げ、手を伸ばしてくる。湊は無意識にその手をとった。

        「マッサージしてあげる。横になんなよ」

        　隼也が表情も変えずにそう言うと、湊は頷いて、布団をめくるとベッドにうつ伏せになった。

        　隼也は、マッサージオイルをベッドサイドのチェストから取り出すと、それを掌にとって温め、湊のふくらはぎに塗りながらマッサージを始めた。気持ちがいい。体中から力が抜けていくのを感じる。

        　隼也は湊に尽くし、甘やかしてくれている。あまりにも甘やかされるので、響平の代わりにそうされているではないかとも思うのだが、それでも文句は言わなかった。

        　本当は、自分が隼也に尽くし、甘やかしてやりたいとは思っている。この家に来た当初も、隼也が湊のためにしてくれることを嬉しいと思いながらも、そこまでしなくていいと拒否もした。しかしそのうち、隼也のさせたいようにさせることにした。それは以前隼也が、響平が甘えてくれると、己の存在価値を認識できると言ったことを思い出したからであり、誰かに必要とされなければ己の存在意義を見いだせない隼也には、そうさせることがいいと思ったからだった。

        　実際隼也は、誰かに必要とされることでしか自分の価値を見いだせない。しかし、だからと言ってそれに満足している訳でもない。湊が全身で隼也を求めたとしても、隼也には常に薄暗い影がまとわりついており、その目の中では常に青い光が揺れていた。そして、その光が湊の物になることはないのだ。

        　その光を昔はただ綺麗だと思っていたのだが、今ではそれに翻ほん弄ろうされている。その青い光に不安になると同時に魅み入いられており、もっともっと自分を見て欲しいと願うのだ。それは一生かけて続くのだろうという予感があり、最近では確信に変わっている。そして響平がどれほどまでにこの男を求めていたのか、今では痛いほどにわかるのだ。

        「泊まり、疲れただろ。お疲れ様」

        　隼也はそう言って、湊の足の裏にまで指を這わせてくれる。

        「そんなの大した事無いですよ。ただの研修だし、楽なもんです」

        「でも、働いてない俺からしたら、全然楽じゃないよ。俺も、ちゃんとしないとな」

        　隼也の言葉に、湊はドキリとする。

        「いいんです。隼也さんは働かなくても、俺がちゃんと養うから。まだ給料は安いけど、沢山稼げるように頑張る」

        　なるべく冷静に言ったはずであったが、早口になっていたのではないかと不安になる。自分の心を見透かされたのではないかと不安になり、同時に、見透かされていても構わないと思った。

        「そんな訳にはいかないよ」

        「危ない目に、あって欲しくないから」

        　湊は、もっともな理由のように言った。

        　隼也は、この家に越してきてからすぐにアルバイトを始めた。レストランの厨ちゆう房ぼうだ。愛想はないが、覚えが早く気も利く隼也は、湊の心配をよそに、思った以上に職場に馴な染じむことが出来ていた。

        　しかし、働き始めてから３ヶ月ほど経った頃、隼也は足を引きずって帰ってきた。服は汚れ、よく見ると顔は赤くなっている。喧嘩した後のようであった。

        「ちょ、それ、何があった」

        　湊から顔をそらした隼也は、転んだと言って風呂に入ろうとしたが、湊は無理矢理それを阻止し、話を聞き出そうとした。しかし頑かたくなに隼也は話さない。そのため、警察に行くことは出来なかった。

        　隼也の言う通り、ただ転んだだけなのかもしれないと湊は自分に言い聞かせていたが、やはりそうではなかった。殴られ、レイプされかけたと知ったのはそれから１週間ほど経ってからだった。

        　仕事帰りに、店の外で待ち伏せしている男が隼也を無理矢理に車でさらおうとした。もう１ヶ月ほど隼也にストーカー行為をしている男であり、襲われそうになったのを同僚が気がつき、警察に通報してくれたのだった。

        　湊が初めてそれを知ったのは、助けてくれた同僚に送られて帰ってきた隼也を出迎えたときであった。

        「何で言わなかった！」

        　湊はその事実に酷ひどく激高して、隼也を怒鳴りつけた。しかし、隼也は何も言わない。謝罪も、恐怖も口にしない。

        「前もあの男だったんだろ。ちゃんとしておけばこんな事にならなかった！」

        「湊に言ったからって、結局同じだよ。あいつがいなくなっても、同じような人間はいるし。慣れてるから大丈夫。何もなかったからいいだろ」

        「ふざけんな！」

        　湊はその晩、怒りそのままに朝まで隼也を抱いた。危険に平然としている隼也が許せない。自分を頼らない隼也が許せない。もうやめてと泣いて請こうても、決して許さなかった。

        「バイトはもう行ったら駄目だよ。わかってるよね」

        　ぐったりとベッドに横たわる隼也にそう呟き、バイトをやめさせた。そして隼也が再度働くのを決して許さなかった。

        　響平が、何故隼也を閉じ込めたのかも今にしてわかる。響平のように隼也を縛り付けることはしないと誓っていたのに、それなのに今では響平と全く同じ事をしている。そんな自分を愚かだとは思うが、しかし、ではどうすれば良いのだとも思うのだ。

        「もういいよ。ありがとう。こっちに来て」

        　湊が上半身を起こすと、隼也は顔を伏せて頷く。

        「今度は、俺が隼也さんを気持ち良くしないとね」

        　湊の腿ももにまたがって座った隼也の頬に手を添え、親指ですっと撫でると隼也の目が潤んだ。

        「いいよ、疲れてるだろ」

        「一週間ぶりですよ。俺もいい加減、限界です」

        「じゃ、俺がしてやるから」

        　隼也はそう言うと、湊のハーフパンツの上から湊のペニスを撫でてくる。ゆったりと撫でると、ハーフパンツとボクサーパンツをずらしてペニスを取り出し、それに舌を這わせてくる。

        　根元から先端をゆっくりと舐め上げると、鈴口を舌先で嬲なぶってくる。湊はその感触に目を瞑った。

        　隼也は唾液で濡らしながら、舐め上げ、口に含んでくれる。懸命に湊自身を愛撫するその様子に、快楽以上に愛しさが湧き上がってきた。

        「美味しい？」

        　湊が聞くと、隼也は頷うなずいた。隼也は今まで寝たどんな女よりも懸命に奉仕をしてくれる。湊の雄が愛しくて堪たまらないと言った様子で、持てうる限りの愛情を与えてくれるのだ。

        　口いっぱいに頬張り、喉の奥まで銜え込むその様子は、性的な興奮と同時に、誰よりもこの恋人を愛しているという気持ちを沸き立たせた。愛しくてたまらない。すぐにでも抱き壊したかった。

        「やばい、久しぶりだからもういきそう」

        　そう言うと、隼也は更に強く吸い上げてきて、裏筋を舌先で刺激してくる。根元からしごく手が早くなったため、このまま絶頂を迎えてもいいのだと理解して目を瞑った。

        「口に出して良い？」

        　隼也は頷く代わりに、唇をすぼめて顔を激しく上下させる。それに湊は自身を解放した。隼也は湊の出した精液を飲み込むと、湊の顔を見てくる。その目は濡れていて、湊が欲しいと訴えているが、しかし隼也は、素直に欲しいとは言わなかった。

        「もう満足した？」

        　湊はそれに苦笑いをすると、隼也の体を抱き寄せてキスをした。自分が出した精液の生臭い味がしたが、それが再度湊の体に興奮を呼んでくる。この小さく綺麗な口で湊の男根を銜くわえ込こんだのだ。それに興奮をしない男などいないだろう。

        「足りるわけない」

        　それに隼也はほっとした顔をすると、湊の上から下りてチェストからローションとコンドームを取り出した。そして下半身をあらわにすると、湊のシャツを脱がせ、また湊の腿に膝立ちになって乗る。そしてローションを手に垂らすと、目を瞑つぶって後ろを探り始めた。

        「俺がやるよ」

        　湊の言葉に隼也は首を振ると、萎なえている湊のペニスにローションをかけ、亀頭を両掌で交互に撫でていく。ヌルヌルとした感触が気持ち良く、すぐに湊のペニスは勃ちあがった。それに隼也がコンドームを装着させ、ゆっくりと腰を下ろしていく。

        「あ……っ」

        　すぐ近くにある隼也の顔が、苦痛と快楽に歪む。柔らかく包み込まれる隼也の肉壁に我慢出来ず、腰を突き上げて途中まで挿入されたペニスを一気に挿入した。

        「やっ……あぁ！」

        　隼也は体を反らせると、力が入らないといったように湊に寄りかかってくる。湊は隼也の体を抱きしめると、耳に息を吹きかけて舌を這わせ、外耳道にぬるりと入れた。

        「や、だめ、力が……はいらな……」

        「何でこんなに柔らかいの？」

        　湊が意地悪く言うと、隼也は首を振る。

        「我慢出来ずに一人でしてた？」

        「何で……そんなこと聞く……ん……だよ」

        「悪い手ですね。前だけならいいけど、後ろはダメだって言ったでしょ」

        　浮気されるよりはいいけど、と思いながら、結合部が離れないように、隼也の体を横たえ組み敷いた。

        「湊……今日は俺が動く」

        「駄目。どうせ動けないでしょ。俺に任せて」

        　湊は隼也の足を広げると、ゆっくりと動き始める。前立腺を擦こすりつけるように動くと、隼也のペニスが大きくなって湊の腹に触ふれてきた。

        「あ、いい。もっと奥、ちょうだい」

        　隼也の声音が変わった。掠かすれた声で呟き、腰を蠢うごめかせている。

        「すご……気持ちい…い……ねぇ、湊も気持ちいい？」

        　湊の目を見つめてくる隼也の瞳が青く揺れた。濡れた瞳がもっとくれと訴えてくるのに、湊は秘肉を最奥まで抉えぐった。

        「ひっ……だめ、そこ！」

        　隼也の背中が大きくしなり、体を震わせ絶頂を迎えたのがわかった。

        「俺も、最高に気持ちいいです」

        「湊、本当に……あぁっ」

        　余計なことを考えるなと思いながら、今度は浅く抜き差しをする。グリグリと刺激をするように隼也の感じる場所を突くと、隼也はペニスからだらりと白濁とした液を吐き出した。

        「気持ち良いに決まってる。最高だ」

        　隼也はいつも、湊に気持ち良いかを聞いてくる。湊が異性愛者であるため、男という己の肉体に後ろめたさがあるのだろう。

        　以前であれば、そんなことを気にしてはいなかった筈はずだ。それは湊とは刹那的な関係だと思っていたからに他ならない。しかし今は違う。違うからこそ、自身の体に傷つき、恐れている。それは湊を信頼していないという事でもあり、その言葉を聞くたびに苛立つが、それと同時に、自分によって傷ついている隼也に優越感と悦よろこびを感じるのだ。そんな自分も歪いびつであると感じていたが、そうでもなければこの男といることなど出来ない。

        「もう、だめ……またイッちゃう、イッちゃうよ……」

        　隼也は嬌きよう声せいを上げると、湊の背中にぎゅっとしがみついてくる。

        「いきなよ。おかしな事を考えられないくらいに、よがり狂えよ」

        　再度奥をつくと、隼也の中がぎゅっと締まった。絡みつく秘肉は湊が動かさなくとも、奥へ奥へと湊を誘いざなっていく。

        「ほんとやらしいな、隼也さんは。俺の掴つかんで離さない。そんなに俺のが好きなの」

        「うん。好き。湊のおちんちん、大好き。だからもっと頂戴」

        　卑ひ猥わいなことを言いながら、隼也は再度絶頂を迎える。この体が気持ち良くないなど、馬鹿なことを言うなと思いながら、湧き上がってくる射精感に耐え、隼也に叩きつけるように腰を振った。

        「あぁ！」

        　隼也の体が痙けい攣れんをし、再度絶頂を迎える。隼也の中が更に締まったのに湊も射精しながら、隼也の頭をぎゅっと抱きしめた。

        　隼也の中から自身を引き抜くと、意識が遠のいている隼也の頬を叩く。隼也は目を開けると焦点の合わない目を湊に向け、口を開けた。

        「みなとぉ………キス……」

        「まだバテるのには早いですよ」

        　そう言いながら隼也にキスをし、舌を差し入れた。隼也の口こう腔こうを思う存分犯しながらシャツに手を差し入れて乳首を掴つかむと、隼也の体がビクリビクリと跳ねる。何度も小さく絶頂を迎えているようだった。

        「本当にやらしい体だ。こんな体、誰にも開いちゃ駄目ですよ」

        　隼也が頷くと、湊は隼也のシャツを脱がした。

        「また、やったの？」

        　隼也の腕の内側に貼られた大きな絆創膏を見つけ、湊はそこに唇を這わせた。

        「もうダメって約束したでしょ」

        「ごめん。どうしても我慢出来なくて」　

        　湊はその絆創膏を剥がすと、現れた切り傷をベロリとなめた。

        「寂しかったの？」

        　それに隼也は頷うなずいた。

        「うん」

        「嘘つき」

        　湊は呟つぶやくと、隼也の乳首をぎゅっと掴つかんでねじり上げた。

        「いたっ」

        「痛いの、好きだからこんなことするんでしょ」

        　隼也は目を瞑り、その痛みに耐えている、それは湊の劣情を再度かきたてるのに十分であった。

        　隼也の腕にはいくつかの傷がある。一般的にはリストカットと言われる物なのだろう。しかしその傷は、隼也にとって救いを意味することを知っている。隼也は湊と一緒にいることに幸せを感じると、それに耐えきれないかのように、自らを傷つける。それは湊と一緒にいたいと言うことの現れでもある。傷を付け、己を罰して初めて湊と一緒にいられるのだろう。

        　そのため、湊は隼也の傷が増えるのを複雑な思いで見つめている。傷が増えると言うことは、湊といたいという気持ちが大きくなったということだ。傷が増えるたび、湊は安あん堵どをする。しかしその美しい肌に醜い傷が増える事は耐えがたい。愛する人間が痛みを負うことは、とてもではないが耐えがたいものなのだ。

        「傷、凄く醜いですよ。傷だらけになったら、俺、隼也さんを愛せるかわからないな」

        　乳首から手を離して言うと、隼也が泣きそうな顔をする。それに湊のペニスに血が集まるのを感じた。

        「もうやめる。やめるから、嫌いにならないで」

        「本当にやめる？　いつもそう言って、やめないよね」

        「やめるから。だから、そんなこと言うな」

        　嫌いになんて、なるわけないじゃないですか。湊が心の中で呟つぶやいた言葉を隼也は知らず、ただ湊にすがって来る。湊に抱きつき、耳元で何でもするからと呟つぶやいた。

        「取りあえず、お仕置きしないとね」

        　隼也はそれに頷くと、自ら両の腿に手を回し足を広げた。

        　恥ずかしそうに顔を伏せる隼也に、湊は口元を上げて笑う。

        　完全に囚とらわれている。湊は思う。完全に隼也に囚とらわれている。もう、逃れることは出来ない。

        　そして響平が隼也と関係を持っていなくて良かったと思った。もし響平が隼也の体も手に入れていたら、隼也を残して逝いこうなどと思わなかっただろう。この体を誰かに渡すくらいであったら、一緒に死んだ方がましだと、そう思ったはずだ。

        「次は、中で出すよ」

        　隼也はこくりと頷く。開かれているアナルがヒクリと震えたのが見えた。

        「あぁ、可愛い。本当に隼也さんは可愛いな」

        　そう言って隼也の後孔にゆっくりと指を差し入れていくと、隼也は体を震わせて湊の顔を見てきた。

        「湊、好きだよ」

        「うん、わかってる」

        　隼也は中を刺激されたせいか、びくりと体を震わせながら、三度目の欲を吐き出した。

        　

        ＊

        　

        　湊みなとは腕の中で体を丸めている隼しゆん也やの頭を撫でていた。真っ直ぐ伸びた綺麗な髪だ。初めて見たときからずっと触ふれてみたいと思っていた。そのせいか、こうやって隼也の髪を触るのが癖にもなっていた。

        「疲れちゃった？」

        「うん」

        「今日も、いっぱいイッたからね」

        　時間は夜中の２時。始めた時間が９時くらいだったはずだから、随分抱き合っていたのだなと思った。３回射精した後にシャワーを浴びて、今日はもう終わりにしようと思っていたのに、ベッドの中で抱き合っていたらまたしてくなって結局その後２回した。若いとは言え、体中の精力を使い果たした気分であった。

        　隼也はもっと疲れているのだろう。湊の胸に額をつけて、じっとしている。

        「明日は動けないかな」

        「うん、遅くまで寝ててもいい？」

        「勿論」

        　隼也は湊の胸に手を這わせてきて、ちゅっとキスをした。

        「湊の体、凄い好き。大きくて、鍛えられて逞たくましくて、こんな格好いい体、俺なんかが独り占めしていいのかなって思うよ」

        「いいに決まってる。独り占めしてください」

        　そう言うと、隼也が湊の胸に頭をグリグリとなすりつけてきた。まるで猫のようだ。

        「隼也さんに嫌われないように、鍛えないとな。ジム、行こうかな」

        「じゃあ、俺も一緒に行く。俺も、ぷよぷよになったら嫌われるもんな」

        　隼也は細いが、筋肉が付いているわけではない。スタイルはいいのだろうが、健康のために、鍛えた方がいいというのは同感だ。

        「一緒に見学行こうか。近くにはないから車になるのかな。車、やっぱりもう一台ないと難しいね」

        「そうだな」

        　隼也があくびをした。眠いのだろう。今日は久しぶりに会ったせいか凄く機嫌が良くて可愛い。話をするなら今だなと思って、湊はずっと言わなければいけないと思っていた事を話した。

        「隼也さん、今度幸こう田だの家に、線香上げに行きましょう」

        「え？」

        「ずっと顔出してないですよね。キョウちゃんのお母さん、隼也さんの事、凄く心配してました」

        　隼也は無言のまま、湊に背中を向けてしまった。隼也は都合の悪い話になるといつもこうだ。口下手なのはわかるが、話し合う前にシャットアウトしてしまう。悪い癖だと思った。

        「俺、一緒に行きますから、だから行きましょうよ」

        「いいよ、別に。俺は幸田の子どもじゃないし」

        「駄目です。行きましょう」

        「何で湊がそんなこと言うんだよ。俺は行きたくない」

        　湊は後ろから隼也を抱きしめると、うなじにキスをした。

        「キョウちゃんと約束したんです」

        「え？」

        　隼也の中にいたキョウヘイとした約束は二つあった。一つは隼也を守り一緒にいてあげること。そしてもう一つは、隼也と響平きようへいの母に話をさせることであった。

        「キョウちゃんがこの世に出てきたのは、隼也さんに生きて欲しいからだ。そのために、俺に隼也さんを守ることと、キョウちゃんのお母さんと話をすることが必要だって言ってた」

        「湊は、響平の存在を信じてなかったくせに」

        「でも、隼也さんは信じてるんでしょ」

        　隼也の言うとおり、湊は、キョウヘイが響平だったとは未だに思っていない。ただ、隼也が作り出した人格であるならば、それは隼也の潜在的な願いでもある。ならば叶える以外の選択肢はない。

        　ただ、そんな湊にも不思議な事が一度だけあった。キョウヘイがいなくなる日、湊が借りていた一人暮らしの家に白い影が現れたのだ。白い影は湊に言った。

        「俺はもういなくなる。早く隼也君のところに行って上げて。隼也君、このままじゃ、死んじゃうよ」

        　それだけ言って、白い影は消えたのだ。それは本当に響平であったのか、それとも湊が見た幻覚なのかはわからない。

        　そして、もしキョウヘイが響平であったのなら、この世にとどまった理由はもう一つあるのだろう。キョウヘイは隼也とセックスをする代わりに、その体に入って湊に抱かれたのだ。隼也を湊に任せるためなどと言う綺麗事だけではない。隼也の体を手に入れることが出来なかった無念を晴らすため、隼也の体に入って隼也の快楽を取り込んだ。もし湊に入れたら、躊ちゆう躇ちよなく隼也を抱いたのだろう。そう考えれば、響平がこの世にとどまったということに真実味が出てくる。その方が、よっぽど響平らしいと思った。

        　しかし、そんなことは隼也には決して言わない。隼也も恐らく気がついているのだろうが、言うことはしない。隼也もそれを望んでおらず、ならば響平の思いは永遠に沈めてしまった方がいい。

        「わかった。行くよ」

        　隼也が小さな声で呟つぶやく。湊はそれに隼也の髪の毛に顔を埋うずめた。

        「一緒に付いてきてくれるか？」

        「勿論。隼也さんがそうして欲しいなら」

        　隼也は体をぎゅっと硬くすると、湊の手を強く握ってきた。不安なのだろうか。何故育った家に帰るのが不安なのか、響平にはわからない。響平の両親には何度も会ったことがあるが、隼也を虐待したり、差別をして育てるような人達だとは思えなかった。しかし外から見るのと実際は違うのだろうか。だが、少なくとも、美み鈴すずは心から隼也の事を心配しているように見えた。

        　気がつくと、隼也は寝息を立てて寝ていた。湊も、隼也を抱きしめながら眠った。

        　翌日起きると、早速響平の家に電話をして、美鈴と会う約束をとりつけた。美鈴はやはり喜んでおり、翌週の土曜日に会うことになった。

        　当日、途中でお菓子を買うと、幸田の家に向かう。隼也はやはり緊張をしているのか、表情がまるでない。

        　幸田の家につくと、チャイムを鳴らした。すぐに響平の母の美鈴が出来てきた。

        「あ……」

        　美鈴の顔が嬉しそうに緩ゆるんだ。湊の後ろに隠れるように立っている隼也の顔を見ると、久しぶりね、と笑った。

        「お久しぶりです」

        　隼也はそう言うと、頭をぺこりと下げた。

        「さあ、入って。何年ぶりかしら。大学に入ってからだから、７年ぶり？　元気だった？」

        「はい」

        　隼也は下を見ながら答える。美鈴は二人を居間に誘導した。

        「お線香、上げても良いですか」

        　居間に置かれている仏壇を見て隼也が言う。

        「是非、上げてあげて」

        　美鈴が答えると、隼也は仏壇の前に立ち、線香を上げると両手を合わせて目を瞑った。随分長い間そうしていた。隼也が何を思っているのか湊にはわからない。ただ、その背中が酷ひどく小さく見えた。

        　隼也が顔を上げると、湊も同じように線香を上げ、美鈴がお茶を用意してくれたテーブルに座った。

        「憲のり久ひささんは？」

        「用事があるって出かけてる」

        「そう」

        「シュン君は今、何をしてるの」

        　美鈴が聞いてくる。綺麗な女性だったが、ここ１年でぐっと老け込んだ。息子が死んだので当たり前だろう。

        「在宅でプログラミングとか……」

        「そう」

        「美鈴さんはまだ働いてるの？」

        「えぇ」

        「管理職になったって響平が言ってたけど、大変そうだ」

        「大丈夫。仕事は楽しいわ」

        「でも、体は壊さないようにして」

        　美鈴がそれに笑った。

        　しばらく沈黙が続いた。湊には何を話して良いかわからず、ただ隼也の隣でじっとするしか出来ない。

        　外は静かだ。以前は子ども達の声が溢あふれていたが、新興住宅地であったこの辺りも、２０年近くたてば子ども達は大分大人になってきている。この住宅地には、子どもが出て行き二人だけで暮らしている夫婦も多い。

        　五軒離れている湊の家もそうだった。妹はまだ家にいるが、それでも外で遊ぶような歳でもない。湊の小さな頃は、白い家が並び、若い夫婦が多く住むこの地域には常に命の息い吹ぶきを感じたものだが、今ではそれもなくなっていた。響平と遊んだ頃の記憶も今は遠い。

        「美鈴さんは、俺を生まない方が良かったと思ってる？」

        　唐とう突とつに隼也が言った。湊は隼也の発した言葉の意味がわからず、思わず美鈴の顔を見た。

        　美鈴は気まずそうな顔をして湊を見て、隼也を見た。これは自分がいない方が良いと言うことだなと思って立ち上がろうとしたが、そのとき隼也が湊の手をぐっと掴つかみ、それを阻止した。

        「湊は絶対に誰にも言わない。俺が、ここにいて欲しいんだ」

        　美鈴は少し迷った顔をしたが、湊が美鈴の目を見てゆっくりと頷くと、美鈴も頷うなずいた。

        「貴方を生まない方が良かっただなんて、そんな事は無いわ」

        「でも、俺の父親は……」

        　隼也が言葉に詰まる。美鈴は隼也から視線を反らすと、お茶の入った湯飲みの縁を触りながら言った。

        「確かに合意の上ではなかったけど、だけど私は、決して許されなくても、貴方を生みたかったの。お兄ちゃんとの子ども、生みたかった」

        「父さんを、愛してたの？」

        「えぇ、そうね」

        　湊の手首を握っている隼也の手が震えた。隼也は視線をテーブルにやっていたが、何を見ているのかわからない。ただ、何かに耐えるように唇をきゅっと結んでいた。

        　湊は美鈴の話を聞いて、あぁそういうことかと全てに合点がいった。何故隼也と響平はお互いを求めながらも、お互いを拒絶したのか。兄弟のように育ったと言っても、兄弟ではない。男同士だという障しよう壁へきはあっても、それもお互いの気持ち次第で大した問題ではないと思っていたのだ。それなのに何故なのだと思ったが、ようやくその答えがわかった。そして自分の存在を否定し続ける隼也の心の闇の正体にようやく気がついて、湊は身を震わせると、隼也の手を自分の手首からほどく。

        　隼也が心配そうな顔で見てきたので、今度はその手をぎゅっと握ると、隼也は微かに笑った。

        「でも、響平じゃなくて、俺が死んだ方が良かったと思ってる」

        「まさか。そんな訳ない」

        「嘘つかなくて良いよ。俺もそう思う」

        「シュン君、私の顔、見なさい」

        　隼也がゆっくりと顔を上げると、美鈴が隼也の顔を真っ直ぐ見てくる。

        「貴方が死んだ方が良いだなんて、絶対に思わない」

        　美鈴が言った言葉に、隼也が泣きそうな顔をした。

        「ごめんなさい。俺がいなきゃ良かった。俺なんていなければ、響平は死ななかった。俺なんかと会わなきゃ良かったんだ。あの時ずっと一緒にいるって言ってくれて、俺嬉しかった。だからつい、店に長居した。あの時間にあの道を歩いていなければって。俺と出会わなければあの道を歩くことも、事故に会うこともなかった」

        　隼也は、美鈴に責めて欲しいのだろうか。しかし美鈴は首を振る。

        「ううん。一緒にいて……」

        　美鈴の言葉が詰まる。響平を思い出したのだろう。涙がその目にじわりと溢あふれていたが、ぐっと堪こらえると、少し涙声になりながらも続けた。

        「響平、酷ひどい状態だったのよ。体がちぎれてて、まともなのは顔だけだった。痛かったと思うし、辛かったと思う。でも凄く安らかな顔だった。それは最後にシュン君が一緒にいてくれたからだと思う。血だらけのあの子を、最後まで抱きしめてくれたからだと思う。ありがとう……」

        　そう言うと、美鈴は堪えきれずに涙を流した。隼也は立ち上がると、美鈴の背中をそっと撫でる。美鈴はそれに立ち上がり、振り返って隼也の体を抱きしめた。それを隼也も受け止める。

        　この家に来たときとは空気が違うと思った。もう、隼也は大丈夫だ。恐らくキョウヘイはこれを望んでいた。そして美鈴が隼也を受け入れることも、隼也が美鈴を受け入れることもわかっていたのだろう。

        「俺、響平が好きだった。世界中の誰よりも、何よりも好きだった。俺は、父さんと一緒だ。汚い」

        「人を好きなるのに、汚いなんてないのよ」

        　それはまるで、自分に言い聞かせているようだと思った。そんな言葉は欺ぎ瞞まんだと思ったが、それでも隼也には何よりも必要な言葉で、それは湊が言っても意味の無い言葉なのだ。美鈴が、隼也と響平の母である美鈴が言うからこそ、意味がある。

        　隼也はそっと美鈴から離れた。そして美鈴に笑顔を向ける。

        「また来て」

        「うん。美鈴さんも、俺たちの家、遊びに来て」

        　孫は作って上げられないけどと隼也が言うと、美鈴は笑った。

        「そっか。そうなのね。湊君、うちの子、よろしくね。凄く凄く、良い子なの。でも、自分を殺してでも相手に分け与えてしまう。気をつけて上げて」

        「えぇ、わかってます」

        　そう言うと、湊は頭を下げた。

        「ちょっと散歩しない？」

        　玄関から出ると、隼也が聞いてくる。それに湊は頷うなずいた。

        「車、もう少し置かせて貰っても良い？」

        　隼也が玄関まで送ってくれた美鈴にそう言うと、美鈴は頷うなずいた。

        「懐かしいね」

        　隼也が住宅街を歩きながら言う。

        「懐かしいですね。まぁ俺は、盆と正月は帰省してるから、そんなに目新しくもないですけど」

        「そっか」

        　隼也はそう言いながら、湊の手を握ってきた。湊が驚いて隼也の顔を見る。

        「嫌？」

        　ねだるように上目遣いで見てくる隼也に、ノーと言えるわけはない。湊は返事をする代わりに、ぎゅっとその手を握り返した。

        　しばらく歩くと、ケヤキの街がい路ろ樹じゆが並んでいる道路に出る。生い茂った木が日陰を作っており、日差しを和らげてくれている。休日だが人はほとんどおらず、たまに犬の散歩をする人に会うくらいだ。

        　風が吹く。５月の風は爽やかですがすがしい。緑の匂いが辺りに立ち上り、心を落ち着かせた。久しぶりに隼也とこうして歩くと思った。たまにはこうして二人で歩くのも良いなと思って、隼也の顔を見る。

        　隼也も湊の顔を見上げてきた。

        「ねぇ、湊」

        　隼也が言う。

        「はい」

        　湊が答えるが、隼也の言葉が続くことはなかった。

        「ねぇ、湊」

        　再度隼也が呼びかけてくる。

        「はい」

        　しかし、やはり続きはない。

        　その後も何度も何度も隼也は湊の名前を呼んだ。湊も何度も何度もそれに答えた。

        　しばらくそうして二人で歩いた。静かで、穏やかで、ずっとこうして二人でいたいと、湊はそう思った。

        　ケヤキ並木が終わり、突然日差しが二人を照らし出す。隼也は足を止めると、空を見上げて言った。

        「凄く、青い。綺麗だ」

        　つられて湊も空を見る。どこまでも広がる青い空がそこにはあった。

        「いつか、あそこに行けるのかな」

        「そうですね」

        「響平のいる場所に、お前と一緒に行けるといいな」

        「そうですね」

        　湊が答えると、隼也は空から湊に視線を移し、笑う。相変わらずその目の奥には、青く揺れる炎がある。それを見ながら、響平と同じように自分もこの男よりも先に逝いくことがあるのかもしれない。そのとき、自分は響平のようにこの男を残して逝いくことが出来るのだろうかと考える。この男の手を離し、他の人間と幸せになるように祈ることが出来るのか。

        「ねぇ、湊」　

        　考え込んでいる湊に、隼也が話しかける。湊は我に返り答えた。

        「はい」

        「帰ろうか」

        「えぇ」

        「俺たちの家に、帰ろう」

        「えぇ、帰りましょう」

        　隼也が強く湊の手を握った。同じだけの強さで湊も握り返す。

        　そして二人、家路につくために、再び歩き出した。

        　

        　

        完
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